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１ 開催概要 
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(1) 名称：「いぶし銀のまちづくり ～生活・文化の視点から、まちを再評価する～」

(2) 主催：公益社団法人横浜歴史資産調査会(ヨコハマヘリテイジ) ／横浜市都市整備局

(3) 後援：第 18 回国際都市計画史学会大会（ＩＰＨＳ2018）

(4) 日時：平成 30(2018)年７月 15 日（日） 13:30-16:00（受付開始 13：00）

(5) 場 所：横浜市開港記念会館 講堂（横浜市中区本町１丁目６番地）

(6) 参加費：500 円（ヨコハマヘリテイジ会員 300 円）

(7) 申込み：事前申込み不要

(8) 内 容：

・ 主催者挨拶

吉田 鋼市（公益社団法人横浜歴史資産調査会 副会長） 

梶山 祐実（横浜市都市整備局企画部都市デザイン室 室長） 

・講演

① 「横浜の都市計画史とその遺産」

鈴木 伸治（横浜市立大学教授）  

② 「戦後復興のなかの共同建築 闇市から防火建築帯・防災街区まで」

初田 香成（工学院大学准教授）  

③ 「魅力ある港湾都市のあり方 ～海外の港湾都市と横浜の比較～」

カローラ ハイン（オランダ・デルフト工科大学教授、IPHS 2016 実行委員長）

・クロストークセッション

・閉会の挨拶

中村 實（公益社団法人横浜市歴史資産調査会監事） 

(9) 参加者数：約 110 名 

2



 

(10) 当日写真 

 
 

 
 

 
 

 
 

主催者挨拶 

（吉田 公益社団法人横浜歴史資

産調査会 副会長） 

主催者挨拶 

（梶山 都市デザイン室長） 

講演の様子（鈴木先生） 

講演の様子（初田先生） 
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講演の様子（ハイン先生） 

クロストークセッション 

会場の様子 

受付 
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２ 開催記録 
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(1) 開 会 

 

・司会：公益社団法人横浜市歴史資産調査会常務理事・事務局長 米山淳一） 

皆さん、こんにちは。きょうはお暑い中、ありがとうございます。また、お盆のさ

なかですが、また３連休ですが、お運びいただきましてまことに感謝を申し上げます。

ただいまから、「歴史を生かしたまちづくりセミナーVol.41 いぶし銀のまちづくり～

生活・文化の視点から、まちを再評価～」というタイトルで始めさせていただきます。

司会・進行は、私どもが主催をしております公益社団法人横浜市歴史資産調査会の常務

理事の米山でございます。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

この場所はいかがでしょうか。きょうは、後援を賜っております第 18 回国都市計画

史学会の皆さんもお越しだと思いますが、横浜はこのような歴史的建造物を、歴史を生

かしたまちづくりという中で生かして保存をし、都市景観の形成に役立てております。

この貴重な歴史空間もお楽しみいただければありがたいと思っています。 

このセミナーは、私ども公益社団法人と横浜市の都市整備局と一緒に、両輪になっ

て開催をしております。今までも 41 回、全国からいろいろな方を招いたり、いろいろ

な学者、研究者、有識者の方をお招きしてのお話会、いろいろなことをやって歴史を生

かしたまちづくりを推進すると、そういう視点で行っております。本日もぜひ、短い時

間でありますがお楽しみをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

(2) 主催者挨拶 

・吉田 鋼市（公益社団法人横浜歴史資産調査会副会長／横浜市歴史的景観保全委員  

皆さん、この暑いところようこそいらしてくださいました。どうもありがとうござ

います。まず、いぶし銀のまちというのですけれども、横浜がいぶし銀のようなまちづ

くりを本当にしてきたかというのは、このシンポジウムの後でよく考えなさいというこ

とだと思います。横浜がよい都市計画、すぐれた都市計画やってきたということ、そう

いう都市の一つだということは異論のないところだと思いますけれども、そのすぐれた

都市計画をやってきた中枢のセクションであります都市デザイン室と、それを歴史的な

側面から支援してきた横浜歴史資産調査会がこのシンポを主催したということで、その

主催者の一員としてご挨拶を申し上げるということです。 

それからこのシンポジウムは、先ほどもお話がありましたように、第 18 回国際都市

計画史学会の大会のプレイベントとしても位置づけられて催されております。この学会

の日本における大会の最初だそうです。30 年ほど前にはこの学会の前身の大会が東京

で行われたのですけれども、今の形になってからは最初のようです。アジアではニュー

デリーと香港に次いで３回目の大会のようです。この大会に外国の都市計画の研究者の

方たちが横浜に来てくださるということは大変ありがたいことで、ここまで持ってこら

れて関係者に厚く御礼を申し上げたいと思います。 
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きょうは、横浜の都市の歴史を振り返って、そしてまた、すぐれた世界の港町との

比較をするということで、横浜がいぶし銀の都市計画を本当にやってきたかということ

をよく考えるいい機会だと思います。我々、横浜市民としても大いに期待したいと思い

ます。非常に簡単ではありますけれども、開会のご挨拶にしたいと思います。どうも失

礼します。 

 

・梶山 祐実（横浜市都市整備局企画部都市デザイン室室長） 

本日はお忙しい中、歴史を生かしたまちづくりセミナーにお越しいただきまして、

まことにありがとうございます。ただいまご紹介がありました横浜市都市整備局都市デ

ザイン室の梶山です。よろしくお願いいたします。先ほどご説明がありましたとおり、

横浜市は公益社団法人横浜市歴史資産調査会と両輪になりまして、これまでも歴史を生

かしたまちづくりセミナーを進めてまいりましたが、始めましたのが平成元年からとい

うことで、非常に長い期間このセミナーを続けております。 

昨年、横浜市のほうでは、近代和風建築である旧市原重治郎邸ですとか、商家建築

である中山恒三郎家の店蔵と書院といったものの認定を行ってまいりました。また、そ

の前の年は、きょうのセミナーのチラシに載っております、戦後建築としては初めての

都橋商店街ビルを登録し、またこちらの歴史資産調査会がその建物を昨年度から所有す

るということにもなりましたので、非常に新しい取り組みを進めているところでもござ

います。その中でも一昨年、横浜市で歴史を生かしたまちづくりを保全・活用するため

に、ふるさと納税というものも開始させていただいております。入り口のところのポス

ターも歴史を広報するようなものを見ていただいたかと思いますが、こちらのほうは横

浜市でやっているものになります。そのほかにもヨコハマヘリテイジのほうでは、こう

いったファンドの寄附といったものも設けておりまして、そういったものに皆様にご協

力いただければということで、きょうの資料にもそういったものを入れさせていただい

ております。歴史的建造物の保全・活用といいますのは、非常にさまざまな支援が必要

な取り組みでありますので、そういった意味でも皆様方にお力添えをいただいて、より

一層歴史を生かしたまちづくりを進めていきたいと思っております。 

きょうのセミナーは、こちらのほうに書いてあります「いぶし銀のまちづくり」と

いうことで開催させていただきますが、きょうはお三方の先生にご講演をいただこうと

思っております。まず、横浜市立大学の鈴木先生からは「横浜の都市計画史とその遺

産」というテーマでお話しいただきまして、その後、工学院大学の初田先生から「戦後

復興のなかの共同建築」ということで、闇市ですとか防火建築帯、防災街区といったこ

とのテーマでお話しいただき、最後にカローラ・ハイン先生のほうから「魅力ある港湾

都市のあり方」ということで、海外の港湾都市と横浜の比較というテーマでお話しいた

だく予定になっております。いずれの先生においても、建築の街並みとかそういった目

に見えるデザインの部分だけではなくて、つくられた経緯ですとか、それにかかわる
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人々の試行錯誤といった、より一層裏舞台もひもときながら、私たちが働き、暮らして

いる横浜の街をよりディープに理解するきっかけをつくるようなセミナーにしていただ

けたらと思っております。 

なお、今回のセミナーは、先ほどもご説明にあった、本日から 19 日まで開催される

国際都市計画史学会とあわせての開催となっておりますが、連動企画といたしまして、

馬車道の直上にありますＹＣＣヨコハマ創造都市センターというところで、今、「横浜

の都市計画史」というパネル展も実施しております。本日はその後５時から、「横浜の

都市デザインと建築家」という講演が行われるということでありますので、19 日まで

ずっとこの展示もやっておりますので、あわせてそちらのほうもご参集いただければと

思っております。皆様にとって得ることの多い機会になるとお祈りをさせていただきま

して、ご挨拶とさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

(3) 第１部 講演 

・講演① 鈴木伸治（横浜市立大学教授） 

「横浜の都市計画史とその遺産」  

皆さん、こんにちは。手短に私はイントロをしゃべりたいと思ったのですけれど

も、朝インターネットのニュースを見たら、金沢区の野口英世ゆかりの長浜の建物が壊

されるかもしれないというようなニュースが出ていました。そちらの話をしたほうがい

いのではないかななどと思いつつも、いただいたお題に沿って、きょうは横浜の都市計

画の歴史、それから、それは一体どういう意味を持つのかということについてお話をさ

せていただきたいと思います。まずは、歴史を生かしたまちづくりについて簡単に、そ

して横浜の都市計画史について、そして計画遺産、この３本立てでいきたいと考えてお

ります。 

私自身もこの歴史資産調査会の理事をしておりますけれども、横浜は 1988 年に歴史

を生かしたまちづくり要綱というものをつくりました。ことしが何と 30 年、記念すべ

き年になります。それから同じ年に横浜市の文化財保護条例というのもできています。

ですので、横浜が歴史を生かしたまちづくりに取り組み始めて、実はまだ 30 年しかた

っていないのです。長いような短いようなというか、例えば、古い街並みの保全活動な

どというのは、1950 年代の後半、あるいは 60 年代ぐらいからスタートしています。日

本の一番最初の景観条例というのは、金沢の伝統環境保存条例というものがあります。

こちらが 1968 年、今から 50 年前にできているので、日本の都市計画の歴史を振り返っ

てみると、それほど取り組みが早かったわけではないのです。ただ、この 30 年の間に

かなりの成果を残してきたのではないかなというふうにも思っています。 

それで、このきっかけはどうだったのかと。最近この話をよくするようにしている

のですけれども、まず歴史を生かしたまちづくり要綱については、こちらに皆さんご存
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じの山手資料館の写真がありますけれども、こちらの建物は解体して一部保存されたも

のですが、実はこれは横浜市がやったものではありません。皆さん、勝烈庵とか馬車道

十番館とか山手十番館をご存じかと思いますけれども、レストランオーナーの本多さ

ん、亡くなられたご主人が引き取り手がなくなった古い建物を、横浜市が受け取れない

のだったら、じゃあということで私費をはたいて残されたのです。そのとき、横浜市の

人たちは非常に悩んだわけです。その悩んだうちの一人が実は私の恩師の北沢猛さんと

いう方で、その方が中心になってその後、歴史を生かしたまちづくりをどうやったら進

めていいのかということを真剣に話し合って、それで、この歴史を生かしたまちづくり

要綱というのができたわけです。 

一方で、同じころ問題になっていたのが金沢区の金沢八景、私の大学のある近くな

のですけれども、上行寺東遺跡です。こちらは鎌倉時代の遺跡です。これが、マンショ

ン開発でやぐらが取り壊される。これに対して歴史学の関係の方や市民の方たちが立ち

上がって、反対運動を起こしたのです。文化財保護の関連の専門的な委員をされている

方が、もう職を辞するというぐらい覚悟を決めて、横浜市に対してこういう古いものを

残せる仕組みをつくるべきだと訴えたと。そのような経緯があって、1988 年に歴史を

生かしたまちづくり条例、それと横浜市の文化財保護条例というのができたわけです。 

ただ、その前から古いものを残そうという話がなかったわけではないです。田村明

さんという、1960 年代、70 年代にかけて横浜の都市計画を牽引された方がいらっしゃ

いますが、田村明さんはみなとみらいの開発を提案するに当たって、当時あった赤レン

ガ倉庫とドックと機関庫はやはり残さないといけないということを訴えられて、その当

時東京大学で建築史を教えられていた村松貞次郎先生とその周辺の方が今のみなとみら

い地区の歴史遺産についての調査をやっているわけです。ただ、そのときは調査だけで

終わった。それを組織的にきちんと残していきましょうというふうになったのが 1988

年だというふうに理解いただければと思います。 

その後、どういうふうに展開してきたかといいますと、こちらはエリスマン邸です

ね。最近は観光で行かれる方も多いですが、こちらも移築です。これは公園施設の一部

として保存されています。そして、山手ではさまざまな調査も行われていますが、山手

で評価されているのは、専門家の方のお話ですが、昔の地割が残っているということで

す。山手の居留地だった時代のそういった空間の構成です。ちょっと難しい言い方にな

りますけれども、そういったものを今も引き継いでいるところに意味があるというよう

なことだったり、山手には教会がありそこで横浜の商人の子弟の教育が行われたとか、

そういった横浜の文化を揺籃する、つくり出す、そういう場としての山手というものが

あったというような話もあります。中には文化財と言ってもいいぐらいしっかりとした

保存がされている、これはべーリック・ホールですけれども、当時の内部も忠実に復元

されて、機会機会に当時の生活スタイルなどを思い起こさせるようなイベントをやって

います。こういった山手の居留地の教会の標識です。ただ単に古い建物を残すのではな
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くて、これ以外にも例えばブラフ積みの石積みであったり、あるいはブラフ溝という

溝、昔の側溝であったり、さまざまなものをセットで残しながら、横浜の都市としての

歴史を伝えようとしてきたわけです。 

一方、みなとみらいに目を移しますと、これはドックヤードガーデンです。もちろ

ん皆さんご存じだと思いますけれども、ドックヤードガーデンの２号ドックはイベント

スペースとしてみなとみらいのランドマークタワーの足元に残されていますが、もう一

方、写真は入れていないのですけれども、日本丸は１号ドックのほうに、ドックとして

の機能をしっかりと保ったまま残されています。そして、１号ドックのある今のみなと

博物館のあたりから、汽車道を通って赤レンガ倉庫に至る。これは、海の物流と陸の物

流が初めてきちんと接点を持ったという場所なのです。港に着いた荷物を直接鉄道に載

せて、貨物船で東京まで送ることができるようになったというのは、物流史上すごく意

味のあることなわけです。ですから、ここで関係者の方はかなり苦労されたそうなので

すけれども、やはりレールをきちんと残すということが大事だと。上席の方は、レール

を残してそこでつるっと足を滑らせてけがをしたらどうするのだというお話もあったと

聞いておりますけれども、そこはやはり鉄道があったという痕跡を残すことが横浜の歴

史を理解することにつながるのだということで押し切ったそうです。そのレールの先に

は横浜港駅、かつての港の駅が、こちらは復元になりますけれども、ちょうど奥のこの

あたりに復元されて残っているという形で、それぞれ一つ一つの古い建物であったり産

業遺産が徐々につながることによって、横浜の港の歴史を写し出しています。 

そして、これは今は開港の道というふうに呼ばれていますけれども、汽車道から山

下公園のほうまで歩くことができるようになっていますが、汽車道に残っている鉄橋で

す。こちらは、当時日本では鉄橋をつくることはできませんでしたので、アメリカから

買ったものです。ただ、赤レンガ倉庫から象の鼻のほうに行くこちらの鉄橋は、当時の

浦賀船渠、浦賀ドックでつくることができる国産の橋なわけです。ですから、私はまち

歩きで学生に話をするときには、やっと日本も鉄をつくれるようになったのだという

話、それから浦賀ドックというのは、実は国会議事堂の鉄骨とかいろいろなものをつく

っているのです。そういった日本の技術の発展の歴史などにも触れながらお話をさせて

いただきます。このすばらしい写真は、我々の財団の事務局長である米山淳一さんにご

提供いただいております。どうもありがとうございます。 

歴史を生かしたまちづくりについてなのですけれども、このようにいろいろな形で

成果を上げてきたというふうに思います。港町横浜のイメージづくりといいますか、イ

メージをつくってはいけないのかもしれませんが、ですけれども、それをきちんと来た

方に伝える、それから市民の人にもわかってもらうということに一役買ったことは間違

いないだろうと思います。 

それから当時、歴史を生かしたまちづくりにかかわられた方にお話を聞きますと、

例えば開港資料館におられて、その後文化庁に行かれた堀勇良さんにお話を聞くと、正
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直な話そんなに横浜に古いものがあるとは思っていなかったというふうに言っておられ

ました。どういうことかちょっとわかりにくいですよね。というのは、調査を始めたの

は 1970 年代の末ぐらいで、それが 1988 年に歴史を生かしたまちづくりというふうにな

るのですが、1970 年代の末ぐらいというのは日本全国何を議論していたかというと、

関東大震災よりも前の建物をどうやって残すかということを一生懸命調査していたわけ

です。ですから、そういう観点で言うと、関東大震災の被害を受けている横浜というの

は、そんなに古い建物はたくさんないよねということになってしまうわけです。ところ

が 10 年もすると、やがて関東大震災の後の建物も大事だという話になり、それから 90

年代ぐらいになりますと土木遺産、産業遺産が大事だということになってきた。1988

年に横浜が歴史を生かしたまちづくりを始めるときは、産業遺産を大事にしましょう、

横浜の港町としてのアイデンティティーを大事にしましょうということを議論している

のです。土木遺産の全国調査が行われたのが 1990 年ですから、少しほかの都市よりも

先んじてそういったことをやってきたわけです。それは非常に大きな成果を残したとも

言えます。ただ、私も横浜に来て 20 年ぐらいになります。歴史を生かしたまちづくり

等も含めてかかわり始めて 10 数年だと思いますけれども、最近は取り壊される建物も

多いです。悲しくなるので写真は出ませんでしたが、最近では日本郵船の倉庫、それか

ら日本大通りにある三井物産倉庫、北仲にあります帝産倉庫の倉庫も一旦取り壊して復

元するというふうに変わってしまいました。横浜は港町だから倉庫は大事だろうとみん

な思うのですけれども、なかなか突破できない壁があるというふうにも思います。 

そういったことを考えている中で、今回当財団では都橋の戦後の、前の東京オリン

ピックの時期に建てられた建物を取得して保存していくことになりました。よくよく考

えてみると、横浜の街なかには結構戦後の建物がたくさんあるのです。戦災復興の時期

の建物、そういった建物をどうしようかということを今議論しなくてはならなくなって

いるわけです。いぶし銀のというふうに最初ありましたけれども、ややこの建物はわか

りづらいかもしれません。昔の建物であれば、赤レンガの洋式建築であるとか、昔の横

浜正金銀行のように非常にわかりやすく、誰でもわかる歴史的建築物というふうに理解

できるものもあります。しかし、そういう建物が今たくさん残っているわけではありま

せん。むしろ今、戦後の建物をどう考えるのかということが議論のテーマになりつつあ

る中で、やはりもう一度横浜の都市計画について考えてみよう、都市の歴史について考

えてみようというときに来ているのではないかと思います。 

このあたりは皆さんかなりご存じなので、はしょりながらお話をさせていただきま

すけれども、横浜というのは一言で言うと計画された街です。江戸は 400 年以上の歴史

があります。横浜は来年が開港 160 年ですから、159 年です。歴史を振り返ってみる

と、関東大震災で甚大な被害を受け、横浜大空襲でまた大きな被害を受ける。さらにそ

の前にも一度、1866 年に豚屋火事というのがあって、横浜の中心部は大火で焼けてい

るわけです。横浜の歴史は何かと、私はいつも学生に問われると、横浜は破壊と建設、
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復興の歴史であると、それはまさしく計画の歴史であるというふうに思うわけです。何

もないところに新しい街をつくり、やがて都市として発展を遂げていく。このころ、さ

まざまな技術が横浜にも導入されました。横浜の港の整備が行われたのは、関東大震災

よりも前の時期です。ここに新港埠頭があって、今の赤レンガ倉庫を見ることができま

す。先ほど紹介した汽車道もここに見ることができます。ドックヤードガーデンがこち

ら、それから１号ドックはこちらというふうに、この時代に整備されたものを幾つも今

も横浜は引き継いでいるわけです。関東大震災の被害を受けました、都心部の大半のエ

リアが被害を受ける、そして、そこから復興する。復興事業は限られた予算の中で限定

的に行われましたが、一番大事だったのは、私は山下公園の整備ではなかったかと思い

ます。それについては、少し後ほどお話をさせていただきます。そして、1945 年５月

29 日に横浜大空襲というのがあって、市街地の４割近くが焼失するということになる

わけです。その後のまちづくりの歴史については皆さんよくご存じかとは思いますが、

六大事業というのが提案されて、２つの都市を一つにする。戦後、接収で復興の進まな

かった関内から、多くの人たちが横浜基地に移ってしまった。この間にはドックや埠

頭、機関、貨物ヤードがあって、２つに都心が分かれてしまうと非常に非効率的である

と。これを何とか一つの都心にしようというのが 1960 年代以降の横浜の都市計画なわ

けです。こちらが 1965 年の空撮です。かつてはたくさん港の施設というのが都市に近

いところにありました。赤レンガ倉庫周辺にも、実は倉庫はたくさんあったわけです。

多分、覚えていらっしゃる方は年配の方で多いのではないかなと思います。関内と横浜

駅の間を埋め立て、再開発することで、一つの都心にするという、非常にシンプルかつ

わかりやすい方針。もう一つの方針というのは、山下公園に倣って、ウォーターフロン

トに一般の市民の人たちが立ち入れるようにする、こういったことをやってきたわけで

す。また、その中で 1970 年代からは歩きやすい街にしましょう。こちらは馬車道の写

真ですけれども、何の変哲もない商店街になってしまったところを、通りのイメージを

変えながら、歴史を大事にしながらまちづくりを進めていくということが、第一期の

1976 年、70 年代から始まったわけです。そして、1980 年代後半になると、古い建物を

残しながらまちづくりをやりましょうというふうに展開してくるというのが、これまで

の歴史なわけです。 

こういったことを振り返ってみますと、すごくマニアックなケースかもしれません

が、私も少しお手伝いしたのですが、二代目の横浜駅というものの基礎が残っていると

いうのはご存じでしょうか。実は、高島のあたりに二代目の横浜駅というのがありまし

て、ここにマンションを建てるというときに基礎が出てきたわけです。これはレンガを

切り出して、どこかに持っていって保存するというのではなくて、最終的に、やはり現

地に残せないかという話になりました。紆余曲折あったわけなのですけれども、それは

なぜかというと、横浜駅の位置が変わってきたというのが、横浜の都市の歴史から考え

ると非常に大きな意味を持つわけです。初代は今の桜木町駅、二代目が今の平沼の近く
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です。東高島駅の近くといってもいいかもしれないけれども、そのあたり。それで、三

代目が今の横浜駅。こういうことが変わってくることによって、横浜の都市の構造が変

わってきた。そのこと自身を体感してもらうためには、やはりその場所に物が残ってい

ることが大事ではないかとも考えられるわけです。 

さて、では、計画というものからもう少し我々にどういう遺産が残されているのか

ということについて考えてみたいと思います。こちらはもうこの近くですので、紙が来

ましたので巻きながらいきます。こちらは日本大通りです。日本大通りは皆さんご存じ

のとおり、1866 年に大火がありました。豚屋火事です。この大火によって、当時の関

内、それから山下の居留地、日本人の居住区と山下居留地、両側にわたって大変大きな

被害を受けたわけです。それで、1868 年にイギリスからブラントンという技術者がや

ってきます。名目としては、灯台をつくる技術を教えるという形でいらっしゃるわけな

のですけれども、それ以外にもいろいろな助言を求められて、彼は八面六臂の活躍をす

るわけです。彼が提案したものの中には、横浜公園であるとか日本大通りといったもの

も含まれています。あるいは、計画をつくるための地図の測量などもやっている。日本

全国に灯台をつくった、それをサポートしたという功績以外に、横浜にとってはある意

味では横浜の計画の父のような役割をしているのではないかというふうに思います。こ

うしてでき上がった日本大通りというのを、我々は今でも引き継いでいるわけです。そ

して、その遺産というのは、実はその後も多くの計画に影響を与えています。これは関

東大震災からの復興のときにつくられた、震災復興の牧案というものです。直接的に日

本大通りというものが出てくるわけではないのですが、ここを緑のネットワークの軸に

するというような発想は、やはり日本大通りがあったからこそというふうにも言えると

思います。こちらは田村明さん、先述しました横浜の都市計画にリーダーであった方で

すけれども、この方が 1964 年に浅田孝さんという方と一緒に横浜の将来計画に関する

レポートを書いた。このときのレポートを見てみますと、やはりここの日本大通りとい

うのは都市の軸線としてしっかりと意識しているのです。恐らく、軸線を強調するとい

う考え方は、こういった馬車道の軸が新港埠頭のほうに延びていくとか、旧市街の軸が

新しい市街地の軸に結びついていく、そういった考え方にもつながってきているのでは

ないかと思います。こちらはその後のさまざまな計画なのですが、都心部の構想を考え

る上で、日本大通りというのは非常に大きな助けになりました。時間がないので飛ばし

ますが、その後これは緑の軸線構想という形になって、その後のまちづくりの指針にな

っていくわけです。この緑の軸線を最後に完成させるために、1988 年から始まった歴

史を生かしたまちづくりというのは非常に大きな役割を果たす。2002 年のワールドカ

ップの前に、若干寂しい状況であった日本大通りですが、歩道を広くとって、昔の、往

時の姿に近づけるように整備をしようとしてきたわけです。連歌というのがあります

が、歌を詠み継ぐようにまちづくりを重ねてきた、その指針になったのが日本大通りで

はないかというふうに思います。 
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同じことは山下公園についても言えます。関東大震災の後できた、震災復興公園の

山下公園というのは、その後のまちづくりの大きなヒントになりました。初期に行われ

た、1974 年から 76 年にかけて考えられた都心プロムナードというのは、全てのルート

が山下公園に向かってつながっていったのです。このように構想を引き継ぎながらまち

づくりを進めてきた、計画に計画を重ねるようにまちづくりをしてきたというのが、横

浜の都市の歴史の非常に大事な部分ではないかというふうに私は思っています。 

さて、横浜の計画の遺産は何か。こちらが、これから我々が考えるべきものではな

いかと思っています。冒頭見せましたように、都橋商店街はいぶし銀といえばいぶし銀

ですよね。わかりにくいかもしれないです。ある人にとっては、飲み屋街なので飲み歩

いた青春の場所だという人もいるかもしれません。私もたまに行きますけれども、多く

の人が都橋というと、あの小さい店が集まったものをイメージするのは確かなわけで

す。ただ、この都橋というのは、これから先は初田先生の前振りなのですが、戦後、横

浜は防火建築帯というのを造成しています。昭和 27 年ぐらいに接収が解除される、そ

のタイミングで日本では耐火建築促進法というのができて、防火建築帯というのをつく

ろうというような動きが出てきます。その動きに乗っかったのが横浜なのです。戦前か

ら都市の不燃化運動のリーダーであった内藤亮一さんという人を二代目の建築局長に連

れてきて、積極的にこれをつくろうとした。日本の中でも、初田先生のお話があると思

うのですけれども、一番防火建築帯をつくったのは横浜なのです。長らく、余りこれは

評価されてこなかったのですけれども、これは弁三ビルですね、初期の、まさに昭和

27 年の建物ですけれども、この建物の上の部分をリノベーションしてクリエーティブ

なオフィスにしようとか、そういう話になってきているわけです。我々は一体、こうい

った建物をどう考えていけばいいのか。そういったことも含めてきょうのディスカッシ

ョンにつなげていきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

 

・講演② 初田 香成（工学院大学准教授） 

「戦後復興のなかの共同建築 闇市から防火建築帯・防災街区まで」  

工学院大学の初田と申します。きょうは発表の機会をいただきありがとうございま

す。今、鈴木先生のほうから、戦後の建築の魅力がなかなか伝えづらい中、どうやって

保存を考えていけばいいかというお話がありました。戦後の復興の中でそういう建築が

たくさんできて復興を可能にしていったわけですけれども、私の発表では、そういった

建築の一つの魅力の読み解き方というか、そういう話ができればと思っています。 

いきなり紹介、宣伝のようなスライドで申しわけないのですが、私の専門は建築の

歴史、建築史で、特に都市の歴史、建築を通じて都市の歴史を見るというようなことを

ずっとこれまで研究してきました。中でも戦後の建築です。きょう触れる闇市ですと

か、防火建築帯といったことの研究をしてきました。ここに書きましたけれども、都市
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史、建築から都市の歴史を読み解くというときにどういうふうに見ればいいのかという

ことなのですが、住宅や建築を個々の作品としてではなくて都市を構成するものとして

見てみたいという思いがあります。そう考えたときに、ここで都市建築と書きましたけ

れども、都市建築というのは単に都市に建っている建築というよりは、もうちょっと積

極的な意味を与えていて、「ある時代にある都市に似た形式を以って多数現れるビルデ

ィングタイプ」というふうに位置づけています。そこに着目すると、一つ都市の歴史が

読み解けるということを考えています。 

それからもう一つ、時代のお話をしておきたいのですが、きょう触れる戦後の建築

で、では戦後の建築と戦前と何が違うのかという話です。これはいずれも東京で、こち

らが日本橋の北側の大正初年、関東大震災の前ぐらいの写真、絵はがきをもとにした図

だと思います。それから、こちらもやはり戦前の、ここが日本橋です。大丸ではなくて

高島屋あたりが建っている街区を示したものです。これをごらんになっていただくと、

一部、当然ですけれども、戦前の東京でもこういう例えば交差点の角地ですとか、日本

橋の大通り沿いは大分こういうモダニズムの近代建築というのが建ってきています。た

だ、一方で、こちらでいいますと、こちら側が今の三越が建っている街区になりますけ

れども、その反対側を見ると実はまだまだ黒しっくいの土蔵づくりの町家が並んでいる

ことがわかるかと思います。川越の街並みかと思うような街が、まだ大正時代まではあ

ったわけです。それから、もうちょっとこちらはその後になる絵はがきだと思いますけ

れども、やはり近代建築の周囲を見てみると、本当に一個一個、木造の低層の２階建て

ぐらいの普通の町家の建築というのがほぼ街区の大半を占めていて、あくまでこういう

近代建築というのは一部でしかないということです。ここに「図」と「地」と書きまし

たけれども、絵でいえばキャンバスの部分に当たる地の部分というのは、本当に江戸時

代以来と言ってもおかしくないぐらいの、伝統的な前近代の建築が大半を占めていて、

図の部分にこういう近代建築が幾つか出てきたというのが戦前というふうに位置づけら

れるのかなと思います。それに対して、戦後というのはまさに今に直接つながる街並み

がつくられた時代です。こういう近代建築が都市の全面を占めていったような時代とい

うふうに考えています。 

きょう取り上げる共同建築という建築は、言ってみれば一般の人たちがこういう近

代建築を自分たちのものにしていく過程で、試行錯誤する中で生まれてきた建築という

ことです。結論を一部先取りするような話ですが、なかなか一人の資本では近代建築が

まだ手に入れられなかった時代に、人々が力を合わせてつくった建築というふうに思っ

ています。共同建築という言葉も聞きなれない言葉かと思いますけれども、これは昭和

27 年ごろ、戦災復興期の建設省のある技官だった人物が「最近の共同建築」という論

説を書いています。「昭和二十六年の都市計画界には前年に見られなかった共同建築が

各都市に続々出現して、斯界の一特色をなした」ということを書いています。これは大

体別々に住んでいた住宅とか店舗の数人の者が集まって、異なった土地の所有権とか借
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地権といった権利関係を適当に解決して、１棟で数階建ての建築をなして、その中に分

割して居住したり営業を営んでいるものというふうにいっています。この時期に、各地

でこういう建築が見られつつあったという様子がわかるかと思います。ちなみにこれ

は、京都市に堀川通りという南北の大通りがありますけれども、そこに建った共同建築

の例として挙げられているものです。１階が商店で、２階・３階が住宅になっている、

京都市か京都府がつくった住宅、団地の一種だと思います。こういうものが当時一つ注

目を浴びていたということがあります。 

ここから実際に具体的な建築の話をしていきたいと思いますが、私は東京の建築で

すとか歴史が専門なもので、最初に東京の話をして、それらを引用しつつ、横浜の建築

に若干触れるというような形でお話を進めていきたいと思います。 

これはニュー新橋ビルというビルなのですが、ＪＲの新橋駅、東京駅から２駅ほど

行ったところに新橋駅があって、その西口に建っている建築です。この場所は、実はか

つて闇市があったところです。ここにホームの端が写っていますけれども、新橋駅のホ

ームから西側を見た写真です。昭和 21 年の２月ごろの写真だったと思います。これを

見ると、今ニュー新橋ビルというビルが建っているところ一面に露店が建っているわけ

です。よく見ると、ここにむしろというかすだれのようなものが、１、２、３、４列あ

って、この両側に人がいて、どうもよく見ると区画割がなされていて、一人一人の売る

場所が決まっているわけです。こういう形で闇市というのがあったということがわかり

ます。それで、この部分を近くで写した写真が、これはいずれもアメリカの公文書館が

持っている写真資料ですけれども、ここを拡大して、ここに看板が書いてあるのです

が、これをよく見るとここに「The Tokyo City The Shinbashi Outside Free Market」

と。「消費者ノ最モ買イ良イ民主的自由市場。御気付ノ點ハ投書箱ヘ何事御教示下サ

イ。関東松田組」ということが書いてあって、この民主的市場という言い方もおもしろ

いのですけれども、先ほど言ったように、こういう闇市といっても最初はかなりばらば

らな状態で始まったと考えられるのですが、半年ぐらいたったこの時点になると、ある

程度区画割がなされて、計画的に差配がされているわけです。どうも、この場所では関

東松田組という組織が区画割だとかを仕切っていたらしいということもここからわかる

わけです。それから、これは同じ場所のもうちょっと南側の部分で、こちらになると先

ほどのようなすだれのような造作はなくて、本当に路上に物を広げているような状態で

すとか、道路上に屋台が幾つか建っている状態です。こういう闇市といっても建築的

な、建築と言っていいのか微妙ですけれども、空間の形態としては何種類かあったとい

うことがここからわかります。当時、有名作家だった高見順という人が、この人は新橋

駅を利用していて、日記に書いているのです。なぜここに闇市が形成されていったかと

いうことを書き出していて、新橋駅には外食券食堂が２軒あって、そのせいに違いない

と。食堂の前には食事ごろになると行列ができて、その行列相手に物を売る闇屋がまず

あらわれたと。外食券の人々を相手に初めは売っていたが、そうしてだんだん一般の買
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い手があらわれてくると売り手も集まってきて、それがいつの間にか自然に市場になっ

ていったということを書いています。まさにこういう感じで闇市というのは各地であら

われたのだろうなと思わされる文章です。 

新橋の話がずっと続いていますけれども、これはピンク色の部分が空襲で焼けたと

ころです。それから、茶色の部分というのは、戦前、空襲が激しくなって鉄道の線路が

延焼してしまわないように、強制疎開という形で事前に広場を、空地を設ける強制疎開

という防空都市計画と呼ばれる計画事業を行って、その結果、新橋駅は東口と西口の両

側に駅前広場のような形で空地ができていました。そこに終戦と同時に、数日後から露

店が集まって広場ができていったということになります。こちらに写っている写真は、

関東松田組の親分だった松田義一という人です。もともとは大陸帰りの人で、この辺の

若い衆を仕切って一大組織を築き上げた人です。終戦の翌年の２月ぐらいまでは、本当

に屋根もないような露店の状態だったのですが、彼がこの場所に、このままの露店では

闇市というのは立ち行かなくなるという考えで、新生マーケットという長屋型の共同店

舗をつくっていきます。これは５月に着工したという記事が残っていて、８月ぐらいま

でかかったらしいのですが、建坪 2000 坪の総２階建てで、約 300 店舗ぐらいあって、

電化がされて、ネオンの広告塔を備えた復興帝都随一の明るい商店街をつくるという。

これは米軍の航空写真で、どうもこの街区が新生マーケットだっただろうというところ

です。こういうものをつくっていきます。この建物は何度か火事に遭ったりもするので

すが、1960 年代まで、これは再開発直前の写真ですが、新橋駅の前にはこういう闇市

由来の建物が残り続けたということになります。これも同じ場所を反対側から撮った写

真です。これは再開発直前の平面図ですが、これを見ると、特にこの辺の街区が入り組

んでいますけれども、営業面積が 10 坪未満の借家人が 170 人いて、最小のものは 3.3

平米、１坪ですよね、１坪というと畳２枚分ぐらいなので、本当にカウンター一つしか

ないような飲み屋だと思いますけれども、こういう小規模な営業者と小規模な店舗が寄

せ集まってここには営業していたという様子がわかるかと思います。 

ここで闇市の定義というのも変ですが、闇市というのは統制経済のもとで公的には

禁止された流通経路を経た闇物資を扱う市場というふうに定義はできるわけですけれど

も、特にその背景にあったのが、新橋の事例で説明してきたことのとおりですけれど

も、配給制度とか流通が崩壊していて、さらに交通の便利な空地というのが駅前などに

あって、そこにテキ屋、露店商が集まってきて彼らが組織化をするわけです。背景には

警察の取り締まりの弱体化というようなことがあって、そうしたいろいろな条件が重な

って闇市というのはできてきています。ただ、これは新宿の東口にあった闇市が区画整

理で壊されてしまう様子ですけれども、当然ですが復興が進んで流通が復旧してくる

と、徐々に必要悪な存在として流通とか露店営業の取り締まりが強化されて、実際に東

京でいうと、東京は露店整理事業というのを昭和 24 年段階で行って、ほぼ一掃されて

しまいます。それから同時に戦災復興区画整理事業というのが行われて、駅前広場をつ
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くってこういうマーケットというのは撤去されていくわけです。ただ、単純に闇市とい

うのは取り払われたかというとそうではなくて、これは以前に数人の研究者仲間で共同

研究をして、全国の自治体史を読むという作業をして、そこに闇市の記述があるかとい

うのを調べることをしてみました。これは、戦前時点で人口約５万人以上の都市がちょ

うど 100 都市あって、そこで闇市がどれだけあったかというのを調べたのです。そうし

たら実に 99 都市にあって、最初のもくろみとしては、できた都市とできなかった都市

があったとしたらどういうところにできたのだろうということを調べようと思っていた

のですが、結論的に言うと人口が５万あるとほぼ全ての都市にあったということがわか

ってきました。これだけ闇市というのは広範に普及していて、特に戦災とか非戦災に関

係なく、本当に商店街のような感覚であったと言っても過言ではないかと思います。今

まで闇市の歴史というのは、東京とか大阪のような大都市中心に書かれてきたのです

が、それ以外の都市をもっと調べないと、実は闇市の全体像はわからないのではないか

ということを考えています。 

それから、これはやはり闇市が隆盛を誇っていた時期の雑誌記事ですけれども、こ

れは週刊朝日で、「闇市から自由市へ 露店商人座談会」という記事が上がっていま

す。この秋山さんという人は週刊朝日の司会者ですけれども、初期には闇市と言われた

ものが現在では闇市ではなくなって、立派な市場のようになってしまいましたねと言っ

ています。この安田という人は新宿西口の闇市の親分なのですけれども、闇市というの

は、高いものを売った場所があったからそう呼ばれたけれども、現在ではすっかり立派

な商店街になっていると。週刊朝日の側も、発生は闇市であっても今はそうではなく、

そもそも闇市を悪い意味には考えていませんと。安田親分の下の世話人の人は、これか

らは民衆市場をいきたいというようなことを言って、ここからは今思う闇市の姿よりも

かなり一般に受け入れられていた様子というのがわかるかなと思います。 

ここからようやく横浜の話になります。これは横浜市史に書いてある記述を引用し

てきただけですけれども、横浜では、おもしろかったのは、市が直接露店商組合に呼び

かけて、野毛通りに横浜マーケットと呼ばれるマーケットを開設したと。大体全国の闇

市を見ていても、黙認したり暗黙の裏のコネクションで闇市を認めたという例は多いの

ですが、ここは市が表立って呼びかけたということが書かれているのが一つ特徴的なと

ころです。ほかにも幾つかそういう場所はありますけれども、というところです。それ

が 11 月の話で、12 月にはさらに市内各地に小売市場の建設を市が開始したと。市は８

カ所を露店指定地域にしているということも書かれています。 

特に野毛です。このあたりは空襲によって焼け野原になったのですが、電車が復旧

し始めると桜木町の駅前にあっという間に露店が建ち始めたと。これは横浜の特徴だと

思いますが、関内とか伊勢佐木町が接収されたため、その周辺部に闇市ができたという

ことです。それは市もかなり計画的に考えていて、市もこの野毛地区を市民の衣食を満

たすための商業地域として捉えて、桜木町駅周辺に並んだ露店の野毛地区への誘導を図
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り始めたということが書かれています。 

それから、これもちょっと見づらい図で、野毛・桜木町の終戦直後の商店、闇市の

様子を示している図なのですが、ここが桜木町駅です。こちらが関内だと思いますけれ

ども、ここに今高速が走っているところに昔は川があって、この川の両側にまず露店が

あったと言われているのと、その川のたもとのあたりから、ここにカストリ横丁または

くじら横丁とか、こちらにくすぶり横丁という、ちょっと延びた闇市があったことがこ

の図には書かれています。さらに、先ほど新橋の親分の話をしましたけれども、ここも

やはり露店商の親分が仕切っていて、これは肥後盛造という人物が仕切っていたと。こ

の人物も露店商の業界では有名な方です。46 年の３月に、露店商は肥後を組合長とし

て横浜野毛商業協同組合を組織し、錦橋通りの歩道約 100 坪を月額 13 円の料金で、道

路専用というのは「占」という字の間違いだと思いますけれども、占用許可を得て、以

後毎年更新を重ねていったと書かれています。 

この闇市というのは、いずれも共同建築に建てかわっていくのです。これもご存じ

の方が多いと思うのですが、桜木町デパートというのが最初にできて、その後、現在ぴ

おシティというのに建てかえられているそうなのですが、ここに露店営業者の方が収容

される形で共同建築で建てかえられていきます。それからもう一つが都橋ビルです。こ

れはもうご存じの方も多いと思うので余り触れません。 

あと、もう一つおもしろかったのが、引揚者の方が多くて、彼らが中心につくった

露店や横丁があったと。彼らはその後、協進デパートという、やはりこれも共同建築を

つくって、これもその後ぴおシティに入っていくということが書いてあります。 

ここで、共同建築と闇市の意義という話をしたいのです。これは先ほど挙げたニュ

ー新橋ビルの平面図なのですが、これが実際にできた図面で、こちらが建つ前の図面で

す。ちょうど真ん中にあるのが計画図なのですが、このビルというのは東京都がかなり

立派なオフィスビルのような計画をしてつくり上げた、計画をつくったものなのですけ

れども、結果的にはここの営業者の人たちがかなりいろいろな運動を起こして、オフィ

スビルというよりは巨大な飲み屋街の入ったビルのようなものをつくってしまった例で

す。こちらとこちらを見ると、何となく従前の街路の様子ですとか建物の感じというの

が、このビルの中に再生産されている様子がわかるかと思います。 

それから、これは新宿の西口に、今ここが新宿の小田急百貨店というのがまさに駅

前にあって、その脇にユニクロが入っているパレットビルというビルがあるのですけれ

ども、実はここももともと闇市の営業者だった人たちが集まってつくった建築です。こ

ういう、ニュー新橋ビルですとかパレットビルというのを見ているとおもしろいのは、

もともと闇市というのは不法占拠の人たちが集まっていた街区なのですが、実はその後

商売をしていく中で、彼らがこの地域に根づいて、土地所有者と借地契約を結んだり、

実際に土地を買って合法占有に転じていくわけです。言ってみれば、裸一貫のような形

で闇市に来た人が徐々に土地の権利を得て、こういうビルを建てるまでになっていく過

19



 

程というのが、闇市から共同建築の歴史を見ていくとわかるということです。 

これは、戦後直後に露店商の一日を追ったドキュメントの記事です。銀座の商人

が、このお母さんが主人の露店の一日を追ったものですけれども、もともと事務所に集

まって出店の準備、機材を借り出すわけです。これをトロ車に載せて路上に持っていっ

て露店を設置する。それから、トイレは近くのデパートに行ったりして、夜になると閉

めてしまうというようなことが書いてあるのですが、最後のこのこまです。ここに一家

そろって食後のひととき、こんなときに夫がいてくれたらという記述があって、ここに

軍服姿の夫らしき人の写真が写っていて、ここに挙げられているように、当時の露店で

営業していた人というのは、夫を戦争で失った女性ですとか、あとは戦争から帰ってき

て仕事を失ってしまった元軍人の方ですとか、そういった人たちが集まって営業をして

いたということがわかってきています。当時の記録でも、こういう素人露店商が 80％

を占めているという記述があるのです。 

こういうところから見ていくと、闇市だとか共同建築というのは、テキ屋の下に多

様な素人の人たちが集まってできた市場で、結果的にその後、戦後復興の中で闇市とい

うのは消えていくのですが、闇市は消えていく一方で、こういう元手のないような、資

本の少ない人たちが都市に居ついていくための、ここではインキュベーターと書きまし

たけれども、商売の場を与えてくれるような場所だったということが、私の研究ではわ

かってきたということになります。 

駆け足になりますけれども、あともう一つ、共同建築でいうと防火建築帯と防災街

区の話があります。その中でも、個別の建築ではなくて共同建築で建った事例というの

が、特に 1950 年代から 60 年代に幾つか地方都市でも見られるというお話をしたいと思

います。 

一番最初に有名になったのが沼津アーケード街という建物なのですけれども、これ

は 1953 年 10 月に竣工していて、１階が引っ込んで、セットバックして歩道をつくっ

て、アーケードのような空間をつくっているおもしろい建築です。それまでばらばらな

商店が建っていて、それも木造の２階建てぐらいの商店街がこういう立派な、横にデパ

ートと書かれていますけれども、そうなったので有名で、一躍いろいろな都市から視察

が訪れるような建築だったと言われています。おもしろいのは、ここの間口がばらばら

で、奥行きもちょっとずつ建築によって違うのです。これは、実は一個一個土地の敷地

境界がここにあって、その敷地境界の中で各自がある程度自由に建築をつくっていった

結果、かなり後ろがでこぼこしたような建築になっているということです。ここに従前

の敷地境界に基づく縦割りの区分所有と書きましたけれども、そういう点で一つおもし

ろい建築になっています。これで一番有名なのが、富山の魚津にやはりこういう建築が

あって、済みません、あとそろそろで終わると思いますけれども、今魚津というとかな

り寂れてしまった街ではあるのですが、この線的な共同建築が実はかなり大規模に、当

時の記録で 750 メートルにわたって延々と続く共同建築の連続は、我々が理想に描いた
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燃えない街に近いものであるという記録が残っています。今でもこの建築というのは残

っていて、確かに壮観です。両側にこういう防火建築帯がそろっているところです。 

今までのは道路の両側に線的に共同建築が建っている例ですが、ここからも近い横

須賀市の三笠ビルというビルがあります。これは、もともとこの商店街があって、線的

な両側ではなくて、両側を一つの建築にしてしまったというおもしろい共同建築です。

道路の両側を一つの建物とした試みです。これも今でも残っている建築です。 

 それから、私が行ったころはまだあったのですが、なくなってしまった建築で、

高岡の駅前にビルがあって、防火建築帯というのは道路から 11 メートルの幅の部分し

か補助が出ないのですけれども、街区全体の道路から 11 メートルの部分を防火建築帯

にして、その中に建築を建てた例で、今の面的な再開発に近い試みと言えるものです。 

そうした中で横浜・関内の防火建築帯というのを見ていきますと、やはりこれもパ

リの中庭型の街区の建築を思わせるような面的な都市計画というのがなされていて、そ

ういう意味ではかなり先進的な例だったのだろうということがわかります。これも既に

研究が横浜のほうでは進んでいるので余り詳細は述べませんが、400 棟程度が建てられ

て、200 棟以上が現存しているというものです。やはりこれも土地の敷地境界というの

がかなり特徴的な建築になっています。これも『横浜関内戦後まちづくり史』という史

料からの引用ですけれども、初期の共同建築では、各土地権利者の敷地形態をそのまま

にして、その敷地の境界線上に壁を立てて構造体だけを共有する形式だったのが、次第

に共同化の経験が進むと、実際には１・２階は棟割長屋のようだけれども、その上層階

につながった共同住宅が乗るような形式が見られてきたということが書かれています。

こういう土地権利関係に着目してみると、発展段階みたいなものも見えてくるというこ

とです。 

ここでまとめに入りますが、共同建築というのはその後衰退していきます。今回見

てきたように、共同建築と言いながらかなり個別の敷地所有形態に束縛された建築だっ

たという、一つの特徴があるわけです。実際には、この後共同建築というのは余り普及

しないで、むしろ個別に一個一個が細長いビルをつくっていくような建てかえが中心に

なってきます。これは青山通りの 10 年間の変化ですけれども、この辺を見ていくと、

もともと個別だった建物というのは、個別の敷地のままモダニズムの建築に建てられて

いく様子がわかると思います。個別建てかえのペンシルビルが主流になって、それは経

済成長を経た結果、自力で耐火建築の建設が可能になったから、結果的に共同建築にし

てしまうと財産処分が制約されてしまうので、なかなか選ばれることが少なくなってい

ったということです。ただ一方で、そういう苦労を重ねながら、共同建築というのは共

同にするための工夫というのがかなりなされていて、それは今の区分所有ですとか土地

再開発法ができる前に実現した、それだけ努力を経た建築として、今でも評価すること

ができるのではないかなと思っています。 

最後のスライドになりますが、こうやって見てくると、共同建築というのは戦後の
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復興を支えた存在だったろうなということが一つ言いたいことです。それは人々の生活

ですとか文化が背景としてあらわれていて、それは横浜も含めてこういういろいろな都

市の事例を発掘することで多様性がまだまだ見つかっている段階ですし、そういう作業

を明らかにしていく必要があると思います。それから、特に防火建築帯の話ですけれど

も、いずれも制度化される前夜の工夫が見られて、こういう土地権利関係を初めとした

諸制約があって、結果的に実現したという特徴があります。 

それから最後に、こういう一見何の変哲もないような戦後の建築というのが、実は

日本の都市の大部分を占めているわけです。それは、固定的な保全というよりはもうち

ょっと柔軟な保全・活用みたいなものをすることで初めて、我々の日本の都市というの

も成熟したということ、保全・活用がうまくいったときに都市が成熟したと言えるので

はないかなということを考えています。 

 

・講演③ カローラ・ハイン（オランダ・デルフト工科大学教授、IPHS2016 実行委員長） 

「魅力ある港湾都市のあり方 ～海外の港湾都市と横浜の比較～」 

ごめんなさい、簡単な日本語で説明します。よろしくお願いします。スライドは大

体英語で書いてあって、私の論文の本も持ってきました。皆さん、興味があれば、資料

の中にこういう本の話のフライヤーがあるのです。こういう本になります。よければこ

の本をみんなに見せてください。資料の中にもう一つの、日本語で書いてある論文があ

ります。それはクルーズシップについてです。よろしければ、こういう話をもとにして

説明しようと思います。よろしくお願いします。 

私の話で興味のあるものは、都市と街、都市と港がどういうふうにつながっている

かです。今、いろいろ横浜の話を聞きました。すごくディテールがおもしろい横浜の歴

史でした。私はもう少し大きな目で見たいと思います。都市と港は特別な感じだと思い

ます。港は都市の中に入ると、いろいろな問題点になるのです。問題点はオポチュニテ

ィーといいます。それを、今ベネチアのビエンナーレでこういうパビリオンをつくっ

て、そのパビリオンの中で説明しました。そのパビリオンの中の話は、都市と港にはど

ういう関係があるかです。今の港を考えると、例えばロジスティックス、大きなトラン

スポートがあって、どういうふうに街の中にいるとか、港がほとんど変わってきていま

す。昔の港の仕事は、中に載っているものを人が船の隣におろしたり、そういう仕事で

した。きょうの港の仕事は、本当に別の仕事になりました。多分、少ない人はジョイス

ティック、遊んだり、オートメーテッド・ハーバー、どこがものをしたり、こういう仕

事は港の気持ちもならないように、港は外になりました。 

でも、横浜、東京、ロッテルダム、ロンドンなど、こういう街はどういうふうにで

も港の雰囲気をつくることができます。それは、ヘリテージ、伝統的な建物、こういう

ふうな建物とか、住み方の一つです。だから、その関係の中に、一つはヘリテージ、マ

イグレーションだと私は思います。ヘリテージは、古い建物がいろいろあるのですが、
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ノートルダムのような都市はもう世界からの人が来て、例えばヨーロッパの古い教会

は、今はアラブや中国など世界から来た人がその伝統的な建物をきれいに守るためにど

のように何をするか。それは、クルーズシップの話よりおもしろいと思います。 

港が何年間で都市の遠いところに行きました。誰も船が見えないところになりまし

た。クルーズシップはまだ都市の真ん中に戻ってきます。クルーズシップの人々が都市

の真ん中に見たいのです。だから、クルーズシップを中心にして、どういうふうに伝統

的な建物を直すことができるかという質問になります。歴史的に見ると、こういう雰囲

気は港でした。港はいつも世界から来た人、その前に見えるイマジナリー・ペインティ

ングですけれども、そのパブリック・スペースに世界の人々が来て、都市をその周りに

つくる。そうすると港町の、政府も国際的な考え方、横浜のように地震があっても早め

につくり直すし、何か新しい経済が来ても、いろいろな歴史の積み重ねがあります。例

えばこちらはナポリですが、ナポリのヴェスヴィオをご存じですか。イタリアの富士山

のような感じですが、ヴェスヴィオがあって、その一番下にギリシャやローマ時代の古

い建物があって、今、線路の下につくって、ここに千年の歴史があるし、クルーズシッ

プも真ん中に入っています。だから、そういうふうな 2000 年の歴史は、一つのところ

だけでもナポリの中心に見えます。こういう感じで、横浜の歴史的な雰囲気を将来のた

めにつくってもいいし、こういういろいろな動きがつくり直せます。 

今言ったように、都市と港が一緒に発展しました。そういうヨーロッパの都市で見

ると、500 年前に船が港町の中に入ってきた場合が多いです。そうすると、真ん中にあ

る建物は船がこちらまで来て、真ん中に物を置いて、みんなが生活したり仕事をしたり

する建物がいっぱいあるのが、こういうふうによく見えます。 

そういうふうに港と都市を考えると、横浜の歴史も見えてきます。これは、まだ見

えていない写真だと思います。みんながたくさん横浜のイメージを見せても、こういう

ふうに古い横浜を見ると、外国の船が来て、幕府がつくった港と両方、日本の街とアメ

リカとか外国の街でも見えます。そうすると、外国の影響が横浜に与えられて、ジャー

ディン・マセソンというカンパニー、例えば中国とか、別のアジアの国でつくって、イ

ギリスから来て、アジアにまだ日本に来た初めての建物を横浜につくった場合もありま

す。だから、そういう意味で横浜は国際港町の一つの例になります。都市計画はどうい

うふうに国際で動いたらよいか、よく見えます。 

ほかの例は、ハンブルクの港の発展です。私は昔ハンブルクから来ました。でも、

今言ったように、港都市は新しい動きですごく簡単に発展します。ハンブルクの場合、

昔のハンブルクの中心はこちらで、この辺には多分２万の人々が住んでいました。それ

は金持ちも、お金のない港の人です。その新しい、これは一番初めてのポートです。そ

こにこういう大きなレンガの倉庫をつくったのは、横浜に似ています。倉庫をつくりま

した。そのために２万の人が引っ越して、倉庫をつくることになりました。だから、新

しい経済が来ると港町が早めに発展できることになります。こういうふうにつくられま
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した。ここによく見えることも、船があって電車がある、一つの大きい倉庫となりま

す。反対側はカナルもあります。だから、船と小さな倉庫、線路、大きな倉庫、カナ

ル、また、ストーリッジとか、ほとんどインダストリーみたいな感じで港をつくりまし

た。港町になりました。こういうふうに街と港の感じが変化しました。だから、最初は

今のような街と港は一緒で、だんだんインダストリアライゼーションの間に別々になり

ました。最近はクルーズシップはまだ一緒になることが多いのです。例えば、こちらに

はハンブルクの新しい港が見えます。こういうふうにインダストリアルなランドスケー

プだけです。人が住むことはほとんどありません。けれども、反対側は、こちらの喫茶

店に座って、こういう街の雰囲気が見えます。昔の港はエンプティーになって、でもウ

ォーターフロントでつくり直すことが多くなりました。だから、ここが横浜と考える

と、ボルチモアの場合は昔の港はこちらにあって、こういうウォーターフロントにつく

り直すことになりました。大体アクアリウムにあるし、商店街もあるし、ボルチモアは

大体ウォーターフロントの一番早いつくり直しであったのです。でも、そうすると、横

浜、総合的に考えて、函館とか神戸とか、それは世界の同じような建物であります。だ

から、横浜の伝統的な建物を考えると、同じ建物はほとんど世界でつくった建物があり

ます。だから、今つくり直すと、つくり直す話もグローバルのネットワークの中に入っ

ています。どういうふうにヘリテージを守ることをする、どういう話をする、どこまで

線路を守るとか、人々の歴史を守る、前に話があって、ハッカーもあるし、これは全体

がこういう建物とつながったネットワークの話です。こういう建物を建て直すところ

は、おもしろい場合はクルーズシップとつながっていると思います。だから、クルーズ

はオートメーテッド・ハーバーの違う、クルーズは街の真ん中まで戻ってきます。 

いろいろな問題もあります。この大きい船を見ると、大きさは都市に比べると、都

市より大きい船になります。だから、両方の都市を見ると、いい都市と余りよくない都

市があります。例えば、ハンブルクの場合、ニューヨークの場合、大都市を見ると大体

クルーズは都市にとって経済的にいい点です。例えば、ニューヨークなど、人がクルー

ズを始めるところです。そうすると、クルーズシップのパッセンジャーはホテルに泊ま

って自分のお金を出します。別のところに行くと、ホテルなどにお金を出すことがない

ところもあります。神戸市にいろいろなインタビューをしました。神戸市の商店街の

人々は余りクルーズシップに来る人がお金を払っていないと言います。大体、中国から

来たクルーズは神戸まで行って、神戸からバスで京都まで行くと、中国人は商店街に行

ってまた帰る。でも、日本のものは余り買うことはできないこともあります。いい例が

ありますが、ハンブルクの場合は、ここにクルーズシップが見えます。ハンブルクは、

今３つ目のクルーズシップターミナルをつくりました。ハンブルクは古いハーバー、前

に見せたこういうレンガ倉庫をつくって、それは今、こちらに古い都市が見えます。古

い教会とか、それは 1880 年代につくったレンガ倉庫です。それは今、ユネスコ・ワー

ルド・ヘリテージ・サイト（世界遺産）となりました。それと、ここにあるオフィスビ
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ルディングです。その隣に、こういう新しい建物をつくりました。クルーズシップはこ

の周辺まで来ます。そうすると、クルーズシップのパッセンジャーはそのまま都心部に

入ることができます。こういう写真でも簡単に見えます。ここにまで総合ディストリッ

クがあって、古いハーバーサイドとかクルーズシップはこの周辺になります。ハンブル

クの場合は、今、新しい大学をこの辺につくって、ハウジングをつくって、学校もあり

ます。この辺もこういうふうに大きなチャイナシッピングとか大きな会社の建物をつく

りました。こういう雰囲気になりました。その場合は、クルーズシップの人々と都市の

人々はこの周辺に来て、喫茶店でいろいろ飲んだり食べたりして、散歩したりミュージ

アムハーバーとか、マリーナとミュージアムハーバーは反対側にあります。いろいろな

ことが見えています。 

どういうふうにこういう港の物語がつくられているかですが、多分ハンブルクの場

合は昔からフィルムとか本とかで、いつも港の雰囲気を伝えています。これは有名なハ

ンブルクのアクターで、余り日本に知られていないと思いますが、デバンス・アイバー

スという有名な人です。今もこういう本がいっぱい出ています。大体、建築史のスカラ

ーは本を書いて、その本の中に港の歴史と、何かクライムとか話をして、そういうふう

に人々の歴史を伝えて、簡単な雰囲気で、こういう物語は大事です。 

ハンブルクにはエルベという川があります。エルベ川は 10 年以上深くしていませ

ん。船が大きくなると、エルベも深くしなければいけない。だから、それを今はチャイ

ナシッピングはこういうことをしないと、チャイナシッピングもハンブルクもやめてい

ますと言っています。そうしないと問題になります。だから、みんな人々が港で好きな

ことをしないとだめです。だから、人々のためにこういうふうにフェスティバルを年に

１～２回、そういうフェスティバルをつくって、ワンミリオンピープルは来るし、花火

もあるし、ライツもあるし、大体９船が並んで川の上に見えます。大体、みんな市民の

ために、これは一番新しいクルーズシップターミナルです。こういうふうに伝統的、文

化的な建物をつくっています。 

これはエルプフィルハーモニーというオペラビルディング、1950 年につくられた倉

庫で、その上に新しくオペラビルディングをつくりました。去年、あけてしました。そ

の隣に、こういうふうなオフィスビル、これはレンガの建物とかこういうヘッドクォー

ターチリハウスという建物があります。だから、こういう伝統的な気持ちをつくって、

クルーズシップパッセンジャー、ツーリスト、観光者がいっぱい来て、水と街と新しい

コネクションをつくります。だから、横浜クルーズシップターミナルには私も興味があ

ります。どういうふうに動いているのか、どういうふうに観光者を、横浜の伝統的な建

物に影響を与える与えない、例えばキューバを見ると、そこが問題になります。こうい

うところです。観光者が多くて、古い建物と船を見ると、船はもっと大きい。こういう

人々が古い街の中にもだんだん入れられない。だから、別の新しくつくった商店街に行

きます。ベニスの場合は観光者は多くて、大きな船が都心部の中に来てほしくないと
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か、ジェノバの場合も船が街より大きいです。だから、東京、横浜、ハンブルクなどの

大都市の場合は、多分クルーズシップはいい影響を与えます。九州の小さい都市で考え

ると、神戸でもクルーズシップは多分悪い影響を都市に与えます。だから、こういう伝

統的な建物をどういうふうにしたらいいか。港町的な気持ちがつくる、それを伝統的な

建物に伝えることが大事だと思います。その物語、伝統的な、アイデンティティー的な

物語をつくらなければいけない。これは早めに見ていたけれども、ベニスの話でも伝え

ています。いろいろな興味があれば、ここに書いてあります。後で渡します。 

こういう港と街を一緒に考えて、どういうふうにある問題のソリューションをつく

らなければいけない。どういうふうに港と街が一緒に働くことができるか。最初にこう

いう、ガバメントのソリューションにもあります。市民とか一緒に働くにはどうしたら

いいのか。新しいテクノロジーは港から街にも伝えることができます。そういうふう

に、本当に伝統的な都市計画、港と街を一緒にしないといけないのだと思います。それ

は横浜のような港町にとっていいチャンスだと思います。ありがとうございました。 
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投影資料：鈴木先生　　　　　　　　　　　　　
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投影資料：初田先生　　　　　　　　　　　
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投影資料：ハイン先生　　　　　　　　　
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 (4) 第２部 クロストークセッション 

パネリスト  ：初田 香成氏 

       ：カローラ・ハイン氏 

コーディネーター ：鈴木 伸治氏 

 

 

○鈴木伸治 ３人とも三様の話で、私もいろいろと刺激をたくさん受けました。その

中で、最初に私のほうからカローラ先生に関連した話題と初田先生に関した話題にコメ

ントをさせていただいて、後半のディスカッションを始めたいと思います。 

これは横浜の都心部の航空写真のように見えて、実は模型です。精巧な模型があり

まして、きょう帰りにでも見られるのですけれども、馬車道の駅のすぐ上、アイランド

タワーに都市再生機構の本社があって、そこに模型があるのです。しばらく数日は見ら

れると思います。ちょうどこれはいいアングルだなと思って撮った写真があったので、

挟み込んでみました。 

先ほどの話ですけれども、クルーズ船ですね。横浜の場合には、大きい船は入るこ

とができなくて、大黒ふ頭のほうに着いたりしますけれども、こちらの大さん橋のとこ

ろにＣＩＱプラザ、税関だとか検疫だとかそういう仕組みのあるスペースがありますの

で、ここで国際的な観光客の方を受け入れるわけなのです。このターミナルは、非常に

建築としてはユニークで人気があるのですけれども、残念ながらクルーズで来られた方

の多くはここから真っすぐ行って、日本大通りの駅から地下鉄に乗って東京に行ってし

まうことが多いという話があります。きょう私がお話しした日本大通りというのは、こ

こなわけなのです。まさに横浜の港の発祥の地というのはこのあたりで、一番最初に運

上所というか、昔の税関のようなものができたのもこのあたりです。イギリスの領事館

などが、今は開港資料館という形になっているのですが、それがまさにここなのです。

ですから、横浜の歴史の神髄のような場所なのですが、残念ながらなかなかそれをうま

く伝えられていないのかなというふうに思います。こちらは明治 20 年代の地図です。

少しユニークな地図で、船だとかこういったものがあって、本当に横浜が水の都だった

のだなというのがよくわかる地図なのですけれども、大さん橋というのは象の鼻の付け

根から真っすぐ延びていたのです。日本大通りというのはまさにここの部分なのです。

ですから、ここの部分をやはりクルーズがたくさん来る時代にどうするのかということ

をいろいろと考えなければいけないわけです。実は日本大通りの突き当たりの象の鼻の

ところに関しては、歴史を生かしたまちづくりでもいろいろと頑張っているところもあ

りまして、象の鼻という昔の堤防も、関東大震災で沈下してしまってよくわからない状

態になったものを、明治の一番、1900 年代の初めぐらいの形に戻そうということで、

象の鼻を復元したわけです。今、このようにきれいに、開港 150 周年のときに復元をし

たわけです。ただ、中にはこのように関東大震災のときにずり落ちたであろうと思われ
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る石垣があって、そういったものを残したり、それから昔の税関、転車台なども発掘さ

れて、これも計画を急遽変更して、ここで市民にこういうものが発見されましたという

説明会をやって、うちの事務局長の米山さんも説明役などをされていたのですが、そう

いったことをやったときにものすごくたくさんの人が来たのです。ですから、やはり市

民の関心というのはものすごく高くて、そういったものも残しながらまちづくりをやっ

てきたという歴史があるわけです。かつては、本当にこういうような倉庫だとか港湾の

施設だらけだったところを、港がはるかかなたの本牧のほうに行って、新しい港湾エリ

アのほうに移って、古い港の部分を新しくつくり変えてきたというのが横浜の歴史なの

で、ハイン先生のハンブルクの話などはまさにそれに近いものがあるなと。 

問題はこれから先我々がどうやって街をつくっていくのか。ちょうど山下ふ頭のと

ころがあって、ここにも古い倉庫などもあるのですが、カジノをつくるというような話

もあれば、オリンピックのときにホテルシップがここに泊まるという話もあったり、い

ろいろな意味でここの部分というのはこれからしばらくの間に変わってくることが予想

されているのです。ですから、そういった観点から、伝統や歴史をどう生かすか。ある

いは新しい港のイメージをどうつくるのか、それについて後ほどカローラ先生からコメ

ントをいただきたいと思います。 

それから、初田先生のお話なのですけれども、こういう何の変哲もないビルなので

すが、戦後の復興期の建築というのはたくさん横浜の都市には残っています。それを何

とか活用したいということが非常に盛んになってきています。これは原三渓ゆかりの原

地所が所有された弁三ビルの中でも上の部分ですね。上の部分にリノベーションをし

て、クリエーターの人たちがオフィスを構えるようになってきたりしています。実は、

横浜の都心のアーティストとかクリエーターの人たちがどこにいるのかという、会社の

ロケーションを示した地図がこれなのです。これはちょっとわかりにくいのですけれど

も、関内のあたりがこれなのですが、このあたりは結構、実はさっきお話のあった防火

建築帯のビルがたくさんあるところなのです。逆に言うと、そういうところに集中的に

割と新しい人たちが入ってきているという。密度でいうとまさにこうなのです。ここが

市役所です。我々は今この辺にいます。それで、この防火建築帯があるところにたくさ

ん新しい会社だとかクリエーターの人だとか、そういう人たちが集まっている。そうい

うことも考えて、こういう戦後のレガシーを我々横浜ではどうやって受け継いでいけば

いいのだろうかと。恐らく地方都市でもいろいろな事例が出てきているのではないかと

も思いますし、我々が戦後建築とどう向き合ったらいいのかということについて、初田

先生に少しコメントをいただいて、後半のディスカッションを始めたいと思います。 

まず、カローラ先生から。クルーズシップというのは非常にユニークな視点で、ま

さしく我々も非常に悩んでいるところでもありますので、私がコメントさせていただい

たことからそれに対しての答えをいただけますでしょうか。 

○カローラ・ハイン ありがとう。そういうクルーズシップの面から見ると、多分３
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つの点がおもしろいです。ガバナンス、プランニング、アーキテクチャーと思います。

ガバナンスから見ると、こういうクルーズシップが来ると、誰が何をできます。その

人々が横浜に守って、東京にだけ行くのではなくて、ロッテルダムも同じ問題です。だ

から、ロッテルダムの場合は皆が船でロッテルダムまで行って、ロッテルダムからアム

ステルダムを見に行きます。だから、ロッテルダムは今よく頑張って、建築的、文化的

にそういう観光者に、ロッテルダムも見てください、ロッテルダムもイメージに入れて

ほしい。だから、今、クールシティーという話が出ます。観光者は大体好きな場合は、

船から歩いておりて、歩いてどこかに行かれる。だから、簡単にここからすっと都心部

に入れる。多分、みなとみらいの場合はもうちょっと遠く見えます。どうやってこっち

からあそこまで行くか。だから、ガバナンスの場合、政府の場合はまちづくりはこうい

う観光者を見ながらチャイニーズコントロール商店街ではなくて、ここにある商店街の

人々に何かを出す。例えば、九州とかいろいろな商売の人がクルーズシップまで来て、

小さなブラックマーケットみたいにつくって、それはあまり経済的な影響を与えませ

ん。だから、ちゃんと考えて、建築的、都市計画的にどういうふうに観光者が横浜を見

たいことになるかです。文化的なことがいっぱいある。だから、このためにこういう物

語もつくらなければいけない。どうしてもみんなが横浜に行きたいし、ハンブルクの場

合は初めてクイーン・メリー２が来たときに、100 万人の人々が来て、フェスティバル

を見たかった。そのとき、キュナードシップスはすごくおもしろいと思っていたので、

また来てもらった。だから、それがよくわかるために、経済的にもちゃんと調べなけれ

ばいけない。例えば広島の場合は、広島市が子供のスクールバスを使って、クルーズシ

ップの人々が動いた。でもそうすると、子供のバスはいなくなりました。ほとんどお金

をたくさん入れて、何となくお金は出てこない。こういう研究をちゃんとしないと、そ

れを都市計画の建築のベースとしないといけないのだと思います。 

○鈴木伸治 ありがとうございます。本当に、実際にここでガイドしてみようとされ

た方がいらっしゃって、すぐ電車に乗って東京に行ってしまう方が多いというのに非常

にがっかりされたというのがあるのですけれども、やはり横浜の街のイメージをちゃん

とうまく伝えるということと、あとは何だかんだ言いながら、歴史はあると言いつつ

も、にぎわいだとかそういう人とコミュニケーションする機会みたいなものというの

は、実は船をおりても大分距離があって、あまりそういうチャンスがないという実態も

あるので、すばらしいアドバイスだなと思います。ありがとうございました。 

では、次は初田さん、お願いします。 

○初田香成 うまくまとめていただいてありがとうございました。鈴木先生がおっし

ゃっていた問題というのは、やはりまずは我々が近過去とどう向き合うかということを

おっしゃられているのだと思います。ある一定の時代がたつと建築の価値とか都市の価

値というのは定まってくるのですけれども、近過去というのはなかなかその価値が定ま

らない状態というのが続いているわけです。私がこういう戦後の建築を研究していて、
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一ついつもモデルにしていたのが、藤森照信先生ですとか堀先生が、まさに看板建築と

いう都市建築を発見されて、看板建築というのは関東大震災の後、1920 年代後半から

できたもので、それが大体 1970 年代後半ぐらいにお二人の先生が看板建築という存在

があるよということをおっしゃって、今、看板建築といったらそれだけで文化財みたい

な価値が定着していますけれども、言ってみれば 50 年ぐらいたって、看板建築に最近

の人が気づいて、それが今定着しているという状況があるわけです。そういう戦後の建

築というのはまさに同じタイムスパン、むしろ 60 年ぐらいたってしまっているものも

ありますけれども、まさに同じスパンに入っていて、そういう観点で戦後の建築という

のは一つ位置づけたいという、モデルにしているものがあるということがあります。 

それとあと、横浜の地でいいますと、私がきょう扱った闇市ですとか、防火建築帯

というのは、例えば野毛でいえば関内の周辺ですよね。あと、防火建築帯ももちろん関

内に大量にあるのですが、あと、もうちょっと伊勢佐木町とかあちらのほうまで広がっ

ている建築としてあると思います。それで、横浜の歴史を見ていて感じるのは、関内の

歴史はすごくクローズアップされているのですが、その周辺ともうちょっとうまくつな

げないかなというのがあって、それをつなぐ一つのきっかけになるのが、今私が挙げた

ような戦後の建築です。野毛のあたりですとか伊勢佐木町のほうも含んだ視点でこうい

うのを捉えていくと、多分戦後も含めて都市発展の過程のようなものを、関内とその周

辺に広がっていく都市という感じでつなげていけないかなと思いました。 

○鈴木伸治 横浜の場合、戦前と戦後で歴史が微妙に断絶しているようなところが

あって、例えばここまで野毛で、今は闇市とか鯨を食べられますというくじら横丁とい

うのでやったりとか、いろいろなことをやっているわけなのですけれども、戦前の地図

を見ると結構料亭とかがあるのです。坂の上に豪商の茂木宗兵衛とか、いろいろな人た

ちの邸宅があって、山手の丘の上は外国人ですけれども、日本人のお金持ちはこの坂の

上に住んでいるようなところがあって、割とそういう人を対象とした商売がありまし

た。それが造船所ができて労働者の人が多くなる。それから戦後、この関内のあたりが

接収されて、いろいろな人たちが流入してきたという経緯があって、やはり街の雰囲

気、イメージというものが変わってきたようなところもあるので、確かにもう少しそう

いう意味で街の歴史みたいなものをもうちょっと見直すというか、我々も意識しながら

考えるというのが必要なのかもしれないですね。 

先ほど、桜木町のマーケットがあったというのは、ちょうどここのところですよ

ね。我々の財団が管理することになった都橋というのはちょうどここにあって、こちら

はなくなったわけなのですが、オリンピックの前に最後に残った闇市由来というかそう

いった露店を収容する形で都橋の商店街ができたという経緯があります。私が初田先生

の話を聞いてなるほどなと思ったのは、割と横浜は管理されていたというか、計画的に

対応していたのだなというのがすごく印象的だったのですが、他の都市で闇市というの

はあまり計画的に対応してはいなかったのですか。 
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○初田香成 これはまだ研究途中の話ではあるのですが、今まで結構闇市で明らか

になっているのは、東京でいえば新宿の闇市だとか池袋の闇市だとか、あと大阪の駅前

の闇市とかなのですけれども、ああいうところってどうしても危なくて、暴力的なイメ

ージがあるのです。一方で地方都市の例を見て、横浜が地方というのはちょっとあれで

すけれども、横浜の例もそうなのですが、ほかに地方都市を見ていくと、意外に市とう

まくやっている例のほうがむしろ多いぐらいなところも多い。そういう意味ではむしろ

そっちの、例えば僕が闇市を見ていて一つ思ったのは、サザエさんに実は闇市が描かれ

ている場面があって、それはカツオとワカメちゃんとサザエさんが３人で普通の買い物

のような気分で闇市に行っているという場面で、あれなんかを見ていると、当然盛り場

にあるような闇市は女性とか子供は近寄れないような雰囲気があった一方で、もうちょ

っと日常に近いような闇市というのもあって、そういう点で、多分横浜もその一つに近

いのかなというふうには思っています。肥後盛三という人物はかなり有名な人なので、

結構暴力的な側面ももちろんあったと思いますけれども。 

○鈴木伸治 割と我々は闇市的なというか、ああいう空間に引かれる部分というの

はありますよね。ハーモニカ横丁は闇市と言っていいのですか。 

○初田香成 吉祥寺のハーモニカ横丁ですよね。あれも闇市です。 

○鈴木伸治 最近、新橋のニュー新橋ビルとか、そこに入った小さなお店の特集と

かをテレビでよくやっていて、今は割と大型のショッピングモールとかそういうものが

多くなってしまっているのですが、何かユニークなものに対するあこがれみたいなもの

があるのかなと思いながら聞いているのです。 

○初田香成 まさにおっしゃるとおりだと思います。ラーメン博物館とかもそうで

すよね。戦後の何かちょっとごちゃごちゃした雰囲気を再現したテーマパークみたいな

ものもありますけれども、ああいうのが一つ、何か日本の都市のアイデンティティーみ

たいなような印象を今の人は持っているのではないかなと思います。 

○鈴木伸治 カローラさんは日本に５、６年ですか。住んで都市を研究されていま

したけれども、例えば新宿のゴールデン街とか、ごちゃごちゃしたような、我々の目か

ら見てもアジアっぽいというか、いろいろな猥雑なものも含んだ空間みたいなものは、

外国人の視点から見るとどうなのですか。今、インバウンドで外国から来た人がすごく

そういうところに行き始めているということをよくニュースでやっているのですけれど

も。 

○カローラ・ハイン おもしろい質問です。私が石田先生と初田先生のお父さんと

研究したのだから。いつも私たちは下北沢がすごく好きだし、石田先生は東京大学の先

生で、闇市とか区画整理をしなければいけない。だから、こういう視点で我々は日本に

来て、もう一つ、私が東京に住んでいたときに出た墨田区の東向島とハンブルグのオッ

テンゼンについてのおもしろい映画がありました。大体こういう雰囲気は、欧米から見

たらとてもいい都市。歩きやすい都市、簡単に暮らせる都市、子供も外で遊べる都市と
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か、そういう都市が大体好きです。だけれども、これをもう少し見ると、日本の地震の

問題とか、木造の家の問題とか、それを見ると私は神戸の勉強をして、新長田駅の周り

とか、そういうところで地震が起こったとき一番デンジャラスなところにある。大体日

本に来ると、こういう下北沢のようなところがすごく好きだけれども、だけど地震も見

て問題点もある。だから、区画整理だけ、大通りをつくるだけではなくて、こういう雰

囲気を守って、安全な雰囲気をつくる。どうすればいいのかな。多分一番おもしろいと

ころ。大体国際が見えた、ニューアーバニズムとか、こういう例があります。大体日本

的な街の雰囲気で、人々のための住みやすい街をどういうふうにつくったらいいのか

な。多分、日本にまだあるから、それを例にするかもしれません。 

○鈴木伸治 そういう意味だと、自然とでき上がってきた部分と計画的につくられ

た部分と両方あるという話でしたけれども、こういう闇市から戦後でき上がってきたよ

うな空間のイメージというのは、何か我々にヒントを与えてくれる存在だと思います。 

○カローラ・ハイン おととい日本に戻って、家族と東京のキャットストリートに

行きました。こういうようなところも、外国人の観光者の本にも載っているとか、あそ

こに行ってくださいというところ、歩けるところであります。 

○鈴木伸治 キャットストリートというのは表参道のですか。裏側に昔、「春の小

川」の隠田川が流れていたところが暗渠になって、それ沿いにおしゃれなお店がちょっ

とずつできていって、本当にイメージが変わって、すごく活気のある通りになったとい

う場所なので、やはり我々も考え方を変えていかなければいけないのかと。実は野毛は

1970 年代に再開発する計画があったのです。結局それはできなかったのですが、たし

か 10 階建てぐらいのボリュームの大きなもので、上に住宅が乗っかるような、いわゆ

る当時の再開発の計画というのがあって、それをやらなくてよかったのかなというふう

にも思います。やはりみなとみらい的なものと、そうではない空間と、両方あって都市

というのは魅力があるのではないかなという気がします。 

それから、アーティストやクリエーターの人たちが古い都心のほうに多いというお

話です。もう亡くなってしまったのですが、横浜のまちづくりのすごく大先輩の鶴岡さ

んという、ちょっと前まで横浜スタジアムの社長をされていた方が、私が横浜を何もわ

かっていないときに、関内のいいところというのは何ですかという大胆な質問をしてし

まったのです。優しく答えてくれたのですけれども、関内はチャンスがあるからいいの

だと。チャンスというのはどういうことですかと言ったら、家賃が安いんだよと。家賃

が安いと、若いやつがいろいろやるんだよなと。古い建物というのは、設備は古いかも

しれないけれども家賃が安いし、いろいろな若いやつが集まってくるというところに魅

力があるのだよと。そこは間違えてはいけないよと。要は、建てかえて大きいビルにし

たら家賃が高くなって、若いやつは来なくなるというようなことをおっしゃるのだと思

うのですけれども、昨今、そういう戦後の建築をリノベーションしましょうみたいな話

が結構あると思うのです。そういうことを言っていたのですが、初田さんはどういうふ
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うに思いますか。 

○初田香成 いろいろあって、例えば吉祥寺のハーモニカ横丁でいうと、あれなど

はほとんどテーマパークと化していて、本当の闇市かというと僕はそうじゃないかもと

思うのですけれども、でも当然、特に戦後の建築というのは周囲にたくさんあって、多

分いろいろなテーマパークのようにお客を呼ぶようになる建築があってもいいし、もう

一方でもうちょっと地価の低いようなところでいえば、そんな普通の再開発をしなくて

もそのままでもうちょっと若手が起業できるような場所にという使い方もできるでしょ

うし。まだまだいろいろな事例を積み重ねているところなのかなと思っています。 

○鈴木伸治 横浜でも私が住んでいるほうにドッキリ闇市、今、名前が出てこなく

て苦労したのですけれども、神奈川大学の白楽のところで、神奈川大学の山家先生など

が応援されている商店街とかもありまして、そういうところだと割と若い人が新しい、

趣味的なというか、かなり変わったことをやっているようなお店もあって、それがすご

く人気だったりするのです。都市の中に、やはりそういう場所がちゃんと必要なのかな

というふうにも思いますけれども、ヨーロッパではそういう若い人が集まって新しくも

のを始められる、そんなに大きい目抜き通りではなくて、裏通りみたいな場所というの

はあるのですか。 

○カローラ・ハイン どんな場所ですか。 

○鈴木伸治 若い人が新しいビジネスを始めたり、いわゆるインターナショナルブ

ランドのお店が並んでいるようなところではなくて、少し裏通りではないですけれど

も、ロケーションはよくないけれどもすごくユニークなビジネスを始めているようなと

ころというのはありますか。 

○カローラ・ハイン クリエーティブ・インダストリーと前におっしゃったよう

に、アムステルダムとかロッテルダムの場合は、それは都市計画のストラトジーでも入

っています。だから、ウェイティングコンディションのところがあって、例えばアムス

テルダムの川の北側はバブルの後、何もお金がなくて、では学生たちのハウジングをつ

くりましょうとか、そういうクリエーティブ・インダストリーがいろいろで 10 年間ぐ

らいあそこに建っていて、あとは古い建物をつくり直したり、また形勢がよくなったら

売買して新しくつくり直す場合もあります。それより、多分リチャード・フロリダが言

うクリエーティブ・インダストリーより、それだけではなくて、それが足りないと思い

ます。それよりも、別の建築の考え方も考えなければいけない。アムステルダムの場合

は、いろいろな建築家もアントレプレナーになります。だから、自分で建築だけではな

くて、建物全体をつくって売ったりする。その場合もいろいろなアパートの新しい考え

方、下にお風呂をアパートのどこでもいられる建物、200 メートルのアパートとか 50

メートルのアパートとか、全体をチェンジできます。本当に新しい建築的な考え方、建

築はニュープロフェッションになります。それが１つ目で、あとは建築だけ考えること

が足りないと思います。本当に建築は都市全体の考え方を含めないといけない。それも
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市民に伝えなければいけない。だから、一つを部分的なミュージアム、こっちのミュー

ジアム、こっちのミュージアムではなくて、ネットワークをつくらなければいけない。

このミュージアムからこのミュージアムに行ったり、それは一日中で歩きになります。

多分、ミュージアムだけではなくて、街のことです。１回、私が日本に住んでいたと

き、学生が私に聞いたのは、どうしてヨーロッパ人は自分の都市をよく知っているので

すかということです。私はびっくりしました。でも、多分子供のときから両親と一緒に

街を歩いたり、教会とかミュージアムとかいろいろなものを見たり、学校から並べてい

る。そういうふうに、小さいころから港町の雰囲気とか首都の雰囲気とか、それは覚え

ています。それも普通の一日のライフスタイルに入ってきました。だから、クリエーテ

ィブ・インダストリーより、みんなの世界の中の街が大事だと思います。 

○鈴木伸治 そういう意味では、市民の方にもっとアピールしていくことも必要な

わけですよね。実はこの防火建築帯に関しては、私は 10 年ぐらい前にシンポジウムで

話してくださいと言われました。もっと私よりお詳しい、横浜国大の藤岡先生という方

がいらっしゃるのですけれども、その方はまだ研究を始められたぐらいだと思いますけ

れども、そこでお話ししたことがあります。要は 10 年ぐらい前まではあまりみんな認

識していなかったものなのです。ですから、こういうものがどういう歴史を持っている

のかというのを、もっとちゃんと調べて解釈をして、それを周りの人に伝えていくとい

うのが大事になってくるのかなと思いますが、そういったところで初田先生からはどう

ですか。ちょっといぶし銀のというテーマに近づいてきた気が最後にしますが。 

○初田香成 これは僕も 20 年ぐらい前に自分が研究を開始したころは、ほとんど戦

後の建築を扱っている研究はなかったのですけれども、それが最近はふえてきているな

とは思っています。やはりなかなかこういう防火建築帯とかを見せても、すぐにはよさ

が伝わりにくくて、でも、きょう申し上げたかったのはそういう、人々がいかに共同建

築をするのに努力をしてきたのかというところをもうちょっと知ってほしくて、それは

本当にわずかな花壇だったり小さな共同施設だったり、あとはちょっとだけセットバッ

クしたアーケード空間だったりして、でも言えばようやくわかってくれるというところ

をいろいろ発掘して伝えていくしかないし、それをもってやっていきたいなとは思って

います。 

○鈴木伸治 そろそろ時間が来ていますので、会場のほうからご質問があれば、せ

っかくのチャンスなのでいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

上がりませんね。ちょっとマニアック過ぎたのかな。私から少しコメントして、最

後お二人から締めのコメントをいただいて、それでもう一度質問があるかどうか聞いて

みます。手を上げられる方は準備しておいてください。 

きょう、お二人の話を聞いて、歴史というのは私のお話の中でも、堀さんの「こん

なに残すものがあるとは思わなかった」というコメントにあるとおり、時代時代によっ

て残すべきもの、遺産の考え方というのはどんどん拡大しているわけです。ということ
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でいえば、戦後のものだとか、そういったもののレガシーというものを、ちゃんと何で

あるのかというのを我々が理解してやっていかなければいけないのかなと。そうするこ

とが新しい時代の計画につながってくるのかなという思いを改めて強く持ちました。お

話ししていなかったのですが、実は横浜の防火建築帯、公社の 20 周年史に横浜の復刻

はハンブルクの復興を参考にしたと書いてあるのです。だけど、どこをまねたかよくわ

からない。せっかくの機会なので、もう数日横浜にいらっしゃると思うので、ハンブル

クのどこを参考にされたかというのをぜひカローラ先生には教えていただけたらと思い

ます。最後のコメントをお二人からいただきたいと思いますがどうでしょうか。初田さ

んからお願いします。 

○初田香成 きょうは戦後建築の話をすごく持ち上げていただいた感じで、すごく

魅力につながる話だと思っているのですが、一方で戦後の歴史を研究していると、闇市

の暗い部分の話ですとか、きょうもちょっと触れましたけれども引揚者の話ですとか、

そういういろいろ暗い話も含まれてきていて、そういうのもちゃんと両面見ながら研究

していかないといけないなと私は思っているということです。あともう一つ、きょうは

防火建築帯も闇市も結構残っている例の話を中心にしましたけれども、やはり気づいた

らあっという間に消滅しているというパターンが大多数で、きょう取り上げたのはむし

ろ例外的な存在なので、少しでもそういうのが残るような運動みたいなことをしていき

たいなと思っています。あと、横浜でも闇市がほかに残っている例がたくさんあります

し、防火建築帯とか防災街区がほかの都市で残っている例もたくさんありますので、そ

ういうところとネットワークみたいなものができたらいいかなと思いました。 

○鈴木伸治 ありがとうございます。カローラ先生、お願いします。 

○カローラ・ハイン ハンブルクの話は絶対おもしろいと思います。多分、ハンブ

ルクは全体的な都市計画をするのは、勉強をするためにすごくおもしろい点です。それ

を別の話にしましょう。でも、もう多分最後の話すところのために、将来にはいろいろ

なチャレンジができます。エナジートランジッションとかシーウォーターレベライズ、

海が大きくなるとか、こういう問題は港町では一番大事になります。港町はいつも石油

の商売をするとか、だからエナジートランジッションが来ると港の動き方が変わりま

す。港の動きが変わると街も変化しないといけない。シーレベライズも、同じ水だか

ら、水が海で大きくなると街の真ん中でも大きくなると。今、西日本で考えると、ヘリ

テージとウォーターが大きな問題になります。だから絶対、最初の話になると、こうい

う街と港をぜひ一緒に考えなければいけません。それは将来の問題です。だから、歴史

的なことをよくわかって、将来をちゃんとプランニングできます。そのプランニングは

全体的にしないといけないのだと思います。 

 

○鈴木伸治 ありがとうございます。いかがでしょうか。最後に質問、コメントを

いただけたら。 
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○＜会場から質問＞ きょうはヘリテージというのがキーワードとして出ています

が、私自身がヘリテージになっているのではないかと思うのですけれども、私は 1961

年ぐらいに大学を卒業した３年目ぐらいのときに、ある建設会社の寮が山の上にあっ

て、野毛をよく歩いたものです。そのときはもちろん闇市がありました。大体我々が考

える闇市というのは露店商です。露店商はどういう方々がやっていらっしゃるかという

と、初田先生がおっしゃるように引揚者、それから戦災で家が焼けた方、未亡人。実は

私の母自身も、闇市ではないのですがそれに似たようなことで子供を育ててくれたとい

うのがあるのです。それは別として、とにかくそういうような、精いっぱい生きるため

の経済活動であったということなのです。その人たちが、次第に少しずつお金がたまっ

て、借地をするとか土地を買うとかいうことで、街並みのほうに入ってくるわけです。

ただ、それができない、ずっと露店商でいる方々が市から追い出しを食ってどこかにい

くというのが都橋になるわけですが、そのときに私たち市民はどういうふうに考えてい

たかというと、買う商品がやばいものだと、だまされるかもしれない、だけれどもこれ

しか買えない。安いもの安いもので全てがいっていた。今ある、電子部品などを売って

いるところも、安いところだけど、買ってみると数年で壊れるというのが結構あるかも

しれません。そういうのを覚悟の上で買っていたのが闇市の商品であり、それを売って

いたのが彼らであり、買っていたのが我々だったということがあるのです。だから、な

ぜそういうことが行われたかという、日本の経済活動の歴史みたいなものが直結するの

が闇市ではないかというふうな気がするのです。それと、国民がどういう状態であった

かということで闇市というのが出てくる。だから、戦災に遭った遭わずにかかわらず、

いろいろな地方都市でも闇市があったというのは、そういう物流の関係であっただろう

ということを思います。 

それから、港に関してですけれども、昔の港というのは同じ港で物流、物資の輸送

及び人間の輸送、両方あったわけですよね。ところが、近代になるとそれが完全に変わ

って、ガントリークレーンで証明されるような、全然別な港。それで、深さもあるとこ

ろ。そういうところに変わっていく。当然、性格も変わってくる。それで、ハイン先生

のおっしゃったのは、やはり観光としてのというか、人間が来る、そういう場所として

の港ではないかと思う。だから、完全に港ということを２つに分けて考える必要があ

る。私も 10 数年前にハンブルクに行っていますが、やはり古いものを利用するという

ことは、昔の物流の倉庫だったものを利用するということで、観光客ということになる

とそれを変えていかなければいけないということになる。新しい街がそこに生まれると

いうことではないかと思います。私がベニスに行ったときに一番驚いたのは、クイー

ン・エリザベスか何かわかりませんけれども、ものすごく高いのがあの港に入ってきま

した。全く街並みに合わないのです。巨大なものがむっくり入ってくる。これはちょっ

と違うのではないか。一番クルーズの問題で間違っているのは、あのでかい、ホテルそ

のものの施設が港に入ってくる。人々は、観光客はあそこでしか泊まらないのです。本
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当の観光客はそこで泊まって、夕方散歩して、その地で楽しむというのが本当なのだけ

れども、そうではなくて泊まるところは必ず船なのです。船に帰ってくるのです。だか

ら、一日のうちでどう回れるかということであって、どうも本当の観光ではないなと思

うのです。その辺のところの問題も、今お聞きしながら考えたということです。以上で

す。その辺のところをどう思われるかというところもあるのですけれども。 

○鈴木伸治 ありがとうございます。どうですか。せっかくなので。 

○初田香成 貴重なご意見をありがとうございます。まさにおっしゃるとおりで、

闇市を研究してきていて、まずは再評価をお伝えしたいというのが前提にはあるのです

が、やはり歴史研究をしている身として、闇市というのは本当に当時の社会情勢だとか

政治経済の矛盾みたいなものが全部出てきた場所で、不法占拠の問題ですとか在日外国

人の問題ですとか、あとはやはり帝国主義と東アジア全体の中でも位置づけられるよう

な問題ですし、特に港町の闇市などはそういうものと直結しているところもあって、お

っしゃるとおり単純に評価はできなくて、いろいろと多面的に見ていかないといけない

存在だなというふうに思っています。ありがとうございます。 

○カローラ・ハイン おっしゃるとおり、船、クルーズシップ自身はあまりお金を

持ってきません。我々が今、神戸や広島の話をすると、船のために大体市からお金を出

します。だから、デパーチャーポイント、あそこにホテルがあるとあそこにお金が来ま

す。マイアミはクルーズシップがカリビアンに行きますとか、マイアミはもう何となく

半分がデパーチャーポイントです。そのところぐらいはお金が出ます。ほかの場所には

その船を送るためにお金がいります。あまり安全でもないし、船が今回はあそこに行き

ます、次は別のところに行きます、だからなかなかお金が出てこない。それは広島大学

のカロリーン・フンクとそういう勉強をします。だから、これはすごくおもしろいで

す。ハンブルクの場合は、多分船が来ると前泊する観光者が来る。だから、その船の中

にいる観光者ではなくて、別の国から人が来てホテルに泊まることになります。でも、

ハンブルクの場合はハンブルグ市のヘッドのインタビューをした。彼が言うには、観光

者は船を出て歩くことができるし、高いコーヒーを飲んだり、アートを買うとか、ハン

ブルクの場合はいい影響を与えているそうです。でも、それは一つの例で、大体ほかの

都市を見ると経済的に悪くなります。 

○鈴木伸治 今、観光の行き過ぎといいますか、京都とかでも観光客が多過ぎると

いうのがかなり問題になっている。横浜はもうちょっと観光客がたくさん来てもいいの

かなという気はしなくはないです。それでは、もう一人、会場から質問をいただきたい

と思います。 

○＜会場から質問＞ まず、３人の先生方、大変興味深い報告をありがとうござい

ました。ちょっと簡潔にお尋ねしたいことは、きょうのテーマは防火建築帯を確かにメ

ーンにしていますが、地図に出ている横浜関内居留地とその周辺、つまり横浜の近代都

市発祥の地を今後どう考えるかということが一つ背景にあると思います。そこでぜひ伺
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いたいのは、現在の横浜は残念ながら三井物産とか日本郵船が活動するという場所では

なくなっていまして、ですから、そこで最大の会社は何かというと県庁と市役所だと思

うのです。県庁はここに存続していますが、横浜市役所は今度移転すると。比較的近い

位置ですが、関内から離れるということになります。ですので、横浜市役所の今の位置

をどうするのかというのは、やはりちょうど結ぶ位置ですし、横浜市にとっても大変大

事だし、またそれは大学の先生の立場から見ると、大学が都心にあるということがやは

り都市の将来発展に寄与するのかしないのか、本当は私も寄与してほしいと思いますけ

れども、どうなのかということで、ぜひハンブルク、先ほどカローラ先生のお話でもあ

りましたが、市役所をどうするべきなのかと。私は個人的には横浜市大が移ってくるべ

きだと思っておりますけれども、それによってここはかつての、近代の開港都市として

の中心性の拠点ははっきりいってないわけです。横浜港ではないのです。ですから、そ

こで何ができるかとなると、今若者の方が来ているということです。古い建築をどう使

えるかということと、大学の先生がいて、若者がいてという中でどうするかというのは

解決策の一つかもしれないと。 

それから、横浜公園は残念ながらブラントンの設計の時代と違っていまして、これ

は事実上法律違反なのですが、当時の横浜市がどうしても野球場を招きたいということ

で、野球場を中心にしました。本当は緑のオープンスペースがあって、そこでバザール

が開かれてということであれば、中華街から関内から伊勢佐木町から、全部つながって

いる拠点になるわけですけれども、現状では野球場があると。ぎりぎり法律を無理やり

解釈して行ったものですけれども、要するに市が持っている土地ですね。市が使ってい

る土地をどうするかということについては、ぜひせっかくなので現役の先生方にお聞き

したいなというのが質問の趣旨でございます。 

○鈴木伸治 これは私ですかね。いきなりすごく厳しいストレートボール、豪速球

が飛んできました。今、お話にあったのは、ここの市庁舎ですね。市庁舎がこのあたり

に移転します。古い地図なのでわかりにくいですが、関内の外れといいますか、でも実

は桜木町から人が入ってくる入り口のところに移転するというふうにも見えて、関内の

中心なのか端なのかという意味で言うと、実はこちら側も場所としては非常に意味があ

る場所ではないかなと思っています。それで、横浜市大がここに移ってくるといいなと

いうのは、本当に私もそう思います。そうであってほしいなということなのですけれど

も、今、市が示している現庁舎の活用については、民間の企業にマスターリースをし

て、そこに店子でサブリースとしていろいろな人たちに入ってもらいたいと。その考え

方でいくと、大学というのは実はあまり入れないのです。そこが非常に残念だなと思っ

ています。ここの教育文化センターがこのあたりにあります。ここに今度、関東学院大

学が出てきます。それから、みなとみらいのこのあたりに神奈川大学が出てくるので、

大学が都心に戻っていくというのは非常に可能性を感じるのですが、若干、一番市の南

の端っこにある横浜市大はなかなか手が上がるような上がらないような、隔靴掻痒たる
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感じというのは否めないなと思っています。 

その前の質問のところで、ここをどういう街にしていくべきかということについて

言えば、もともと足元はお店で、防火建築帯でも上は住宅です。神奈川県の住宅供給公

社の住宅をつくると融資が受けられるというので、所有者の方はあまりお金を払わずに

再建して、下に自分の、それから上に住宅というのができるということもあったので、

ヨーロッパのような足元はお店、上は住宅というような、そういうタイプの街で、それ

も一つのあり方としてはいいのではないかなと。ただ、一時期ここにタワー型のマンシ

ョンが建って、どんどん足元がおもしろくなくなっていった時期というのが 2000 年代

の初めぐらいにあります。それと同じことにならなければいいなと。実は今、関内でこ

ういった古いビルが建てかわるときにどうなるかというと、上は住宅で下に駐車場の入

り口、マンションの入り口、コンビニの入り口みたいな感じで、歩いていて楽しくない

のです。そこが非常に残念で、そこは建築のルールを見直してもいいのではないのかな

と。これだけ車よりも公共交通と言われているのであったら、駐車場をなくしてしまっ

てつくらなくていいよ、そのかわり１階は楽しくしましょうよというぐらいの思い切っ

た都市計画をしながら、防火建築帯も活用していくというようなまちづくりのほうがい

いのではないかなと思います。ちょっと答えになっているかどうかわかりませんが、精

いっぱいコメントさせていただきました。 

 

(5) 閉会の挨拶 

・中村 實（公益社団法人横浜市歴史資産調査会監事）  

中村でございます。きょうは１時半から本当に皆様ご熱心にご聴講くださいまし

て、本当にありがとうございました。大人が 30 分間黙って座っているというのは大変

な苦痛でございまして、30 分座っていても間に電話が入るとか、お客が見えるとか、

資料をとりに行くとかということで、じっとしているというのは大変で、ほとんどの皆

様方は資料に目をお通しになるだけで、全くお話もなさらずに、よく頑張っていただい

たと思います。これも横浜という街を愛するお気持ちのあらわれではないかなと思いま

す。 

私自身は、四代目のハマっ子として本牧に生まれました。大鳥国民学校と当時は言

っておりましたが、そこに入りまして、その年に第二次世界大戦が始まりまして、５年

のときには横浜中がほとんど火災でやられてしまって、私の祖母も、それからいとこ２

人も防空壕から出ることができなくて亡くなってしまったつらい思いがございますが、

横浜という街をずっと見ていますと、私自身はちょうどその日は鎌倉におりまして戦災

に遭わなかったのですが、後に統計を見ますと、横浜の人口はずっとふえてきていたの

ですけれども、昭和 20 年、21 年にはボトムになりました。しかし、その後もだんだん

と横浜は人口がふえまして、今は日本一の都市になったわけであります。47 の都道府

県庁のあるところを見ると、横浜よりも大きい都市はないわけです。そういう街にどう
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して 160 年の間になってきたのかといえば、横浜が大きな魅力を持っていたからでござ

いましょう。横浜はそういう意味では世界に誇るといったら大げさですけれども、日本

に誇る街ですが、残念なことに毎年毎年ふえていた人口が数字の上で見ますと、大体５

年でほとんど入れかわってしまう。そういう統計上のマジックみたいなものがございま

して、それを見ますと横浜というのは、例えば金魚鉢の水を取りかえるときに、一遍に

かえる人はいないわけで、少しずつ少しずつ取りかえていくわけです。そういうような

状態に横浜市はございましたが、今やほかの統計を見ますと、横浜は、あなたはこれか

らどこにお墓を持ちますかという質問に対して、30 年ぐらい前まではほとんど出身

地、ふるさとという方がおられたわけですが、その後は横浜市内、少なくとも神奈川県

内にお墓を持ちたいという方がふえているということは、それだけ皆さん方が自分の住

まいのこの横浜、あるいは神奈川というものに愛着を深く深くお持ちになりつつあるの

だなということを私は感じております。きょうの会合も、このお暑い中にわざわざお集

まりくださいましたことを、主催者の一人といたしまして心からお礼を申し上げまして

閉会のご挨拶とさせていただきます。本日は本当にありがとうございました。 
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(6) 当日配布資料 

・ 歴史を生かしたまちづくりセミナー（vol.41）プログラム 

・ 横浜の都市計画史とその遺産（横浜市立大学 鈴木伸治） 

・ 戦後復興のなかの共同建築（工学院大学 初田香成） 

・ 参考資料：クルーズ船産業による歴史的な港町都市の変容（デルフト工科大学 

カローラ・ハイン） 

・ The Routledge Handbook of Planning History（デルフト工科大学 カロー

ラ・ハイン） 

・ 歴史を生かしたまちづくり相談室のご案内 

・ 歴史を生かしたまちづくりファンド（リーフレット） 

・ ヨコハマヘリテイジ（リーフレット） 

・ ふるさと納税チラシ 

・ 歴史を生かしたまちづくり横濱新聞 第３３号 

・ 田村明-魅力ある都市へ-（リーフレット） 
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歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.41 

いぶし銀のまちづくり 

～生活・文化の視点から、まちを再評価～ 

横浜港の歴史的景観   野毛都橋商店街ビル(ヨコハマヘリテイジ所有資産) 

(撮影：米山淳一) 

本日は「歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.41 いぶし銀のまちづくり～生活・文化の視点からまち

を再評価～」にお越し頂きましてありがとうございます。 

今回は、横浜における近現代のまちの発展を都市計画史、まちづくりの歴史という視点にたち、建物やま

ちなみといった目に見えるデザインだけでなく、つくられた経緯やそれに関わる人々の試行錯誤といった舞

台裏をもひもといていき、まちを再評価していきたいと考えます。 

第 1 部では横浜の都市計画史、戦後復興の中での共同建築、海外の港湾都市と比較した横浜のあり方とい

った講演を、第 2 部では講演者によるクロストークセッションにより、国内外の他都市との比較などを通し

て、今後の横浜のまちづくりに対する知見を探っていきます。 

本セミナーが、私たちが暮らし、働いている横浜のまちを、より深く理解するきっかけになれば幸いです。 

なお、今回のセミナーは、7 月 15 日から 19 日までの 5 日間、横浜市において開催される「第 18 回国

際都市計画史学会大会（ＩＰＨＳ2018）」と連携した、同大会の応援企画です。 

日 時  平成３０（２01８）年７月 15 日（日） 

 開場 1３：００ 開会 1３：30 

主催者挨拶 1３：30～１３：35 

第１部 講演  13：35～１４：5０ 

第２部 クロストークセッション・質疑     15：0０～16：００ 

会 場  横浜市開港記念会館 講堂 (横浜市中区本町 1-6) 

主催：公益社団法人横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）・横浜市都市整備局 

   後援：第 18 回国際都市計画史学会大会実行委員会(IPHS2018) 
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プログラム 

  

開会(13:30) 

（司会：公益社団法人横浜歴史資産調査会常務理事・事務局長 米山 淳一） 

 

 

 

〇主催者挨拶  公益社団法人横浜歴史資産調査会 副会長  吉田 鋼市 

         横浜市都市整備局企画部都市デザイン室長  梶山  祐実       

    

 

(第 1 部 1３:３５～14:５0） 

◆講演 

講演①  「横浜の都市計画史とその遺産」   

       横浜市立大学教授・公益社団法人横浜歴史資産調査会理事 鈴木 伸治 氏 

 

講演②     「戦後復興のなかの共同建築 闇市から防火建築帯・防災街区まで」 

                工学院大学准教授  初田 香成 氏 

 

 講演③   「魅力ある港湾都市のあり方～海外の港湾都市と横浜の比較～」 

        オランダ デルフト工科大学教授 カローラ・ハイン 氏 

 

 

(1４:50～15:00)               休 憩 

 

 

（第二部 1５:00～16:00） 

◆クロストークセッション 

  パネリスト   ： 初田 香成 氏（工学院大学准教授） 

 

                    : カローラ・ハイン 氏（デルフト工科大学教授） 

 

コ―ディネーター : 鈴木 伸治 氏（横浜市立大学教授・公益社団法人横浜歴史資産調査会理事） 

 

 

〇閉会の辞(16:00)  公益社団法人横浜歴史資産調査会 監事 中村 實 
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登壇者 プロフィール （敬称略） 

 

 

◆ 鈴木 伸治（すずき のぶはる） 

 横浜市立大学国際総合科学部まちづくりコース教授 1968年大阪生まれ。京都大学工学部建築学科

卒業。東京大学大学院を修了後、東京大学助手、関東学院大学工学部助教授、横浜市立大学准教授を

経て、2013 年より現職。専門は都市計画・都市デザイン・歴史的環境保全。著作に『都市の遺産と

まちづくり アジア大都市の歴史保全』（編著、春風社、2017）、『今、田村明を読む』（編著、

春風社、2016）、『創造性が都市を変える』(編著、学芸出版社 2010)、『都市の風景計画』(共

著、学芸出版社、2003 年)など。 

 

 

◆ 初田 香成（はつだ こうせい） 

1977 年、東京都生まれ。工学院大学建築学部建築デザイン学科准教授。IPHS2018組織委員会。

専門は都市史・建築史。東京大学工学部都市工学科卒業。東京大学大学院建築学専攻博士課程を修了

後、東京大学助教、プリンストン大学客員研究員を経て、2018年より現職。著書に『都市の戦後雑

踏のなかの都市計画と建築』（東京大学出版会、2011 年）、編著書に『都市計画家・石川栄耀都市

探求の軌跡』（鹿島出版会、2009年）、『盛り場はヤミ市から生まれた』（青弓社、2013年。同

増補版、2016年）など。 

 

 

◆ カローラ・ハイン Carola Hein 

デルフト工科大学教授（オランダ）ハンブルグ、ブリュッセルで大学卒。1995 年ハンブルグ芸術

上級学校にて学位取得。1995 年から 1999年まで東京首都大学と工学院大学で大戦後の日本都市の

復興、西欧からの日本都市計画への影響等を研究。1999 年から 2014 年までブリン・モア大学

（2005 年から 2006 年までリンカーン土地政策研究所。2007年グッゲンハイムフェローシッ

プ）。2015 年から現職。 

著書として、Jeffry Diefendorf, and Yorifusa Ishida (eds.)と共編著として 『Rebuilding Urban 

Japan after 1945』 (London: Palgrave Macmillan, 2003)、単著として 『The Capital of 

Europe. Architecture and Urban Planning for the European Union 』(Praeger, 2004) 他多

数。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

(参考) 

 

【国際都市計画史学会（International Planning History Society）】 

 

国際都市計画史学会は、1974 年にイギリスで活動を開始した Planning History Group を母体とし

て、1993年に設立された都市計画史分野唯一の国際学会です。25 か国 150 名程度の会員が在籍。

2 年に一度開催される大会は、会員のみならず、世界各国から 200名～400 名程度の参加者が集ま

ります。当日は、都市計画史に関する研究発表セッションを中心として、大会テーマに沿ったレクチ

ャー、開催都市を中心とした現地視察などを通して、都市計画史分野の研究者同士の議論・交流と、

都市計画のあるべき姿を導いていく機会を提供しています。 

 

2018 年 18回大会横浜（日本）7月 15 日～19 日（メイン会場：横浜開港記念会館） 

2016 年 17回大会デルフト（オランダ）参加者総数 472名 

2014 年 16回大会セント・オーガスティン（アメリカ） 

2012 年 15回大会サンパウロ（ブラジル） 
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公益社団法人横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ） 

横浜市が他に先駆けて取り組んだ「歴史を生かしたまちづくり」を推進するために、 
昭和 63(1988)年 11 月に発足した「横浜市歴史的資産調査会」が当公益社団の前身です。 
開港 150 周年を迎えた平成 21(2009)年６月に一般社団法人となり、その後平成 25(2013)

年４月に内閣府認定の公益社団法人として新たにスタートしました。 
  当公益社団は、横浜市と二人三脚で「歴史を生かしたまちづくり」を推進し、横浜らしい景観 
の保全につとめ、市民・行政・専門家と連携しながら、横浜市を中心として、全国の歴史的資産 
の保存・活用、普及・啓発に関する各種事業を実施しています。 
 
昨・平成 29(2017)年度は、当公益社団の第一号所有資産となった「野毛都橋商店街ビル」 

 の所有をはじめ、「歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol40 震災復興橋梁 in 大岡川.」の開 
催、「ヨコハマヘリテイジセミナー2018～光輝く近現代 歴史的建造物は宝～」の開催のほか、 
「コンサート in ヘリテイジ～ピアノが案内する横浜の歴史とまち vol.6」(ベーリックホールにて
開催)、旧湘南電鉄（京急）瀬戸変電所の構造や耐震等の調査などを行いました。 
 今年度も、本日の「歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.41」をはじめ、さまざまな事業
を行ってまいります。 

 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

瀬戸変電所外観              コンサート in ヘリテイジ (ピアノ：後藤泉) 

 
 

ヨコハマヘリテイジ サポートクラブ会員募集中！ 
 
当会の活動を支えて下さる会員を募集しています。本会の趣旨に賛同して下さる方であれば、 
どなたでもご入会頂けます。入会をご希望される方は下記までご連絡をお願い申し上げます。 
（個人会員年会費 3,000 円、団体会員年会費 30,000 円、賛助会員 1口 50,000 円） 

 

 
ヨコハマヘリテイジは免税団体です。 

 
歴史的資産の保全活用を推進するために、皆様のご寄付をお願いしております。ご寄付を頂い
た方には、免税証明書を発行いたします。確定申告の際に控除となります。 

 
 
 
    公益社団法人 横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ） 
 

〒231-0012 横浜市中区相生町 3 丁目 61 泰生ビル 405 号室 
      TEL/FAX 045-651-1730 

E メール yh-info＠yokohama-heritage.or.jp 
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1. 横浜の都市計画 

横浜は計画的につくられてきた都市である。

1859年の開港と開港場の建設、1866年の豚屋火

事とその後の日本大通、横浜公園の建設、大桟

橋、新港埠頭など港湾施設の近代化、震災復興、

戦災復興など、その時代時代で様々な計画が作

られ、まるで連歌をよむようにその度に改良が

加えられてきた。 

 

2. 「歴史を生かしたまちづくり」の歴史 

 横浜における歴史を生かしたまちづくりは、

1970年代から議論が始まる。田村明は建築史家

の村松貞次郎氏（当時東大教授）に対して「横

浜は赤レンガ倉庫とドック、高島の機関庫を残

さなくちゃならない」と相談し、その後大高事

務所による調査が行われた。（堀勇良氏の回想） 

 その後、都市デザイン室の北沢猛（故人・後

に東大教授）を中心に歴史を生かしたまちづく

りの検討が始まり、1988年に「歴史を生かした

まちづくり要綱」が制定された。また、同年、

上行寺東遺跡の保存運動などを契機に文化財保

護条例が制定された。このプロセスの中では、

他の都市に先駆けて土木遺産の保全などに取り

組むこととなった。 

 

3. 都市計画遺産研究会の「問いかけ」 

 2009年に都市計画学会内に「都市計画遺産研

究会」（代表中島直人東京大学准教授）が設置さ

れた。彼らの問いかけは「我が国の近代都市計

画が現在までに生み出してきたもの、そしてそ

の中で将来に遺していくべきものは何か」を問

い、それらを新たに提起、定義すべき「都市計

画遺産」（planning heritage）という概念のも

とで整理し、今後の都市づくりにおける扱い方

について検討するというものである。 

 この計画遺産という概念は海外ではすでに一

部の国で検討されている。イギリスでは、1975

年に王立都市計画協会が全面的に財政的支援を

行った研究プロジェクトの成果である

『Britain’s Planning Heritage』（Ray Taylor 

etc, Routledge）が出版され、アメリカでは、

アメリカ認定都市計画家協会（AICP）が 1986

年から2008年にかけて、アメリカの都市計画史

上重要な計画や事業を対象とした National 

Planning Landmark Awardを選定し、2007年か

らは都市計画が生み出した優れた街路、近隣、

公共空間を選定する Great Places in America

プロジェクトが実施されている。 

 

4. 横浜の都市計画の遺産は何か 

 計画されてきた都市横浜においては、この都

市計画遺産(planning heritage)という概念は

極めて重要である。これまでの歴史を生かした

まちづくりの中にも同様の考え方はあり、例え

ば港町横横浜を象徴する港湾施設を近代化遺産

として残すことは横浜の都市計画の遺産を残す

ことでもある。また、昨年度、登録された「都

橋商店街ビル」なども横浜の戦後の都市計画に

よって生み出された空間である。これまで十分

に評価されてこなかった戦災復興期に建てられ

た防火建築帯の建物群についても計画遺産とい

えるのではなかろうか。これまでの計画を振り

返り、横浜の計画の遺産とは何かを問うことで、

何を残すべきか、何を引き継いでいくべきかと

いう、歴史を生かしたまちづくりの新たな展開

が見いだせるかもしれない。 

 

【参考文献】 

今井信二、堀勇良、「歴史を生かしたまちづくり

(2)」『都市をデザインする仕事』pp233-255,横

浜市立大学（報告書） 

都市計画遺産研究会HP  

URL :  http://www.planning-heritage.net 

横浜の都市計画史とその遺産 

横浜市立大学 鈴木伸治 
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15th, July 2018 
歴史を生かしたまちづくりセミナー 

初田香成（工学院大学） 
 

戦後復興のなかの共同建築 闇市から防火建築帯・防災街区まで 
 
１．はじめに 
・建築を個々の作品としてではなく都市を構成するものとして見る、都市建築（ある時代、ある都市に似た形式を
以て多数現われるビルディングタイプ）への着目 

・戦前：「図」として存在していた近代建築と「地」としての前近代建築 

戦後：近代建築が「地」と化し、一般の人々が近代建築を手に入れた時代 

・共同建築 cf.廣瀬可一（建設省技官）「最近の共同建築」（『新建築』6巻 5号、1952年） 

「昭和二十六年の都市計画界には前年に見られなかった共同建築が各都市に続々出現して、斯界の一特色をなした」 
「大体従前別戸の住宅、店舗に居住していた数人の者が異った土地の所有権、借地権其の他の地上権を適当に解決
して一棟数階の大建築をなしてその中に分割居住又は営業を営むもの」 

 

２．闇市から共同建築へ 
・統制経済下、公的には禁止された流通経路を経た闇物資を扱う市場 cf.価格等統制令(1939） 

・闇市の変遷 

配給・流通の崩壊、取締の弱体化による行政の黙認・協力、交通至便な空地、テキヤの存在、マーケット化 

流通の復旧、1946年春から流通・露店営業の取締強化→GHQ命令による露店整理事業（1949/8）、戦災復
興区画整理事業による物理的撤去 

・全国の闇市：人口 4.5万以上（1940年）の全国 99市に分布：戦災非戦災に関係なく 

・野毛の闇市 cf.『横浜市史Ⅱ 第二巻（下）』（2000 年） 
・闇市のその後 
消滅、商店街化、ビル化・地下街化で内部に再生産、闇市営業者の合法所有・ビルオーナー化 
・闇市の意義 
 テキヤ＋多様な素人露天商、大都市のインキュベーター（孵卵器）としての闇市、商業地・盛り場形成 

 
３．防火建築帯・防災街区の共同建築 
・耐火建築促進法（1952～1961）、防災建築街区造成法（1961～1969）による「共同建築」 

地方都市商店街に多数現存する、1950～60年代に建てられた、３～４階建ての長屋型の「共同建築」 

 ex.沼津アーケード街（1952）、魚津市防火建築帯（1958）、三笠ビル（1959）、高岡駅前ビル（1960） 

・横浜・関内の防火建築帯 

・従前の敷地境界に従った縦割りの区分所有（換地や土地権利変換を行っていない）←強固な土地権利意識 

・「共同建築」の衰退←高度経済成長とともに補助がなくとも個々の店舗が自力での耐火建築建設が可能に、財産処
分が制約される共同建築を嫌い、個別建替えによるペンシルビルへの志向 

・当事者・コンサルタント・当局による大変な努力、区分所有法（1962）や権利変換手続きを法制化した都市再開
発法（1969）制定前に実現した共同建築としての評価 

 

４．おわりに 

・戦後復興遺産としての共同建築 

地方都市の発掘も含めて多様性を再発見していく必要→戦後都市・建築の特質解明へ 

・工業化・制度化の「前夜」、計画的整備というより、土地権利関係を初めとする諸制約により結果的に実現 

・特徴に応じた保全・活用の議論へ（非西欧諸国における都市の成熟へ） 
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クルーズ船産業による歴史的な港町都市の変容： 
都市再生プロジェクトの社会・経済的な課題* 

 
カローラ・ハイン*1 ＆ フェリシタス・へルマン*2 

（デルフト工科大学教授、博士*1 ＆ ライプニッツ空間社会研究所教授、博士*2） 

 

 

序論 

 

港湾都市は、古来より多くの地域における社会・

文化の発展において重要な役割を担ってきた。港

湾都市は物資、人、お金が移動するときの結節点

であり、社会的に、或いは技術的な革新の場とし

て長い間、人類の活動に関わってきた。港湾都市

は国家的な境界を越えたコスモポリタン文化が生

まれる場所といえ、都市の日常生活において、人々

の移住や移入により、人々の交流が統合されてき

た。 

 こうした特色のある港湾都市では世界を巡る物

資輸送を輸送する航路と労働に関する変化が起こ

った。その結果、新しい社会的で空間的な構造が

産み出されてきた。そこでは、金融による具体的

な形態を伴う投機の実験が可能となっており、交

易による港湾地域における経済活動に必要な様々

な要素が都市の一部に組み込まれ、多様な都市空

間が創出され、利用され、そして再利用されてき

ている。こうした開発は、都市全体として都市自

身の仮設的な開発事業を誘導し、港湾の産業が急

激に変化することにより都市が発展してゆく。こ

の変化に伴い都市には新しい社会的状況が現れる

ことになる。港湾都市では物資、資本、人を介す

る建築と都市の新しい潮流が顕著に見られるよう

になっている。 

 何世紀にもわたって変化してきた港と都市との

関係は、過去 10 年間でさらに新しい転換期を迎

えてきた。港湾都市の歴史的な中心市街地と既存

の港湾施設（既存の交通に関する都市基盤を含む）

を、脱工業化した社会での活性化は、クルーズ船

の乗務員や乗船客による観光産業の急速な発展を

促進している。具体的には、世界中の港湾都市の

社会的なエリートたちは、歴史的な港湾施設やそ

の近くの都心部を巧みに活用し、ウォーターフロ

ント開発を都市開発に巻き込み、都市空間の活性

化を現実化してきた。 

 現在見られるクルーズ船のブームは、幾つかの

港湾都市の地域的な変化の利点を活用する点も見

られる。その一方で、世界的規模で見れば、国の

環境規制や労働関連法規の違いを超えて観光産業

が運営されている。言い換えれば、都市計画に関

する意思決定を行う際にクルーズ船観光は短期的

な機動性が強調され、港湾都市を消費者指向の空

間や場所として優先的に位置付けることを促進し

ている。その結果、脱工業化時代であることを明

確に示す決まり切った方向へと都市を導いている。

港湾都市のもつ地球市民的な特徴と伝統的な異質

性という特徴を押し拡げ、尊重する以上のことは

起こらない。 

 短期滞在の船旅の観光客のために、都市とウォ

ーターフロントを再び結びつけ、都市に利益をも

たらせると理由を付けて、いわゆる観光旅行のた

めに、政治家、都市計画家や新聞社などは再開発

を促進する。しかし、港湾都市に起こっている変

容は、まさにエリート集団を対象としており、市

民に代わって、新しい開発を、文字通り支援する

労働者と移動労働者が必要とすることを無視し、

都市の社会的および空間的な分断を生み出すこと

を導いている。その結果、都市では、社会的かつ

空間的な断片化が起こっている。これまで、殆ど、

こうした複雑な関係に関する論及は行われていな

い（Mah 2014：58f）。 

 クルーズ船の乗客は、近代の港湾都市に関する

知識があるかどうかに関わらず、非常に部分的な

物語に出会う。つまり、再整備されたウォーター

フロントは、より複雑な都市構造の中で、特に慎

重に選定され管理された一部のことだけが知られ

るようになる。こうした考察は、クルーズ船自体

とも結びついている。クルーズ船という巨大な構

築物は、数千という乗客のために用意された部屋

と乗務員のための部屋で構成され、楽しみと消費
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に集中する限定され制御されたコミュニティの場

（つまり、ゲイティド・コミュニティ）となる。

船とは、一時的で消費者指向の組織化された安全

な社会、というポストモダンの夢を「場がない」

ことにより現実化する（Auge,1995）。 

 同時に、クルーズ船のイメージは船員という産

業的で生産的な労働者の存在を隠す。しかし、船

員たちにとって船は、「実質的に生きる場所」なの

である。クルーズ船による船旅は、最近、発明さ

れたものではない。船による娯楽旅行への対応は、

港湾施設における様々な動きの一部でしかなかっ

た。近代のクルーズ船による船旅は少なくとも 1

世紀は遡ることができる。私たちは港湾都市の都

市基盤が変革される時代に生きており、脱工業化

の時代における社会の変化を反映していることを

考慮して、近年、伸長してきたクルーズ船による

旅行について議論することになる。本稿では、裕

福な人のための娯楽から大衆現象となるクルーズ

船の旅の発展の歴史について概略を述べ、旅行者

は外国という場所を一望しながら隠れ家的な場所

で旅行する機会について検討を行う。港湾、ウォ

ーターフロント、そして都市の変化が 1980 年代

以降、始まった。この変化は社会的エリートから

巨大消費へと変化したことと結びついていると考

えられる。本港では、新たな空間的で社会経済的

な実例が世界中の港湾都市で出現してきたという

ことを検討してゆく。 

 こうした検討した結果を説明するために、本稿

では詳細に 2 つの港湾都市として、ハンブルグと

ジェノバの実例について言及する。結論では、都

市開発における船旅による観光旅行が担うあいま

いな役割を顕在化させ、空間的で社会的な変化を

議論することが、なお一層必要であることを指摘

する。 

 

歴史：裕福な人々の娯楽旅行と港湾都市 

 

船による娯楽旅行が始まったまさに初頭から、船

旅は社会的な経済格差、国という枠組みにおける

気候や文化、法律や規則・基準、そして政治を超

えた課題を必然的に伴っていた。汽船が 19 世紀

後半に帆船にとって代わったとき、裕福なブルジ

ョアジーは、彼らが求めた旅行のために新しい可

能性を活用しようとし、その一方、船会社は冬季

に空になる航路を穴埋めする方法としてクルーズ

船の提供を始めた（Schafer 1998: 48f）。 

 多くの港町では、地域の企業が船旅に関する業

務を拡大し始め、他の港から訪れる船のために豪

華な船とターミナルの両方を造り始めた。ハンブ

ルグに拠点を置く船会社の Hapag は第一次世界

大戦以前に大西洋を横断する航路の営業を始め、

ヨーロッパからのアメリカに何百万人もの移民を

運んだ。 

 ここで、この会社の運営責任者のアルバート・

バリン（Albert Ballin）について考慮する必要が

ある。彼はクルーズ船旅行の発明者の一人と言え

る。彼の指導下で船会社は世界で初めてクルーズ

船の建造を特別注文した。その船は、Prinzessin 

Victoria Luise 号である、この船は富裕層のため、

娯楽旅行で最も水準の高い技術基準を用いた船を

建造した。 

 

 

＜図 1＞ジェノバ港に停泊するのクルーズ

船,2012 年 

 

  プリンツェン・ヴィクトリア・ルイーズ

（Prinzessin Victoria Luise）号は 1900 年に就航

し、西インド諸島、黒海、地中海そして北海の航

路に就役した。この船には 119 の一等船室が備え

られており、これらの部屋には居室、バスルーム

に寝室が備えられていた。船はヨーロッパと米国

との間で実業家達を運び、アメリカからカリブ海

に向けた観光客を運んだ (New York Times, 10 

August 1901, ‘Henry C. Payne Here': 12). 

 プリンツェン・ヴィクトリア・ルイーズ号は他

の船とは異なり、貨物や郵便を運ぶ船室がなかっ

た。その代わりに、この船には以下のような快適
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な船上生活のための設備が備えられていた。図書

館、体育館、談話室（parlour entertainment'）、

そしてアマチュア写真家のための暗室である 

(New York Times, 18 January 1901, ‘New 

Cruising Yacht': 12)。 

 船上では、当時のベネズエラの（シプリアーノ・

カストロ（Cipriano Castro）大統領の歓迎会とい

う高い水準の行事も行われた (New York Times, 

24 January 1904,‘Cruise of the Prinzessin 

Victoria Luise': 8)。 

 ニューヨークタイムズ社は、著名な船旅乗客の

名前と彼らの幸福な船旅ついて報道した(New 

York Times, 24 January 1904, The Victoria 

Luise at Jamaica': 2)。たとえば、船がジャマイ

カ沖で船がジャマイカ沖で偶然に座礁したときに

も報道した  (New York Times, 29 December 

1906,‘Victoria Luise Wreck Tale': 3)。 

 多くの他の企業は、クルーズ船の事業は儲かる

事業とみなすようになった。1909 年に、フランク 

C クラーク（Frank C. Clark）は、ハーパグ・

ライナー（Hapag liner）のクレーブランド

（Cleveland）号を用いてアメリカの観光客のた

めに世界一周旅行を運営した(New York Times, 1 

June 1911,‘Rival World Cruises': 20). 

 1912 年までに、Hapag 社は初代 Prinzessin 

Victoria Luise 号を引退させた。この船会社は

Deutschland（ドイツランド）号を改装して、ビ

クトリア・ルィーゼ号へと名称を変更した(New 

York Times, 1 June 1911: 20)。ここに最大で最高

のクルーズ船が就航した。このクルーズ船には長

く連続的な遊歩甲板があり、その長さは 4 分の 1

マイルという特徴があった。遊歩甲板は、乗客に

南洋の暖かい気候を楽しむ機会を与えるために設

けられた。さらに、大きな個室と公室（例えば書

斎、喫煙室、食堂、体育館、さらにヤシ園）があ

った(New York Times, 3 October 1911,‘Old 

Deutschland in Port': 6)。 

 ドイツでは主要な船の年中行事のキール・ウィ

ーク（Kiel Week）のレガッタに訪問した時、バ

リン（Ballin）と彼の招待客が主に船を使用して

いた。その時、ドイツの皇帝と数多くのアメリカ

人観光客を迎えていた (New York Times, 23 

June 1912,‘Joys of Kiel Week Lure Americans': 

C3). 

 実に、クルーズ船は裕福な指導者たちの娯楽の

ために特定の水準を提供したように見えた。1913

年のある報告書から、クルーズ船は国家的な文脈

の外側で役割を担ったことが大きく取り上げた。

そこでは、社会-経済な違いをゆがめることを促進

した。 

 具体的には、1913 年に船が乗客を乗せてアメリ

カ管理下のパナマに向かっている時、パナマのチ

ボリホテルでストライキが起こった時、Victoria 

Luise 2 号の運行責任者は、船のウェイターが代

わりにホテルで仕事をするように手配した (New 

York Times, 9 March 1913,‘Took Ship's Waiters 

Ashore': 32)。 

 船上における労働条件は十分に調査されていな

かった。暗がりで救命艇を移している間に水夫が

死亡した。この事件は報道メディアから漠然と注

目されたが、詳細については大きく報道されなか

った  (New York Times, 10 January 1914, 

‘Sailor Killed On Liner': 15)。 

 ビクトリア・ルィーゼ号の驚異的な成功の後、 

バリンは、少し裕福な観光客のために一つの船、

メテオール（Meteor）号を開発した。このことに

より、ハーパグ社はクルーズ船業界において主要

な船旅船会社となった(Schulz 2012)。 

 クルーズ船による船旅は 20世紀の最初 10年間

で着実に業績を拡大したように思える。第一次世

界大戦の後、船会社の Hamburg-Sud は、クルー

ズのためにカップ・ポロニオ（Cap Polonio）号

を使用した。そこでは、二等船客と三等船客のた

めの空間が提供された。これは、対象となる乗客

の幅を広げ、低予算での船旅を実現する第一歩を

踏み出すことにつながった。 

 1923～1935 年にかけて、ニューヨークタイム

ズ社はクルーズ船に着目し、関連記事を定期的に

報道した。つまり、クルーズ船に関する記事の数

は、クルーズ船に関する人々の関心を示す指標iと

して理解できる。 

 ナチス政権でさえ、クルーズ船の概念を取り込

んだ。ハンブルクの造船所のボルハム＆フォス

（Blohm & Voss）はクルーズ船を建設した。

Wilhelm Gustloff（ヴィルヘルム・グストロフ）

号である。この船は「楽しみを通じた強さ

（Strength through Joy）」というナチスの一組織

のために建造された。このナチス組織のアルバい

 
 

てフロント（Arbeiterfront）に属するドイツ人労

働者にクルーズ船旅行を提供することが目的だっ

た。この船では、朝 6 時 20 分に起床し、真夜中

12 時まで、乗客の日課は厳格に管理されていた。

しかし、この船旅はナチスの宣伝作戦の一部だっ

た。この船旅での規定に従わなかった観光客は下

船後に仕事を失う危険があった (Schallenberg 

2005: 10, 30)。 

 第二次世界大戦によりクルーズ船旅行は行われ

なくなった。しかし、アメリカ人は戦争終結後に

クルージング旅行をいち早く取り戻した。そして、

他の国の人々がこの後に続いた。1946 年 6 月 29

日にカリブ海に向けてノルウェー人が所有するス

テラポーラス（Stella Polaris） 号が 180 名の乗

客を乗せて出港した（New York Times, 1946,

‘Luxury Ship off on Cruise Today': 33）。この船

は、戦争の間はドイツに拿捕されたことで有名で

ある。なお、この船は解放後に改装された。 

 クルーズ船の報道に関する第二のピークは

1960～1969 年の間にある。実に 14,413 件の記録

が残っている (ProQuestiiによる数値)。1967 年に

関していえば、315,000 人のアメリカ人が 1966

年から 67 年の冬季にクルーズ旅行をしたことが

ニューヨークタイムズに報じられている。しかし、

新聞報道ではクルーズ船の産業が 1 年につき 5%

という、それ以前の安定した成長が継続しなかっ

たことも記録として読み出せる。 

 クルーズ船のビジネスが衰退したことは、より

幅広い観光産業（より多くの観光地へ飛行機旅行

が増加している可能性を含む）の開発により、相

関しているとは断言できないが、同時期に起った

と考えられよう。 

 

大衆現象としてのクルーズ船による観光旅行 

 

 1980 年代以降に、ウォーターフロントの再生を

賞賛する計画、 クルーズ船の建造、ほとんど知ら

れていない移動労働者の空間の他、脱工業化社会

における社会的および空間的に分断された地域、

が現れた。こうした 1980 年代に起った大きな変

化により、一見したところ別々の開発が相互に結

びつけられた。それは、旧市街地中心部に位置す

るウォータフロントの再開発とクルーズ船の成長

である。 空間的で、かつ社会的な新しい型が効果

的に創り出された。港湾管理者は港湾機能を都市

の郊外に移転させ、コンテナ港を建設した。この

ことで、道路や鉄道による物資の輸送が容易にな

り、都市にあった在来の港は放棄された。都市の

ウォーターフロントとなっているかつての中心地

は、この時点では静かだったが、すぐに活性化す

るための計画が実施される場所となった。同時に、

まさにクルーズ船は伝統的に小規模なエリート集

団が遠くに行くための独占的な交通手段であった。

そうしたなか、クルーズ船は新しい顧客の基盤と

なる中産階級、新しい目的地、そして都市部に港

があることに意義が見出された。新しい輸送手段

と比べれば船は小さく、乗客は港湾都市の歴史的

中心部から、船に乗ることができた。ところが、

こうした船は小さなままではおられなくなった。

すぐさま、新しい要望を船の母港となる都市に求

めた。 

 

 

＜図 2＞再活性化したジェノバのウォータフロン

トエリアでの移動労働者（2012 年） 

 

 1985 年 ま で 最 大 規 模 の ク ル ー ズ 船 は

Carnival's Holiday 号である。46000 トンでタイ

タニック号と同じだが、全長は 727 フィートで、

タイタニック号の全長（883 フィート）と比べる

と短い。2003 年に建造されたクインメリー2 世号

は 225,000 トン（1,188 フィート）で、巨大クル

ーズ船という新しい時代を切り開いた。同時に

Royal Caribbean Oasis 号とその姉妹船の Allure

は、それぞれ 25,000 トンで 1,188 フィートであ

る。 

 これらのクルーズ船は、過去のクルーズ船より

もむしろ、タンカーやコンテナ船に似ている
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（Mouawad 2013）。アルーエ（Allure）号は、大

凡 6300 人の乗客と約 2400 人の乗員を収容でき、

ショッピングモールや水の公園の他、木々の間を

走る滑車、そしてブロードウェー-スタイルの演劇

まで準備されている（Mouawad 2013）。 

 直近の過去 10 年間においてクルーズ船の観光

客数は着実に増えていった。そして、クルーズ船

による観光旅行はマスツーリズムへと展開した。

2012 年、アメリカのクルーズ船は約 1700 万人の

人々を休暇旅行としてエキゾチックな場所へと船

旅を提供した (Mouawad 2013)。この目覚ましい

成長は、新たな顧客を見つける船会社の能力を証

明している。 

1 つの戦略は、類似したプロフィールを持つ人々

にテーマ性のある経験を提供することである。忙

しい経営者達とその家族や、ヘビーメタル音楽の

愛好者でさえ顧客の対象となった(2013 年に TUI 

によって組織された)。 

 2010 年と 2011 年には、MSC によって、独り

親とその子供たちに対して格安の船旅が提供され

た。ひとり親というような非伝統的な家族のニー

ズに対応するクルーズ船産業の姿を提示した。 

 クルーズ船に顧客を引きつけるもう一つの戦略

は、船上で予定されている活動を越えてそれらに

新たな魅力を提供することである。船会社は、航

路上にある港町での乗船者の滞在プログラムをし

っかりと組み立て、船上にいる顧客にみあったプ

ログラムへと調整する。船会社は港町で下請け業

者を雇うこともある。業者は短期訪問客のための

旅行日程をしっかり管理する。そこでは、博物館

など地域の楽しみをもたらす安定した顧客の行動

を確保する。 

 エリートであることを体験することや、より小

さい港に適したより小さい船は未だ多く存在する。

イタリアのクルーズ船会社の Costa 社（イギリス

系アメリカ人の会社だが、世界的な Carnival 

Cruise 社によって 2000 年に買収された）は、ド

イツを基地とする 10 隻のクルーズ船（例えば

2011 年の AIDAsol 号）を進水させた。これら全

ての船は、豪華客船を専門とする Meyer Werft 社

（ドイツの Ems 川の伝統的な造船企業）によっ

て建造された。AIDAsol 号には 1,100 のキャビン

があり、2,580 人の乗客と 611 人の乗務員が乗船

する。より大きな AIDAクルーズ船（AIDAprima）

は 2015 年に市場に参入し、オープニングイベン

トとして、86 日の船旅を提供した。日本の三菱に

よって建造されたので横浜から出港し、スエズ運

河を通りハンブルグに向かった。後にこの船は 7

日間の船旅を提供することになった。 

 クルーズ船の乗客の経験は賞賛され、広い範囲

に及んで宣伝されているが、 これらの船旅の全て

がおとぎ話のような終わりを持つわけではない。

クルーズ船業界に起った失敗に関する報道も行わ

れた。2012 年に、The Costa Concordia 号はイタ

リア沿岸の Giglio の近くで座礁し、30 名の乗客

が死亡した。続いて翌年、 Carnival Triumph 号

はメキシコ湾を数日間漂流し、乗客はアラバマの

モビール（Mobile）港に収容されるまで不快な経

験をした (Brown et al. 2013)。 

 これらの船舶の多くは、運用基準が低い国に登

録されており、国際海事機関（UN の一部）の安

全および運航規則に従うだけで、所有者の公海で

の監視は事実上不可能である。これらの課題とク

ルーズ船に関する社会的、経済的な関連性や労働

との関係については、未だ十分に研究されていな

い。 

 こうした課題と同様に、クルーズ船の多様な乗

客と乗務員が脱工業化社会の港湾都市とウォータ

ーフロントに及ぼす影響に関する研究の価値はよ

り一層高い価値がある。港湾都市は 1990 年代か

ら都市のウォーターフロントと港を観光拠点に転

換し、港と都市を再びつなぎ直すことを目的とす

る祭典の場となっている。公私を問わず、推進者

が提携した官民のパートナーシップにより、祝祭

空間を志向のアーバニズムという新しいビジョン

が創出された（Haussermann/Siebel 1998)。ヨー

ロッパ文化資本プログラム（ the European 

Capital of Culture Programme）やその他の大規

模なイベントにより、彼らはそのビジョンを現実

に実現し始めた。 

 クルーズ船による船旅が成長する以前から、か

つての工業地域や港湾関連施設、倉庫を歴史的な

記念建築物のように再開発する事業が実施された。

ボルチモアと大阪の建築的灯台建設事業やジェノ

バの水族館などの消費と余暇活動の拠点整備が行

われた。 観光のための重要な都市基盤施設とし

て博物館や歴史的建造物は都市の成長に伴い大い

に活躍した。 

 
 

 直近の 10年間で、こうした都市再開発は更に、

観光客から注目を受けた。観光客は、水面から都

市へと到達し、ウォーターフロント地域に新しい

息吹を吹き込んだ。都市は船の乗客によりもたら

される収益を歓迎する。都市としては、乗船客が

1 回の訪問で 84 ユーロ消費し、宿泊を伴う場合に

は 184 ユーロ消費することを絶賛する (Freizeit 

und Touristik 2012, Newsletter 48: 4,‘Genua - 

Ertrage durch Kreuzfahrtschiffe': 1). 

 旅行者の数が増えたことは、都市にとって重要

な経済的な誘導効果をもたらせる。クルーズ船で

来る観光客の都市で過ごす時間は限られているの

で、旅行者向けの商品などは短期間の滞在者の志

向や期待に合致している必要がある。つまり、購

入において十分に再考する時間が旅行者には与え

られておらず、旅行者に対して個別に購入相談に

応じるという時間のかかる消費行動はほとんどと

れない。クルーズ船とは実に効率的な浮遊するス

カイスクレイパー（高層建築）であり、動く小さ

な都市なのである。そこには独自の利権がある。

そして、クルーズ船を見物する人々をウォーター

フロントに引きつけた。 

 新しい類型の多重機能を持つ地区、全く新しい

公共空間、海に関する多様なイベント、クルーズ

船の就航の増加により、地域の政治家、企業、デ

ザインの専門家、報道陣が賞賛する地域を活性化

するシナジー効果が生まれた。クルーズ船による

船旅に対する初期の賞賛と同様に、こうした流れ

は、他のより複雑な都市の開発を促す。都市開発

はクルーズ船産業（非公式な経済とこの産業に従

事する人々を含む）と非常に関連が深い。 

 

 

＜図 3＞ ハンブルグにおけるクルーズ船の日に

行われた花火大会とクルーズ船（2012 年） 

 

 船会社は、かつて何千人もの乗客の乗船地とし

て使われていた敷地を使用する。例えば、このよ

うな歴史的な客船ターミナルは、ベニスとジェノ

バの MSN クルーズ船のハブとして活用されてい

る。他に、近年の新しいターミナルはクルーズ船

観光の成長の象徴として示されている。これらの

新しい、都市の中央部に位置するターミナルは

様々な形態を持ち、それらの多くは店舗、ホテル、

または公共のイベント会場など、様々な用途に対

応し、施設を季節の違いによらず、使用できるよ

うになっている。 

 カナダのバンクーバーにあるターミナルのカナ

ダプレイス（Canada Place）は、こうした種のモ

ールを用いたアプローチを最初に採用した例の一

つであるiii。さらに多くの都市は新たなターミナ

ルをすでに建設した。その結果、我々が言うとこ

ろの、新しいタイプの建築と建築デザインを主導

する設計者を魅了するということが引き起された。

交通、余暇に消費を賞賛し、地方で外国の訪問客

にとっての魅力は、テーマを与えられた展示会や

店舗で生み出される。 

 新たなターミナルの多くはアジアにある。そし

て、周遊船のための目的地としてその地域の重要

性を拡張して、そのうえ新たな物語と彼らのホス

ト都市にとっての魅力を生み出す建築上のビーコ

ンとしてこれらの建築物の重要性を説明すること

を証明する。 

 こうした事例の中で、アジアにおいて特別に設

計された専用のターミナルの例として、日本の首

都からほんの 40 マイル離れた場所で下船できる

横浜大桟橋国際旅客ターミナルを挙げられる。こ

の客船ターミナルは、1995 年に行われた国際コン

ペで、英国のアレハンドロ・ザエラ・ポロ 

（Alejandro Zaera-Polo）とファシッド・ムサヴ

ィ（Farshid Moussavi）がこのコンペに勝利した

結果である。 

 かつての香港空港の近くで高密度な居住地の九

龍城があった地域に建設され、使用が始まったタ

ーミナルもアジアの新しいターミナルの実例であ

る。このターミナルはノーマン・フォスターによ

って設計され、2013 年に使用が始まり、最も大規

模な船舶が停泊できる施設である。そこには都市

を360度にわたり見渡せる屋上庭園も備わってい

る (New York Times, 11 June 2013, ‘Hong 
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Kong's Old Airport reopens': online)。 

 新しい船のターミナルはシンガポールでも開設

された。そして、中国の港湾都市では港湾での活

動を急速に拡大し続け、新しい用途の施設を建設

する競争状態にある。アジアの他の港湾都市の例

として、中間クラスの観光客を対象とするマニラ

のウォーターフロント開発はすでに始まっている

(Van Naerssen 2013)。クルーズ船とその乗客が

増加することで、客船ターミナルは今後、港と都

市を繋ぐインターフェースとなる。現在、新しい

移動する人々の流れは、既存の歴史的な港湾地区

や現代的に改良された新しいウォーターフロント

が持つ利点を活用している。ここでいう、移動す

る人々とは、水夫や移民というよりむしろ観光客

や、エリートや中間層の人々を指し、労働者や無

一文の人々ではない。クルーズ船の旅客は、長距

離の航海を回避するために遠くの場所から飛行機

でやってくる。 

 人々の移動形態は、工業化された世界において

現場労働者という移動型労働者から、余暇旅行を

楽しむ人々へと変化した。こうした変化に応えて、

クルーズ船の観光旅行は、ウォーターフロントと

その活性化に伴う消費者とを関連づけた。しかし、

現場での労働は無くならなかった。それは、観光

旅行は季節的に移動する労働に依存するからであ

る。 

 クルーズ産業においては移動する乗組員と労働

者が存在することが重要であり、これらの労働者

達が占有しなければならない空間があり、クルー

ズ船の観光は歴史的な階級区分を引き継させるこ

とを示している。そこでは「都市の中の都市」が

創り出されている。1987 年にシャノン・ウオール

（Shannon Wall）はクルーズ船の労働者に対す

る搾取の問題について公衆衛生と移民に関する問

題と一緒に、すでに指摘していた (Wall 1987)。 

クルーズ船産業の世界的な急速な成長は、基準や

規制を定める当局と他の当局との間に適用される

ように見えるので、労働者の権利を引き続き脅か

している（Mouawad,2013)。クルーズ船の乗務員

に課せられた状況はとても厳しい(Terry 2009)。

さらに、クルーズ船産業の成長は環境に打撃を与

える。 

 環境問題を扱う活動家達は重油と濾過されてな

いガソリンの使用が環境的に壊滅的な影響を与え

ることを批判する。どちらも、都市住民の健康を

損なうおそれがある(De Luca, 2013)。 

 

 
＜図 4 ＞マリン  ステーション（ Stazione 

Marittima）とクルーズ船 

 

 国家的な規制を制定するためのいくつかの誓願

が米国の米上院に提示された。つまり、クルーズ

船で発生する廃水が処理される必要性が求められ

た。処理された汚水は、港や海水浴などを行う浜

辺など制限された水域で、船から放出されてはな

らない。さらに、汚染水は甲殻類の生息地や珊瑚

礁または他の環境に鋭敏な生物の生息地から 4 海

里以内では放出され流されるべきではない。 

 この2013年の提案は2004年以降に提案された

第 5 次の請求である（US Government, 2013）。

この誓願は、特に無処置の汚水の危険性を説明し

ている。 

 

(9) 1 週間で、3,000 人乗りのクルーズ船

は、約 200,000 ガロンの汚水を排出する。

1,000,000 ガロンの水はシャワーやシンク、

皿洗いの水（一般に、‘中水道用水と言われ

ている）で、8 トン以上の固型廃棄物と有毒

廃棄物がドライクリーニングと写真加工実

験室から生み出され排出されている。 

(10) アラスカの水面で移動している 29

隻の船に関する環境保護局の調査結果によ

れば、汚水の排出は 1 隻につき 1,000 トンか

ら 74,000 ガロンにまで達すると報告されて

いる。平均的には 1 隻につき１日で 21,000

ガロンの汚水を排出しているとされている。 

(11) それら、クルーズ船から頻繁に直接

に海のへ排出される無処置の汚水には栄養

 
 

分、危険物質、や病原体が含まれている。そ

れらはウイルスとバクテリアを含んでいる。

これらに関する規制は全く課されていない。 

 

 しかし、クルーズ船産業に娯楽を提供して気候

変動を無視することは、長い目で見れば逆効果と

なる可能性がある。たとえば、カナダのハドソン

ベイ（Hudson Bay）の氷が減少すると、クルー

ズ船の運賃は安くなるかもしれない。多くの観光

客は、氷原に生きる野生生物を見るためにハドソ

ンベイへの船旅を期待している。もし氷が溶けて

ゆく（こうした気候変化の一部は船自身も原因と

なっている）ならば、野生生物はより一層の北方

へと移動し、クルーズ船は港に注意を払わなくな

るかもしれない(Stewart et al. 2009)。 

 クルーズ船の産業は、直接的にも間接的にも、

新しい施設を要望し、強い経済的な誘導による都

市再開発を通じて、それぞれの場所に対して実質

的な影響を及ぼす可能性がある。同時に、クルー

ズ船の産業は複雑な地域経済の範囲内において非

常に、ひ弱な構成要素なのである。サウスカロラ

イナ州のチャールストンでは、市民が新しい船旅

ターミナルの計画案と戦っている (Severson 

2013)。その理由の一環として、市民はクルーズ

船産業がアメリカのアラバマ州のモビール

（Mobile）から出てゆき、港は十分なビジネスを

引きつけないことを知っているからであることを

挙げている(Severson 2013)。 

 言い換えれば、1980 年代以来のウォーターフロ

ントである港湾の再整備は、クルーズ船観光のブ

ームと深く関係し、都市構造と社会的関係におい

て密接に関わり合っていた。まとめると、1980

年代以降のウォーターフロントとして港の再整備

は、クルーズ船による観光ブームと関連づけられ

ていて、新しい都市構造を構築することと、社会

的な関連を創出する結果をもたらせてしまった。 

 ここで、議論より明確にするために、論点に関

する新しい調査の指針を以下に示す。以下、港湾

都市の分析は地理的、歴史的、空間的に互いに異

なるヨーロッパの港湾都市について議論を展開す

る。一つは、地中海に面するジェノバ、そして北

海に面するハンブルグである。これらの港町は、

既存の港の持つ基礎的な構造を革新的に再利用す

る具体的な事例である。脱工業化時代において、

都市のウォーターフロント開発とクルーズ船開発

に関する近年の有意義な変化が見られる。 

 

地域の（再）対応；ハンブルグとジェノバ 

 

 ハンブルグとジェノバは 19 世紀後半に国際的

な移民者が出発する港町だった。これらの都市は

特に大西洋を横断することにおいて重要な役割を

演じた。両方の港湾都市の基本的な構造は、その

役割にふさわしいものであった。これらの都市は

人口構成の観点から非常に多様であり、地方都市

としての底力のあるアイデンティティを持つ。近

年、これらの港湾都市では機能的な港湾施設を都

市の中心部から外部へと移動させ、都市内のウォ

ーターフロントを再開発し、世界的なクルーズ船

の寄港地として位置づけたことで都市活動は活性

化した。クルーズ船の近年の活況は、都市の季節

労働者のための都市基盤と観光旅行の両面に影響

を及ぼした。 

 船に関するビジネスは都市を形成し、主要な船

会社は本社をそれぞれの都市に設けた。ハンブル

グには、かつて世界的な船会社だったハーパグ〜

ロイド（Hapag-Lloyd）社とアルスター（Alster）

社が、そして、ジェノバのマリーに通り（Via de 

Marini）にコスタ（Costa）社がある。ハンブル

グでは鉄のカーテンが崩壊した後、クルーズ船産

業が急激に成長する以前に、ウォーターフロント

の再整備事業がすでに始まっていた。1985 年に

10 年間の計画と建物と土地の購入が行われた。 

 これらの不動産は市当局の管理下にはなく、ハ

ンブルグセナーテ（Hamburg Senate）が GHS 

(Gesellschaft fur Hafen-und 

Standortentwicklung) という市役所が所有する

会社の管理下にある。この会社は、都市の中心部

に近い388エーカーのウォーターフロント地域に

港と物流を担う事業を立ち上げる役割を担った。

多様なイベントやお祭りは、その地域にこれまで

以上の投資と人々の来訪を意図していた。7 年間

の国際建築博覧会（IBA）は 2013 年に完了した

が、この事業に一環として、ハンブルグ市は持続

的開発を促進し、港湾に近い伝統的な労働者の住

宅地区の再開発を行なった。この住宅地区は多く

の国からの移民労働者が生活の拠点としていた。 

 ハンブルグのウォーターフロントの再整備はク
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ルーズ船関連の産業都市として成長することと強

く結びつきながら行われた。そして、ハンブルグ

は 2014 年に、これまでで最大の 50 万人の乗客を

記録した。2 つの新しいクルーズ船旅客ターミナ

ルは、ハンブルグに事務所を持つ、レイナー・ハ

インケ・ワース（Renner Hainke Wirth）建築事

務所により設計された。このターミナルは、ウォ

ーターフロントを活性化する地域を射程にとり入

れている。エルベ川はこれらのターミナル機能を

持つ地区と港湾作業を行う地域とを分離している。

仮設的な構造のハンブルグ・クルーズセンター

（Hamburg Cruise Centre）である。ハーフェン

シティ（HafenCity）は歴史地域と近年再生され

た旧倉庫群地区に隣接し、そこは今やレジャーと

教育の地域となり、新しい複合機能を備えた都市

となっている（図 5）。第二クルーズ船ターミナル

の、 ハンブルグ・クルーズセンターのアルトナ

（Hamburg Cruise Centre Altona）は 2011 年に

使い始められた（図 6）。そこは、生き生きとした

西部地域にあり、たくさんの人が毎週おとずれる

魚市場の近くで、観光客にも人気がある。この建

物の屋根に、一般の人々が登ることができ、船舶

と河川景観を眺望することができる。他に快適な

空間は川に沿っている。同様に、建築的な観点か

らは、ヘルツォーク&ド・ムーロン（Herzog de 

Meuron）がデザインしたエルプフィルハーモニ

ー・ハンブルク（Elbphilharmonie）のような建

築作品もある(図 7)。 多くの用途施設からなるウ

ォーターフロントの開発は、地方住民によるもの

ではなく、観光客が絶え間なく当地を訪問するこ

とに依拠している。2008 年以降、２年ごとに開催

されるクルーズ船の日のようなイベントは大規模

なイベントで観光客に絶賛されている。 

  2012 年には 7 隻のクルーズ船（2 隻のアイー

ダ（Aida）号とクインメリー二世（Queen Mary II）

号を含む）は、ハンブルグの都市のスカイライン

を背景に、エルベ川をパレードした。パレードで

は、花火が空を彩り、照らされた。そして、ウォ

ーターフロントでは市民と観光客が巨大なパレー

ドをともに眺めた。こうした出来事は新しい都市

空間の時代を証明している。ウォーターフロント

の再開発とクルーズ船による船旅の組合せが特に

明確に示されている。 クルーズ船による観光産業

の成長に伴い新しい移民のタイプが生まれたこと

は、旅行者と労働者、それぞれの人々の間で、第

三旅客ターミナルの建設に関する議論を導いた。

市当局は、このような建物が当時の要望を一致さ

せるだけでなく、クルーズ船による観光客の増加

を促した。この開発事業が市民やクルーズ船の労

働者にとって何を意味するのかは、未だ判然とし

ていない。 

 

 

＜図 5＞ハーフェンシティでのクルーズ船 

 

＜図 6＞アルトナクルーズ船旅客船ターミナル 

 

 
 

＜図 7＞エルベ川とエルベ交響楽団のホール 

 

 ジェノバでは、展覧会やイベントを通じて、それ

まで形態的に切り離されていたウォーターフロン

ト地区と背後の市街地を再び結びつけるための予

算を講じた。この中に、2004 年の資産文化に関す

るイベントも含まれている。2004 年に Culture

行事の Capital を含むこと。 

 1990 年代には古くからの港が放棄された。港湾

機能は約 10km 西へと移転され、ジェノバの自治

体は歴史地区の再建を始めた。市当局は歴史的市

街地を再生した。これは開発途上国から来た移民

のために居住地を整備することであった。移民は、

大多数の高齢者を支える仕事に従事してきた。旧

市街地はの格安の住宅は、エラスムス制度による

国際的な学習プログラムを採っている学生達を引

きつけた。旧市街地の修復事業により、新たな人

材と投資が入ってきた。旧市街地の宮殿は現在、

公共空間として一般に開放されている。さらに、

ユネスコはストラーダ・ノヴァ（Strada Nova）、

現在のガリバルディ通り、のルネッサンスの時代

の建築物群を世界遺産に登録した。 

 ジェノバ港の再活性化は歴史的市街の保存と再

整備とを結びつけ、港の遊歩道と古の時代の宮殿

の個性が強調された。こうした事業は、世界的に

も著名な建築家のレンゾ・ピアノが監修する新し

い建築が示す対比的な関係をも示した。1999 年か

ら 2007 年かけて市当局は歴史的な船舶のターミ

ナルである客船ターミナル（Stazione Marittima）

を再整備した。この場所から実に多くの移民がア

メリカに渡った。この事業は、都市の再開発事業

の一環としても、G8サミットのためでもあった。 

 

 
（図 8）ヴィルヘルム・グストロフ号  

 

 このターミナルが再開したとき、フェリーと当

時増加していたクルーズ船に使われるようになっ

た。この新しくなった港湾施設から旧市街地中心

部へのアクセスが良くなり、そして、ウォーター

フロントにある新しい観光施設（例えば、水族館、

生物圏の他レンゾ・ピアノが設計した造船所のク

レーンのような Bigo）とも結びついた（図 9）。     

 1992 年にコロンブス祭のために、ジェノバはポ

ルタ・デル・モロ（Porta del Molo）にあるかつ

ての綿の倉庫を改修し、公共一般に公開した。そ

れ以来、2012 年の 471,245 からほぼ 800,000 ま

で、ここの船旅観光客の数字は、2 倍になった。

ジェノバ市の市長のマルコ・ドリアは新しい観光

を経済的効果の観点から歓迎し、市当局は、こう

した変化を維持するために次の事業を承認した。

市のアフレソコ（Affresco）計画とは、再びレン

ゾ・ピアノによって作成され、古くからの港とボ

ルトリ（Voltri）にある新港を統合しようとする

ものであった。この計画では、高速道路と海上空

港、後背地にある鉄道線路からの連携を刷新し、

拡大する提案が含まれていた。この建設的な計画

がたとえ受け入れられるとしても、この大規模な

建築上の事業はまだ実行されていない(Hillmann 

2011b)。 

 

 

＜図 9＞ジェノバのウオーターフロント地区 

  

 こうした新しい構築環境はクルーズ船観光とも

部分的に関連する。コスたくルイス（Costa Cruis）

社は「娯楽的教育の経験」と呼ばれる水族館を経

営している。このことは、ウォーターフロントの

現代的な管理構造の一例でしかないが、建築、政

治、ビジネスがより深く絡み合う事例であり、都
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市の交通と都市開発に関わる物語の実例なのであ

る。 

 

結論：古い交通施設を使う新しい交通 

 

 ジェノバやハンブルクのような港湾都市では、

これらの都市の空間的-社会的組織の観点から、新

しい人々の交易の類型を記録し、 最近の大規模な

クルーズ船観光の発展に伴う歴史的なウォーター

フロント地域の変容を見ることができる。 

 現在の空間的な変化は、社会的-経済的な再構築

と分極化と共に展開している。この展開は、より

一層国際化される労働市場とも関係がある。これ

らは、クルーズ船による旅行産業を支える低賃金

労働を認めることになり、この分野は今後、より

一層、研究される必要がある。クルーズ船では、

季節的に移動する乗組員に対してその船が登録さ

れている場所にある船会社は給料を支払う。こう

した乗組員は、海上輸送という移動性を経験する

富裕な観光客のために働いている。港湾都市はそ

れ自体、新しい経済を発展させ、食物、お土産、

多様な役務を短期の観光客に提供するために発展

させた。この経済は、部分的に移動労働者と日雇

い労働者に依存している。ハンブルグでは、移動

する日雇いの季節労働者は港で仕事を求め、不安

定な雇用の元で最小限の報酬を受ける (TAZ 

2011)。 

 ジェノバでは不安定な移民労働者達が非公式な

経済圏において港湾施設と観光産業のために働い

ている。移住者の国を越えたネットワーク、送金

による貨幣価値の保、そして、情報の交換は労働

者の定常的な移動と観光客の流れとは対比的であ

る。最も多くの移動労働者は、労働集約型の産業、

つまり観光客を束縛した産業で働いている。労働

者の一部はきれいな船で働くが、他には、旅行代

理店、都市のガイドとして働く。都市学に関する

文献は、クルーズ船の産業が生み出す詳細な物理

的な変更を強調する。  

 ところが、社会的規模の都市的な変容はほとん

ど報告されておらず、分析もなされていない。 

 象徴的なものと物質的な様々な種類の関連を調

査した研究はほとんど行われていないが、 クルー

ズ船産業を通じた港湾都市の変革が推進されてい

る。要約すると、以下のように言える。 

 船会社と市役所はともに、巨大な船を都心部に

戻して、ウォーターフロントに面する歴史的な都

市の中心市街地とその都市の再開発事業を見世物

にすることを考えていた。巨大な実務的な船が物

資を運び届け、別の物資を送り出す場所が都市の

中心部にあった。今や、巨大な水平的なスカイス

クレイパーであるクルーズ船が再活性化された古

い港に旅行者を運んでゆく。古くからの労働と余

暇のパターンの代わりに、クルーズ船の産業は、

新しい移動性のある通路とネットワークを確立し

ている。そこで、クルーズ船は世界的に展開する

コンテナ輸送が確立した後に放棄された都市の港

を経済的に甦らせることを助けている。時々、一

部の市民はこうした都市全体の構造の変容に関し

て疑問を呈する。つまり、政治家、プランナーと

企業家達はこうした変容に賛同し、それらを助長

しようと探求する。 

 ところが、ベニスのような都市の一般的な住民

はこうした流れに対して抗議するための組織を、

しばしば、立ち上げることとなる。ベニスでは、

毎日、クルーズに反対する気持ちが強く市民自身

が海に飛び込み、カナーレジュデッカ（Canale 

Giudecca）とサン・マルコ（San Marco）を航行

する 9 つかそれ以上の船舶の通過を妨げることを

望んでいるくらいである（Corriere del Veneto 

2013）。反クルーズ船の団体である「No Grande 

Navi」と「No Global」は、船の振動がヴェネツ

ィアの歴史的建造物に損害を与えていると主張し、

巨大な船が水入れ替えることにより市街地のある

島の水位が上昇していると主張している 

(Pichler 2012)。抗議する人々、そしてベニスの変

化する生活環境に関するピッチラー（Pichler）の

ドキュメンタリーがあり、そして多くの住む住民

らが都市政策から隔離されていると感じていると

いう警告もある(前掲)。計画者達は、一部の裕福

な訪問客の一時的な欲望に賛同し都市生活の質に

関して無視することを、こうした人々は恐れてい

る。このような抗議や反論があるにもかかわらず、

クルーズ船観光の計画された増加は都市のウォー

ターフロントに関する総合的な変化が続くであろ

うと考えられる。 

 都市の行政当局が観光客と（一部の）地元住民の

ためにウォーターフロントにアクセスしやすくす

るために水面を埋め立て、再定義したことにより、

 
 

港湾地区は世界の人々がよく知る場所へとなって

いった。しかし、ここで、地方自治体がすべきこ

とは、地域住民と観光客の利益のために新たなタ

イプの移住者が存在するという潮流を統合する方

法を見出すことなのである。 

 クルーズ船観光は、このように、新しい問題と

古くからある課題を投げかける。課題とは、歴史

的に分断されてきた人々の集団に関する問題であ

る。都市の中の都市という課題もある。そして、

それらに関連する多くの移動性を持つ住民の流れ

なのである。港湾都市の物理的な環境の変化はク

ルーズ船産業により引き起こされ、ウォーターフ

ロントと港湾都市に関わる物語が変化している。 

 世界や地域の指導者、政治家、船会社、そして

環境専門家達はクルーズ船旅行者の需要を導き出

すためにウォーターフロントと都市を変化させ、

クルーズ船観光自体の変化を誘導するためにも、

クルーズ船を利用している。そこでは、市民と労

働者、移住労働者の都市空間と市民生活および労

働条件が書き直され続けている。 
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*Note on this article 

 
本論考は、本国際学術会議の記録の一部として下記文献に掲載

されたカローラ・ハイン＆フェリシタス・ヒルマン(Carola 

Hein and Felicitas Hillmann)による"The Missing Link：
Redevelopment of the Urban Waterfront as a Function of 
Cruise Ship Tourism"の原著論文として引用し、北尾靖雅が日

本語に翻訳した。 
＜元著書名＞"Waterfronts Revisited：European ports in a 
historic and global perspective",Edited by Heleni 

Porfyriou, Marichela Sepe, Routledge,2017 
 

                                                     
i プログエスト新聞歴史資料（ProQuest Historical Newspapers）
で「クルーズ船」を検索した。1930 年から 1939 年にかけて

12,852 件の記事があり、記事数のピークは 1935 年だった。 
ii プログエスト新聞歴史資料（ProQuest Historical Newspapers）
で 1960 年から 1969 年にかけて 14,413 件の記事があった。ク

ルーズ船に関する記事数は、2000 年から 2009 年にかけてや

や少なく、約 5,037 件だっただった。 
iii See http://www.canadaplace.ca. 
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歴
史
を
生
か
せ

ふ
る
さ
と
納
税

▲ヨコハマ創造都市センター：旧第一銀行横浜支店（中区）

横浜の歴史的建造物を応援してみませんか。
事業の概要
横浜市では全国に先駆け、昭和63年に要綱を設置し「歴史を生かした
まちづくり」を進めてきました。そして、平成28年度から“ふるさと
納税”を導入した「歴史的景観保全活用事業」を始めています。
寄付金は歴史的建造物の内部を改修する「リノベーションに対する助
成金」や、街なかの歴史的建造物を紹介する「サイン・説明板」の設
置などに充てています。

返礼品について
5000円以上の寄付で「歴史を生かした
まちづくり」の広報冊子※を差し上げて
います。詳しくは都市デザイン室のウェ
ブサイトを御覧ください。
※2017年10月現在「都市の記憶 横浜の
近代建築（Ⅰ）復刻版」

具体的なふるさと納税の方法は、裏面を御覧ください。
問  合  せ ： 横 浜 市 都 市 デ ザ イ ン 室　tel 045-671-2023　 tb-toshidesign@city.yokohama.jp
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横浜市「歴史を生かしたまちづくり」への寄附のお願い

「ふるさと納税制度」を活用して歴史的景観保全活用事業に寄付ができます 

 寄付をしていただくと税制上の優遇措置が受けられます

 みなさまの寄付をもとに歴史的建造物の保全活用のための助成を行います

 横浜市民でも、横浜市に対してふるさと納税をすることができます

tb-rekishifurusato@city.yokohama.jp

横浜市 都市整備局 都市デザイン室（ 横浜市中区港町 1-1 横浜市庁舎 6階 ）■問合せ

税務署に行かなくても
控除が受けられる

ワンストップ特例

91
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　「歴史を生かしたまちづくりファンド」は、

皆さまの貴重なご寄付によって成り立ちます。

　「歴史を生かしたまちづくりファンド」に

造成された基金は、歴史的資産等の調査、

修理、取得、管理、啓発等に関するプロジェ

クトに使用いたします。

　横浜歴史資産調査会は内閣府認定の公

益社団法人であり、免税団体です。「歴史

を生かしたまちづくりファンド」への寄附金

は、税法上の優遇措置（寄附金控除）を

受けることができます。お申し込みの方は、

事務局まで住所等連絡先をお知らせくださ

い。横浜を愛する皆さまのご支援をよろし

くお願いいたします。

「歴史を生かしたまちづくりファンド」への寄附のお願い

●個　人：一口 3,000円　
●団体・企業等：一口 100,000円
●振込先：横浜銀行 県庁支店 
　　　　　普通口座 6046423
　　　　　「歴史を生かしたまちづくりファンド」
【お問い合わせ先】
公益社団法人横浜歴史資産調査会  事務局
〒231-0012  横浜市中区相生町3-61  泰生ビル405号室
TEL／ FAX : 045-651-1730　 
E-mail：yh-info@yokohama-heritage.or.jp

　弧を描くように大岡川の水面に影を映す

「野毛都橋商店街ビル」はまさに野毛のラ

ンドマーク的存在の歴史的建造物である。

昭和39（1964）年10月に開催された東京

オリンピックに合わせ、周辺の屋台等の店

舗を収容する施設として建設された。以来、

その独特の景観から多くの皆様に愛されて

きた。この度、縁あって公益財団法人横

浜市建築助成公社からの寄贈により「野毛

都橋商店街ビル」を当公益社団法人横浜

歴史資産調査会が取得することになった。

寄贈を前に同助成公社が耐震補強工事や

改修工事を実施することによって50数年を

経た建物とは思えないほど立派になった。

現在、営業中の店舗は60軒、協同組合

が管理をおこなっている。今後は、関係

の皆様と力を合わせて「野毛都橋商店街

ビル」を野毛の歴史的景観の核として末永

く保全して参りたい。ぜひ、ご支援、ご

協力のほどお願いいたします。

野毛都橋商店街ビルを保存活用のため当公益社団が取得

大岡川からの都橋商店街ビル 夜は憩いの場として輝く

　シルクロード・ネットワーク協議会を

発足してから3年、本年のフォーラムは、

東北地方の蚕種・養蚕の拠点であった

福島市で「信達地方　絹文化をいかした

まちづくり」をテーマとして開催した。

フォーラムには全国から会員や福島市民

の皆様約120名が参加。福島市長小林

香氏の挨拶で福島地方が養蚕で発展し

た様子を語られ、講演や事例報告を含

め会場は熱気に包まれた。見学会では、

福島市民家園で「奥州座操り器」を使用

した糸取りや手織りを体感。また、福

島市郊外の養蚕農家を訪ねた。晴天に

も恵まれ有意義な交流の場となった。

なお、来年は山形県鶴岡市で開催予定。

シルクロード・ネットワーク・福島2017フォーラムを開催
   平成29年7月8日（土）  福島市民家園、福島市内の養蚕農家等の視察
   同9日（日）  講演・事例報告（於 コラッセ福島）
公益社団法人横浜歴史資産調査会、NPO法人街・建築・文化再生集団（RAC）
シルクロード・ネットワーク・ふくしまフォーラム実行委員会
福島民報社、福島市教育委員会
福島県教育委員会、伊達市・二本松市・川俣町・桑折町・国見町の各教育委員会
村川友彦氏（本フォーラム実行委員長）、脇坂隆一氏（国土交通省都市局国際緑地環境
対策官）、佐滝剛弘氏（高崎経済大学特命教授）
　　新庄市、鶴岡市、日野市、横浜市緑の協会、入間市，上田市、千曲市、川越市、

　　　　   後藤 治氏（工学院大学理事長）、米山淳一（当公社団 常務理事）

●開催日：

●主催：

●共催：
●後援：
●講演：

●事例報告：
　前橋市、福島市、伊達市、二本松市、国見町、（株）齋栄織物（川俣町）、福島市民家園 ほか
●コーディネーター： 

　横浜市はマレーシア国セベランプライ

市※1から歴史的な景観を活かした都市計

画の策定について協力要請があったことを

受け、「JICA草の根技術協力事業（地域

活性化特別枠）」に応募、平成27（2015）

年7月に採択された。

　事業名は「セベランプライ市の歴史・自

然を生かしたまちづくりプロジェクト～『横

浜の都市デザイン』新興国へのノウハウ移

転」。JICA、横浜市立大学のほか民間団

体である「横浜セベランプライ友好委員

会」や専門家などと連携し、セベランプラ

イ市の職員に歴史を生かしたまちづくりを

はじめとした都市デザインの手法について

技術移転し、かつて交易・商業の街とし

て栄えたブキマタジャン地区旧市街地のモ

デル的な街並み整備を目的としている。事

業期間は平成 27（2015）年12月から平成

30（2018）年12月までの3か年。これまで

に2回の受入研修と6回の

専門家派遣を行っている。

　そもそも横浜とセベランプ

ライ市の縁はマイムナー・モ

ハド・シャリフ前市長が、

セベランプライ市の対岸に

あるペナン市の都市計画職

員であったことにある。

　昭和57（1982）年に横浜

で開催された第1回アジア

太平洋都市会議に当時のペ

ナン市助役が参加し、横浜

の都市づくりを体感したこと

などをきっかけに「横浜市・

ペナン市技術職員交流事

業」が調印された。昭和61

（1986）年度から交流事業

が始まり、「都市デザイン」な

どのテーマにあわせ、両市

の技術職員が相互に3か月

間滞在し、共同で課題に取

り組んだ。

　最初の取組は、ジョージタウン周辺のイ

ギリス・ビクトリア朝期の建築群や1階部

分に回廊状の歩行空間を持つショップハウ

スと呼ばれる建築群を保全活用し、地区

全体の歩行者ネットワークを形成すること

であった※2。この時の交流職員の一人がマ

イムナー前市長であり、のちにペナン市の

都市計画局長として、平成 20（2008）年、

ジョージタウンを世界遺産に導いている。

　横浜市からの提案活動が多少なりともこ

の一助となっているとするならば、横浜の

「歴史を生かしたまちづくり」が海を渡った

と誇ることもできるであろう。

海を渡る横浜の
「歴史を生かしたまちづくり」

セベランプライ市職員受入研修

都橋商店街ビル
撮影：米山淳一
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11月30日発行
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「歴史を生かしたまちづくり相談室」受付中!! 皆様からのご相談をお待ちしています。
【連絡先】公益社団法人 横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）内
「歴史を生かしたまちづくり相談室」 〒231-0012 横浜市中区相生町3-61 泰生ビル405号室
TEL／ FAX：045-651-1730　E-mail：yh-info@yokohama-heritage.or.jp

相談室
歴史を生かしたまちづくり

　野毛を代表する名店街として、多くのメディアに取り上げら

れる都橋商店街ビル。大岡川のカーブにあわせて川に突き出

した2階建ての建物には、狭い間口の飲食店がずらりとならび、

毎晩多くの常連客を集めている。正式名称は「野毛都橋商

店街ビル」という。もとは野毛の路上で営業していた露店を収

容するために、昭和39（1964）年に建設された共同店舗である。

　終戦後の野毛は、横浜最大の露店指定地域であり、多く

の人びとが食料や衣料品などを求めて集まっていた。やがて

桜木町駅周辺の都市整備の過程で、露店の整理が議論さ

れるようになり、桜川沿いのカストリ横丁をはじめ一部の店舗は、

昭和28（1953）年2月に完成したコンクリートブロック2階建て

の共同店舗「桜木町デパート」（のち昭和47（1972）年に解体。

現在の桜木町駅前駐車場付近）へと移転した。

　しかし、依然として路上では多くの露店が営業しており、道

路を不法占拠している状態が続いていた。昭和30年代に入

ると、露店の撤去を求める地元の商店街組合の運動が活発

になり、一向に代替地の調整が進まない状況に不満を募らせ

た同組合は、市に対して行政訴訟を準備するまでになっていた。

　事態が動きはじめたのは、昭和38（1963）年4月に市長

が飛鳥田一雄へと交替してからである。当時営業していた

60数店舗の露店は、交渉の結果、大岡川沿いの都橋から

宮川橋にかけての旧荷揚場へ移転することに合意し、河川

敷の上空および道路用地を占用して、「附近環境に適応し、

特に美観を損せざるよう商店街を形成する」こととなった。

翌年の東京オリンピック開催までに露店を撤去したい市の意

向のもと、昭和38（1963）年中に、軽量鉄骨造2階建ての「野

毛宮川町共同商店街ビル（仮称）」の基本設計が完了し、

翌39（1964）年から工事が着工した。建設は市の依頼によ

り財団法人横浜市建築助成公社がおこなった。設計は株

式会社創和建築設計事務所で、昭和39（1964）年5月9

日付けの図面には、責任者および設計者として吉原慎一郎

の名前が記されている。

　こうして野毛の露店は、オリンピック開幕直前の昭和39

（1964）年10月9日いっぱいで営業を終了し、翌10日に露店

撤去式がおこなわれた。11月21日には完成したビルの落成

式がおこなわれ、1階部分には靴、鞄、衣料品などの売店が、

2階部分には喫茶、軽食などの店舗が入り、営業を開始した。

東京オリンピックにあわせて建設されたと紹介されることが多

い都橋商店街ビルであるが、最終的なタイミングがそうであっ

たにせよ、野毛地区の歴史を振りかえれば、戦災復興期の

都市整備で積み残された課題が、東京オリンピックを機会に

ようやく解決したものであったと理解できよう。

　こうした戦後の露店収容建築としては、昭和20年代に東

京都の露店整理事業で建設された共同建築が知られるが、

上野の山の斜面地を敷地とする上野広小路商業協同組合ビ

ル（通称「西郷会館」、昭和27（1952）年竣工、設計：土

浦亀城、平成22（2010）年解体）と同じく、都橋商店街ビル

も河川および道路上というきわめて特殊な立地を特徴としてい

る。その敷地の制約を最大限に活かすことで、河川に沿っ

て建物が弓型に張り出す独特のかたちが生まれた。

　また設計段階から市・公社・露天商のあいだで建物の美

観について協議がなされていた点にも目を向けたい。当初は

1階2階とも店舗の正面を道路側に向ける案も検討されてい

たが、最終的には2階店舗の正面を河川側に設定することで、

道路側と河川側の両面に表情をもつ建築となった。長さ90m

におよぶ連続した曲面ファサードは商店街としての一体感をう

みだし、吉田町から都橋を渡って野毛にいたる際のアイキャッ

チとして、魅力的な景観をつくりだしている。

　この都橋商店街ビルが、昨年横浜市の歴史的建造物に

登録された。戦後建築としては横浜市で初めての登録である。

竣工から50年以上が経ったのであるから、歳月だけを見れ

ば立派な歴史的建造物であるが、戦後建築の登録第1号と

聞くと、やや意外な感じを受けるかもしれない。

　横浜の戦後建築といえば、まっさきに神奈川県立音楽堂・

図書館（昭和 29（1954）年竣工、設計：前川國男）や横

浜市庁舎（昭和34（1959）年竣工、設計：村野藤吾）など

のモダニズム建築を思い浮かべる人は多いのではないか。

また東京の国立西洋美術館（昭和34（1959）年竣工、設計：

ル・コルビュジエ）が世界遺産に登録されたことで、それま

で建築に関心がなかった人びとにも戦後のモダニズム建築

の存在が知られるようになったであろう。

　一方で、建築はつねに人びとの営みとともにあるのだから、

その歴史的評価には設計者の固有名詞や造形・理念・技

術だけではなく、その建築が生み出された地域や社会への

視点が不可欠であろう。都橋商店街ビルの場合は、露店整

理という野毛特有の時代背景をもとに誕生した建築であり、

その歴史性は特殊な立地と造形に端的に表れている。そし

て飲食街としての野毛の発展とともに、現在も地域に根ざし、

人びとから愛されている。人びとから愛されなければ、どんな

建築でも後世に伝えることは難しい。

　このたび都橋商店街ビルは、歴史的建造物として保存活

用のため、あらたに公益社団法人横浜歴史資産調査会の

所有となった。野毛の戦後史が刻まれた歴史的建造物として、

都橋商店街ビルの灯がこれからも輝き続けることを期待したい。

公益社団法人 横浜歴史資産調査会のとりくみ
───YOKOHAMA HERITAGE───

──野毛の戦後史が刻まれた共同店舗
横浜都市発展記念館　主任調査研究員 青木 祐介

国吉直行（横浜市立大学特別契約教授・都市デザイナー） 
桂 有生（横浜市都市整備局都市デザイン室）

COLUMN

※1：セベランプライ市：人口約86万人（マレー
シア第2位）、面積約738Km。アジア屈指
のリゾート地であるペナン島（ペナン市）とは
橋でつながっている対岸に立地する。

※2：この提案は平成10（1998）年にマレーシア
政府の全額補助事業としてキャンベルスト
リートで実現した。

セベランプライ市ブキマタジャン地区

ジョージタウンキャンベルストリート

関係者記念撮影

小林香 福島市長の挨拶 大会プログラム

Y O K O H A M A

歴 史 を 生 か し た ま ち づ く り

横濱新聞

都橋商店街ビル
撮影：米山淳一

平成29［2017］年
11月30日発行

Since 1989

　「歴史を生かしたまちづくりファンド」は、

皆さまの貴重なご寄付によって成り立ちます。

　「歴史を生かしたまちづくりファンド」に

造成された基金は、歴史的資産等の調査、

修理、取得、管理、啓発等に関するプロジェ

クトに使用いたします。

　横浜歴史資産調査会は内閣府認定の公

益社団法人であり、免税団体です。「歴史

を生かしたまちづくりファンド」への寄附金

は、税法上の優遇措置（寄附金控除）を

受けることができます。お申し込みの方は、

事務局まで住所等連絡先をお知らせくださ

い。横浜を愛する皆さまのご支援をよろし

くお願いいたします。

「歴史を生かしたまちづくりファンド」への寄附のお願い

●個　人：一口 3,000円
●団体・企業等：一口 100,000円
●振込先：横浜銀行 県庁支店
　　　　　普通口座 6046423
　　　　　「歴史を生かしたまちづくりファンド」
【お問い合わせ先】
公益社団法人横浜歴史資産調査会  事務局
〒231-0012  横浜市中区相生町3-61  泰生ビル405号室
TEL／ FAX : 045-651-1730　 
E-mail：yh-info@yokohama-heritage.or.jp

　弧を描くように大岡川の水面に影を映す

「野毛都橋商店街ビル」はまさに野毛のラ

ンドマーク的存在の歴史的建造物である。

昭和39（1964）年10月に開催された東京

オリンピックに合わせ、周辺の屋台等の店

舗を収容する施設として建設された。以来、

その独特の景観から多くの皆様に愛されて

きた。この度、縁あって公益財団法人横

浜市建築助成公社からの寄贈により「野毛

都橋商店街ビル」を当公益社団法人横浜

歴史資産調査会が取得することになった。

寄贈を前に同助成公社が耐震補強工事や

改修工事を実施することによって50数年を

経た建物とは思えないほど立派になった。

現在、営業中の店舗は60軒、協同組合

が管理をおこなっている。今後は、関係

の皆様と力を合わせて「野毛都橋商店街

ビル」を野毛の歴史的景観の核として末永

く保全して参りたい。ぜひ、ご支援、ご

協力のほどお願いいたします。

野毛都橋商店街ビルを保存活用のため当公益社団が取得

大岡川からの都橋商店街ビル 夜は憩いの場として輝く

　シルクロード・ネットワーク協議会を

発足してから3年、本年のフォーラムは、

東北地方の蚕種・養蚕の拠点であった

福島市で「信達地方　絹文化をいかした

まちづくり」をテーマとして開催した。

フォーラムには全国から会員や福島市民

の皆様約120名が参加。福島市長小林

香氏の挨拶で福島地方が養蚕で発展し

た様子を語られ、講演や事例報告を含

め会場は熱気に包まれた。見学会では、

福島市民家園で「奥州座操り器」を使用

した糸取りや手織りを体感。また、福

島市郊外の養蚕農家を訪ねた。晴天に

も恵まれ有意義な交流の場となった。

なお、来年は山形県鶴岡市で開催予定。

シルクロード・ネットワーク・福島2017フォーラムを開催
   平成29年7月8日（土）  福島市民家園、福島市内の養蚕農家等の視察
   同9日（日）  講演・事例報告（於 コラッセ福島）
公益社団法人横浜歴史資産調査会、NPO法人街・建築・文化再生集団（RAC）
シルクロード・ネットワーク・ふくしまフォーラム実行委員会
福島民報社、福島市教育委員会
福島県教育委員会、伊達市・二本松市・川俣町・桑折町・国見町の各教育委員会
村川友彦氏（本フォーラム実行委員長）、脇坂隆一氏（国土交通省都市局国際緑地環境
対策官）、佐滝剛弘氏（高崎経済大学特命教授）
　　新庄市、鶴岡市、日野市、横浜市緑の協会、入間市，上田市、千曲市、川越市、

　　　　   後藤 治氏（工学院大学理事長）、米山淳一（当公社団 常務理事）

●開催日

●主催：

●共催：
●後援：
●講演：

●事例報告　
前橋市、福島市、伊達市、二本松市、国見町、（株）齋栄織物（川俣町）、福島市民家園 ほか
●コーディ　　　　　　　　  

横浜市はマレーシア国セベランプライ

市※1から歴史的な景観を活かした都市計

画の策定について協力要請があったことを

受け、「JICA草の根技術協力事業（地域

活性化特別枠）」に応募、平成27（2015）

年7月に採択された。

　事業名は「セベランプライ市の歴史・自

然を生かしたまちづくりプロジェクト～『横

浜の都市デザイン』新興国へのノウハウ移

転」。JICA、横浜市立大学のほか民間団

体である「横浜セベランプライ友好委員

会」や専門家などと連携し、セベランプラ

イ市の職員に歴史を生かしたまちづくりを

はじめとした都市デザインの手法について

技術移転し、かつて交易・商業の街とし

て栄えたブキマタジャン地区旧市街地のモ

デル的な街並み整備を目的としている。事

業期間は平成 27（2015）年12月から平成

30（2018）年12月までの3か年。これまで

に2回の受入研修と6回の

専門家派遣を行っている。

　そもそも横浜とセベランプ

ライ市の縁はマイムナー・モ

ハド・シャリフ前市長が、

セベランプライ市の対岸に

あるペナン市の都市計画職

員であったことにある。

　昭和57（1982）年に横浜

で開催された第1回アジア

太平洋都市会議に当時のペ

ナン市助役が参加し、横浜

の都市づくりを体感したこと

などをきっかけに「横浜市・

ペナン市技術職員交流事

業」が調印された。昭和61

（1986）年度から交流事業

が始まり、「都市デザイン」な

どのテーマにあわせ、両市

の技術職員が相互に3か月

間滞在し、共同で課題に取

り組んだ。

　最初の取組は、ジョージタウン周辺のイ

ギリス・ビクトリア朝期の建築群や1階部

分に回廊状の歩行空間を持つショップハウ

スと呼ばれる建築群を保全活用し、地区

全体の歩行者ネットワークを形成すること

であった※2。この時の交流職員の一人がマ

イムナー前市長であり、のちにペナン市の

都市計画局長として、平成 20（2008）年、

ジョージタウンを世界遺産に導いている。

　横浜市からの提案活動が多少なりともこ

の一助となっているとするならば、横浜の

「歴史を生かしたまちづくり」が海を渡った

と誇ることもできるであろう。

海を渡る横浜の
「歴史を生かしたまちづくり」

セベランプライ市職員受入研修

4 1発行：横浜市都市整備局都市デザイン室  横浜市中区港町1-1  TEL 045-671-2023  FAX 045-664-4539　   編集協力：公益社団法人 横浜歴史資産調査会 （YOKOHAMA HERITAGE）　 デザイン・制作：アルファデザイン
Design by : alpha design

「歴史を生かしたまちづくり相談室」受付中!! 皆様からのご相談をお待ちしています。すす
【連絡先】公益社団法人 横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）内
「歴史を生かしたまちづくり相談室」 〒231-0012 横浜市中区相生町3-61 泰生ビル405号室
TEL／ FAX：045-651-1730　E-mail：yh-info@yokohama-heritage.or.jp

相談室
歴史を生かしたまちづくり

野毛を代表する名店街として、多くのメディアに取り上げら

れる都橋商店街ビル。大岡川のカーブにあわせて川に突き出

した2階建ての建物には、狭い間口の飲食店がずらりとならび、

毎晩多くの常連客を集めている。正式名称は「野毛都橋商

店街ビル」という。もとは野毛の路上で営業していた露店を収

容するために、昭和39（1964）年に建設された共同店舗である。

　終戦後の野毛は、横浜最大の露店指定地域であり、多く

の人びとが食料や衣料品などを求めて集まっていた。やがて

桜木町駅周辺の都市整備の過程で、露店の整理が議論さ

れるようになり、桜川沿いのカストリ横丁をはじめ一部の店舗は、

昭和28（1953）年2月に完成したコンクリートブロック2階建て

の共同店舗「桜木町デパート」（のち昭和47（1972）年に解体。

現在の桜木町駅前駐車場付近）へと移転した。

しかし、依然として路上では多くの露店が営業しており、道

路を不法占拠している状態が続いていた。昭和30年代に入

ると、露店の撤去を求める地元の商店街組合の運動が活発

になり、一向に代替地の調整が進まない状況に不満を募らせ

た同組合は、市に対して行政訴訟を準備するまでになっていた。

事態が動きはじめたのは、昭和38（1963）年4月に市長

が飛鳥田一雄へと交替してからである。当時営業していた

60数店舗の露店は、交渉の結果、大岡川沿いの都橋から

宮川橋にかけての旧荷揚場へ移転することに合意し、河川

敷の上空および道路用地を占用して、「附近環境に適応し、

特に美観を損せざるよう商店街を形成する」こととなった。

翌年の東京オリンピック開催までに露店を撤去したい市の意

向のもと、昭和38（1963）年中に、軽量鉄骨造2階建ての「野

毛宮川町共同商店街ビル（仮称）」の基本設計が完了し、

翌39（1964）年から工事が着工した。建設は市の依頼によ

り財団法人横浜市建築助成公社がおこなった。設計は株

式会社創和建築設計事務所で、昭和39（1964）年5月9

日付けの図面には、責任者および設計者として吉原慎一郎

の名前が記されている。

　こうして野毛の露店は、オリンピック開幕直前の昭和39

（1964）年10月9日いっぱいで営業を終了し、翌10日に露店

撤去式がおこなわれた。11月21日には完成したビルの落成

式がおこなわれ、1階部分には靴、鞄、衣料品などの売店が、

2階部分には喫茶、軽食などの店舗が入り、営業を開始した。

東京オリンピックにあわせて建設されたと紹介されることが多

い都橋商店街ビルであるが、最終的なタイミングがそうであっ

たにせよ、野毛地区の歴史を振りかえれば、戦災復興期の

都市整備で積み残された課題が、東京オリンピックを機会に

ようやく解決したものであったと理解できよう。

　こうした戦後の露店収容建築としては、昭和20年代に東

京都の露店整理事業で建設された共同建築が知られるが、

上野の山の斜面地を敷地とする上野広小路商業協同組合ビ

ル（通称「西郷会館」、昭和27（1952）年竣工、設計：土

浦亀城、平成22（2010）年解体）と同じく、都橋商店街ビル

も河川および道路上というきわめて特殊な立地を特徴としてい

る。その敷地の制約を最大限に活かすことで、河川に沿っ

て建物が弓型に張り出す独特のかたちが生まれた。

　また設計段階から市・公社・露天商のあいだで建物の美

観について協議がなされていた点にも目を向けたい。当初は

1階2階とも店舗の正面を道路側に向ける案も検討されてい

たが、最終的には2階店舗の正面を河川側に設定することで、

道路側と河川側の両面に表情をもつ建築となった。長さ90m

におよぶ連続した曲面ファサードは商店街としての一体感をう

みだし、吉田町から都橋を渡って野毛にいたる際のアイキャッ

チとして、魅力的な景観をつくりだしている。

　この都橋商店街ビルが、昨年横浜市の歴史的建造物に

登録された。戦後建築としては横浜市で初めての登録である。

竣工から50年以上が経ったのであるから、歳月だけを見れ

ば立派な歴史的建造物であるが、戦後建築の登録第1号と

聞くと、やや意外な感じを受けるかもしれない。

横浜の戦後建築といえば、まっさきに神奈川県立音楽堂・

図書館（昭和 29（1954）年竣工、設計：前川國男）や横

浜市庁舎（昭和34（1959）年竣工、設計：村野藤吾）など

のモダニズム建築を思い浮かべる人は多いのではないか。

また東京の国立西洋美術館（昭和34（1959）年竣工、設計：

ル・コルビュジエ）が世界遺産に登録されたことで、それま

で建築に関心がなかった人びとにも戦後のモダニズム建築

の存在が知られるようになったであろう。

　一方で、建築はつねに人びとの営みとともにあるのだから、

その歴史的評価には設計者の固有名詞や造形・理念・技

術だけではなく、その建築が生み出された地域や社会への

視点が不可欠であろう。都橋商店街ビルの場合は、露店整

理という野毛特有の時代背景をもとに誕生した建築であり、

その歴史性は特殊な立地と造形に端的に表れている。そし

て飲食街としての野毛の発展とともに、現在も地域に根ざし、

人びとから愛されている。人びとから愛されなければ、どんな

建築でも後世に伝えることは難しい。

　このたび都橋商店街ビルは、歴史的建造物として保存活

用のため、あらたに公益社団法人横浜歴史資産調査会の

所有となった。野毛の戦後史が刻まれた歴史的建造物として、

都橋商店街ビルの灯がこれからも輝き続けることを期待したい。

公益社団法人 横浜歴史資産調査会のとりくみ
───YOKOHAMA HERITAGE───

──── 野毛の戦後史が刻まれた共同店舗
横浜都市発展記念館　主任調査研究員 青木 祐介

国吉直行（横浜市立大学特別契約教授・都市デザイナー） 
桂 有生（横浜市都市整備局都市デザイン室）

COLUMN

※1：セベランプライ市：人口約86万人（マレー
シア第2位）、面積約738Km。アジア屈指
のリゾート地であるペナン島（ペナン市）とは
橋でつながっている対岸に立地する。

※2：この提案は平成10（1998）年にマレーシア
政府の全額補助事業としてキャンベルスト
リートで実現した。
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小林香 福島市長の挨拶 大会プログラム
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歴 史 を 生 か し た ま ち づ く り

開館100周年  横浜市開港記念会館を祝う
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　平成29（2017）年9月9日

（土）に「歴史を生かしたま

ちづくりセミナー Vol.40」が

開催された。主催は公益社

団法人横浜歴史資産調査会

と横浜市都市整備局。

　今回のセミナーは、近年

の講演会形式とは趣を変え、

橋を川面から眺め、その景

観、構造、用途等、橋を幅

広く知ってもらい、知識を

深めてもらうことをテーマとして行われた。

その中でも震災復興橋梁に焦点を当てて

いる。

　当日集まったのは総勢 60名（応募者多

数のため抽選）。人数制限を設けたのは

船によるクルーズを行うためで、2便の運

行（1クルーズ30名定員）が行なわれた。

当日のセミナープログラムは、初めに主催

者挨拶（公益社団法人 横浜歴史資産調査

会 会長 宮村忠氏、同副会長 吉田鋼市氏、

横浜市都市整備局企画部都市デザイン室

長 梶山祐実氏）があり、ミニレクチャー、

パネル展示見学後、クルーズ体験という

行程で行われた。場所は黄金町高架下ス

タジオSite-D（集会所）。

　ミニレクチャーは「震災復興橋梁～横浜

の復興を支えた橋～」と題して関東学院

大学理工学部教授・横浜市歴史的景観

保全委員でもある中藤誠二氏による講演

で、約20分の短時間ではあったが、横

浜の震災後の復興に橋がいかにして架け

られたかを、資料等を咀嚼しながら説明

していただいた。同氏からは、古いもの

を残していくには地域で活用されているこ

とが大事な観点になるということが強調さ

れた。

　パネル展示は会場内に設営され、橋梁

の建造当時の写真や設計図、構造図等が

展示され、参加者も興味深く見学した。

　続いて大岡川・中村川・堀川クルーズ

体験に移動。行程は会場近くの日ノ出桟

橋からクルーズ船に乗船し、大岡川→中

村川→堀川→横浜港→大岡川→日ノ出桟

橋のコースで回遊し、途中に架かる橋梁

を見上げながら、横浜市道路局建設部橋

梁課飯塚陽生氏から詳細な説明を伺い、

約1時間半のクルーズを楽しんだ。

　参加者たちはクルーズを楽しんだ後、橋

を下から見るという初めての経験に感銘を

受けた様子で、異口同音にそのことを語

りながら日ノ出桟橋を後にしていたのが印

象的であった。

セミナー会場 展示資料を見入る参加者

横浜サイン賞「ギャルリーパリ」

横浜人まちデザイン賞「横浜海岸教会」横浜人まちデザイン賞「旧開通合名会社 煉瓦遺構」

帆船日本丸

長者橋

　横浜市都筑区川和町に、旧家・中山家

の屋敷地がある。平成 27（2015）年度か

ら文書を中心とした資料の調査が、平成

28（2016）年度から建造物の調査がそれ

ぞれなされ、「書院」と「店蔵」は今後の保

全活用に向けた調整が進められている。

＊

　中山恒三郎家は、江戸時代から都筑郡

川和村に居住した中山一族の流れを引く

家で、幕末期に初代恒三郎が中山本家よ

り独立し『新宅』となった家で、現在の当

主は6代目にあたる。

　中山恒三郎家は、菊の栽培で知られ、

新種の育成に努め、菊を当時の宮内省に

献納した。菊花展（観菊会）には東京や横

浜市街をはじめ、遠方からも多くの人々が

足を運ぶなど、各界との交流を深めたとい

う。また、江戸時代に酒類販売、呉服太

物、荒物雑貨の営業を開始し、明治期に

入ると醤油醸造、塩・煙草の販売も手掛

け、さらに、製糸場を運営する太陽合資

会社を設立し生糸を生産するなど、横浜

の地域経済の発展にも大きく貢献した。

　中山恒三郎家所蔵の昭和10（1935）年

の家屋配置図によると、敷地南側の庭園

をL字型に囲むように、東側に「本邸（主

屋）」「書院」が、北側に「本店（店蔵）」「諸

味倉（蔵）」「醤油工場」が、ほかに複数の

倉（蔵）が配置されており、平成28（2016）

年に横浜市職員が建造物調査に入った時

点とほとんど変わらない。

　平成 27（2015）年度から公益財団法人

横浜市ふるさと歴史財団（横浜市歴史博物

館・横浜開港資料館・横浜都市発展記念

館、以下「ふるさと歴史財団」）によって、

書院や店蔵等の敷地内に保存されてきた

古記録・写真や道具などの資料の調査が

始まった。その数は数万点にも及び、現在

は横浜開港資料館等で保管され、将来の

公開に向けて整理が進められている。今

後、整理が進む過程で貴重な記録が見出

される可能性が非常に高い。

　平成29（2017）年4月に、中山恒三郎家

とふるさと歴史財団の主催で、主な資料を

初公開するプレス発表会が、川和町の中

山恒三郎家敷地内において開催された。

　平成 28（2016）年9月に、横浜都市発

展記念館等の専門家メンバーによって、

「煉瓦造倉庫」の詳細調査が実施され、ま

た、平成29（2017）年6月に、横浜市歴史

的景観保全委員・横浜国立大学等のメン

バーによって、「書院」と「店蔵」を中心とし

た建造物等の詳細調査が実施された。

【煉瓦造倉庫】

煉瓦造の壁4面と床に火炉を2つ、木造

小屋組の屋根を備えた倉庫が「諸味倉

（蔵）」の北隣にある。なお、詳細は平成

29（2017）年3月にふるさと歴史財団から

発行された「横浜都市発展記念館 紀要 第

13号」に調査報告が記載されている。

【書院】

書院造の12畳二間と部

屋の三方を広縁で囲ん

だ近代和風建築で、平

成 28（2016）年に敷地

の東側から庭園を挟ん

で東側に移築され、当

主の書斎などに使われ

ている。

家伝によると、『近郊の

軍演習場を視察された宮様がお泊りになる

ため』に特別に建てたという。中山恒三郎

家の菊を観賞するために訪れた皇族はじ

め著名人などの客殿として使用された。戦

後も園遊会など特別な機会にのみ使用され

てきた。

【店蔵】

1階の一部に店舗機能を備えた、2階建て

土蔵造りの店蔵で、横浜市内に残されて

いる蔵としては珍しい。当初は妻面や2階

壁面等は白色だったが、戦時中は墨で黒

く塗られ、今もその様子が見られる。

　今後、建造物の積極的な活用が予定さ

れており、地域の歴史的景観が甦ること

に大きな期待が寄せられる。

制度等の詳細は、横浜市のウェブページを御参照ください。
●横浜サポーターズ寄附金～ふるさと納税～（横浜市財政局財源課）
　http://www.city.yokohama.lg.jp/zaisei/kifu/
●横浜サポーターズ寄附金～ふるさと納税～
　「歴史的景観保全活用事業」（横浜市都市整備局都市デザイン室）
　http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/design/m09/kifu/

「中山恒三郎家」煉瓦造倉庫

「中山恒三郎家」敷地内で移築した書院

「中山恒三郎家」活用が検討されている店蔵

開港記念会館100周年記念誌

　大正6（1917）年7月1日に開館した横浜

市開港記念会館は、平成 29（2017）年に

100周年を迎えた。

　平成 29年は、中区制90周年にもあわ

せて設置された「中区制90周年・開港記

念会館100周年記念事業実行委員会・開

港記念会館100周年部会」の委員が中心

となり、記念誌の発行や様 な々記念イベン

トを実施した。

　記念事業は100周年前年、平成 28

（2016）年7月3日のプレイベントからスター

トした。

　平 成 29（2017）年 3月11・12日には、

恒例となっている「横浜三塔の日」イベント

を拡大開催し、普段は非公開の地下室で

パネル展示やトークショーを開催した。

　平成 29（2017）年7月1日には、開港記

念会館100周年記念誌「『ジャックの塔』

100年物語」（税込 1,500円）を

発行した。開港記念会館建設前

の町会所の時代まで遡り、開港

記念会館の誕生、関東大震災か

らの復興、空襲、接収、返還、

返還後の存廃論、平成元年の屋

根ドームの復元、国の重要文化

財指定と、1世紀に渡る開港記

念会館の歴史を写真中心に読み

やすい文章でまとめているほか、

貴重な絵葉書の特集、和田英作

の2枚の壁画やステンドグラスの

修復、ライトアップなど様々なエ

ピソードが散りばめられ、読み

応えのある充実した内容となって

いる。開港記念会館をはじめ市

内外の書店等で販売しているの

で、是非お手元において資料と

して活用していただきたい。

　平成 29（2017）年

は7月1日から31日ま

でを「開港記念会館

100周年記念月間」

と位置づけ、記念式

典及び記念フォーラ

ムを皮切りに、開港

記念会館で様々なイ

ベントを開催した。

記念式典では、これ

まで開港記念会館に

貢献いただいた方々

に市長感謝状を贈呈し、記念フォーラムで

は、横浜開港資料館・横浜都市発展記念

館副館長の西川武臣氏から「横浜市開港

記念会館と本町の歴史」と題した講演をい

ただき、アナウンサーの渡辺真理氏をは

じめ開港記念会館に関わりの深い方々によ

る座談会を開催した。各登壇者からは、

本町通りを中心として、地域全体で歴史

的建造物を保存活用し、次の世代に伝え

ていくことを考えていきたいとの話をいた

だいた。

　2階 6号室では、期間限定（7月1日～

23日）のカフェ＆バー「ワンハンドレット倶

楽部」がオープンした。横濱三塔協議会

が運営し、横濱ハーバー 100周年記念限

定パッケージ（株式会社ありあけ）や株式

会社三陽物産と横浜市立大学が産学連携

で企画し製作した開港記念会館オリジナル

タンブラー（100個限定）、記念スイーツの

販売、週末には横浜ビールを提供する新

しい試みも行い、23日間で約1,400名の

方にお越しいただいた。そのほか記念月

間では、タンゴやオペラ、キューバ音楽、

童謡等のコンサートを毎週末開催し、横

浜商工会議所による歴史展示や市民がレ

ゴブロックで製作した開港記念会館を展

示し、多くの方にご来場いただいた。

　1世紀にわたり港・横浜のシンボルとし

て市民に愛されてきた横浜市開港記念会

館がこれからもより一層愛され続けられる

ようにしていきたいと考えている。

［文：横浜市中区地域振興課］

川和の豪商「中山恒三郎家」の建造物を調査

旧関東財務局横浜財務事務所の活用がスタート

横浜市のふるさと納税「歴史的景観保全活用事業」
を応援してください！  【平成28（2016）年度 寄附実績】  5,658,000円

　横浜市指定有形文化財である旧関東

財務局横浜財務事務所（旧日本綿花横浜

支店事務所棟：昭和3（1928）年築）につ

いて、創造産業の集積を推進し、にぎ

わいの創出及び経済の活性化につなげ

る中核施設として活用するため、横浜

市が活用事業者を公募し、複数の応募

者の中から選考の結果、「株式会社横浜

DeNAベイスターズ」が活用事業者に選

ばれ、平成29（2017）年3月18日（土）に

「THE BAYS（ザ・ベイス）」としてオープ

ンした。建物の外観は建設当時の姿を残

し、内部は1階はショップとカフェ、地

下1階はフィットネススタジオ、2～ 3

階はシェアオフィス・会議室、4階は事

務所としてリノベーションされ活用され

ている。また、日本大通りでは3店目の

路上オープンカフェの出店となり、日本

大通りのにぎわいの創出に大きな期待が

寄せられている。

　積極的に活用されてい

る歴史的な建造物や街

並みが、魅力的な都市景

観をつくっているものとし

て、続 と々表彰を受けて

いる。

　第8回横浜・人・まち・

デザイン賞まちなみ景観

部門では、神奈川県庁本

庁舎と横浜市開港記念会

館の中間点にある明治期

築の煉瓦造建築物の一部

を保存整備し公開した

「旧開通合名会社 煉瓦遺構」と、開港広

場に隣接し、外観は往時の姿を保ちつつ

現代の設備を追加する外観保全の工事を

行った「横浜海岸教会」が受賞した。

　また、第1回横浜サイン賞では、日本大

通りの「KN日本大通ビル（旧三井物産横

浜支店）」1階の画廊『GALERIE PARIS

（ギャルリーパリ）』と、同じく日本大通りの

「横浜情報文化センター（旧商工奨励館）」

1階のレストラン『LUNCHAN AVENUE

（ランチャンアベニュー）』の看板が表彰を

受けた。

歴史的建造物の受賞続々

　帆船日本丸は平成29（2017）年3月10日

に開催された文化庁文化審議会文化財分

科会の答申を受け、同年9月15日に国の

重要文化財として指定を受けた。指定の

評価ポイントとしては、帆船日本丸が長い

期間にわたり船員養成の任を担い、我が

国の海運業の発展に貢献した点と、現存

希少な戦前期建造の船であり、建造当時

の構造、艤装をよく伝え、わが国の海運史、

造船技術史等研究上に貴重である点が挙

げられている。

帆船日本丸が国の重要文化財に指定されました
海上保存帆船としては我が国初の重要文化財

な か  や ま  つ ね  さ ぶ  ろ う   け

進水年月

製 造 所

船　　種

用　　途

総トン数

全　　長

幅

所 有 者

昭和５(1930)年１月

株式会社川崎造船所製

帆船（4檣バーク型）

練習船

2,278.25トン

97.05m

12.95m

横浜市

名称及び数量：日本丸  一艘

横浜DeNAベイスターズが運営する
THE BAYSがオープン

歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.40

「震災復興橋梁 in 大岡川」を開催

　横浜市では、歴史的景観の保全や建造

物の活用を支援するための新たな財源とし

て、平成28（2016）年度から「ふるさと納

税（横浜サポーターズ寄附金）」も導入して

います。

　景観上重要な歴史的建造物を使い続け、

街づくりに生かすための「リノベーションに

対する助成金（中間支援組織への助成制

度）」や街なかの歴史的建造物を紹介する

「サイン・説明板」の設置などに充ててい

きます。

　毎年納税している市民税・所得税の使

い道を、ご自身で選べる制度とも言える「ふ

るさと納税」で、「歴史的景観保全活用事

業」を応援してください。

　なお、寄附いただいた方※には、歴史

を生かしたまちづくり広報冊子（平成 29

年11月現在は「都市の記憶─近代建築

（Ⅰ）復刻版（非売品）」）をお渡しして

います。

都市の記憶─近代建築（Ⅰ）復刻版

※寄附金額等の一定の
　条件があります。

横浜サイン賞「ランチャンアベニュー」

開館100周年  横浜市開港記念会館を祝う
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平成29（2017）年9月9日

（土）に「歴史を生かしたま

ちづくりセミナー Vol.40」が

開催された。主催は公益社

団法人横浜歴史資産調査会

と横浜市都市整備局。

　今回のセミナーは、近年

の講演会形式とは趣を変え、

橋を川面から眺め、その景

観、構造、用途等、橋を幅

広く知ってもらい、知識を

深めてもらうことをテーマとして行われた。

その中でも震災復興橋梁に焦点を当てて

いる。

　当日集まったのは総勢 60名（応募者多

数のため抽選）。人数制限を設けたのは

船によるクルーズを行うためで、2便の運

行（1クルーズ30名定員）が行なわれた。

当日のセミナープログラムは、初めに主催

者挨拶（公益社団法人 横浜歴史資産調査

会 会長 宮村忠氏、同副会長 吉田鋼市氏、

横浜市都市整備局企画部都市デザイン室

長 梶山祐実氏）があり、ミニレクチャー、

パネル展示見学後、クルーズ体験という

行程で行われた。場所は黄金町高架下ス

タジオSite-D（集会所）。

　ミニレクチャーは「震災復興橋梁～横浜

の復興を支えた橋～」と題して関東学院

大学理工学部教授・横浜市歴史的景観

保全委員でもある中藤誠二氏による講演

で、約20分の短時間ではあったが、横

浜の震災後の復興に橋がいかにして架け

られたかを、資料等を咀嚼しながら説明

していただいた。同氏からは、古いもの

を残していくには地域で活用されているこ

とが大事な観点になるということが強調さ

れた。

　パネル展示は会場内に設営され、橋梁

の建造当時の写真や設計図、構造図等が

展示され、参加者も興味深く見学した。

　続いて大岡川・中村川・堀川クルーズ

体験に移動。行程は会場近くの日ノ出桟

橋からクルーズ船に乗船し、大岡川→中

村川→堀川→横浜港→大岡川→日ノ出桟

橋のコースで回遊し、途中に架かる橋梁

を見上げながら、横浜市道路局建設部橋

梁課飯塚陽生氏から詳細な説明を伺い、

約1時間半のクルーズを楽しんだ。

　参加者たちはクルーズを楽しんだ後、橋

を下から見るという初めての経験に感銘を

受けた様子で、異口同音にそのことを語

りながら日ノ出桟橋を後にしていたのが印

象的であった。

セミナー会場 展示資料を見入る参加者

横浜サイン賞「ギャルリーパリ」

横浜人まちデザイン賞「横浜海岸教会」横浜人まちデザイン賞「旧開通合名会社 煉瓦遺構」

帆船日本丸

長者橋

　横浜市都筑区川和町に、旧家・中山家

の屋敷地がある。平成 27（2015）年度か

ら文書を中心とした資料の調査が、平成

28（2016）年度から建造物の調査がそれ

ぞれなされ、「書院」と「店蔵」は今後の保

全活用に向けた調整が進められている。

＊

　中山恒三郎家は、江戸時代から都筑郡

川和村に居住した中山一族の流れを引く

家で、幕末期に初代恒三郎が中山本家よ

り独立し『新宅』となった家で、現在の当

主は6代目にあたる。

　中山恒三郎家は、菊の栽培で知られ、

新種の育成に努め、菊を当時の宮内省に

献納した。菊花展（観菊会）には東京や横

浜市街をはじめ、遠方からも多くの人々が

足を運ぶなど、各界との交流を深めたとい

う。また、江戸時代に酒類販売、呉服太

物、荒物雑貨の営業を開始し、明治期に

入ると醤油醸造、塩・煙草の販売も手掛

け、さらに、製糸場を運営する太陽合資

会社を設立し生糸を生産するなど、横浜

の地域経済の発展にも大きく貢献した。

　中山恒三郎家所蔵の昭和10（1935）年

の家屋配置図によると、敷地南側の庭園

をL字型に囲むように、東側に「本邸（主

屋）」「書院」が、北側に「本店（店蔵）」「諸

味倉（蔵）」「醤油工場」が、ほかに複数の

倉（蔵）が配置されており、平成28（2016）

年に横浜市職員が建造物調査に入った時

点とほとんど変わらない。

　平成 27（2015）年度から公益財団法人

横浜市ふるさと歴史財団（横浜市歴史博物

館・横浜開港資料館・横浜都市発展記念

館、以下「ふるさと歴史財団」）によって、

書院や店蔵等の敷地内に保存されてきた

古記録・写真や道具などの資料の調査が

始まった。その数は数万点にも及び、現在

は横浜開港資料館等で保管され、将来の

公開に向けて整理が進められている。今

後、整理が進む過程で貴重な記録が見出

される可能性が非常に高い。

平成29（2017）年4月に、中山恒三郎家

とふるさと歴史財団の主催で、主な資料を

初公開するプレス発表会が、川和町の中

山恒三郎家敷地内において開催された。

　平成 28（2016）年9月に、横浜都市発

展記念館等の専門家メンバーによって、

「煉瓦造倉庫」の詳細調査が実施され、ま

た、平成29（2017）年6月に、横浜市歴史

的景観保全委員・横浜国立大学等のメン

バーによって、「書院」と「店蔵」を中心とし

た建造物等の詳細調査が実施された。

【煉瓦造倉庫】

煉瓦造の壁4面と床に火炉を2つ、木造

小屋組の屋根を備えた倉庫が「諸味倉

（蔵）」の北隣にある。なお、詳細は平成

29（2017）年3月にふるさと歴史財団から

発行された「横浜都市発展記念館 紀要 第

13号」に調査報告が記載されている。

【書院】

書院造の12畳二間と部

屋の三方を広縁で囲ん

だ近代和風建築で、平

成 28（2016）年に敷地

の東側から庭園を挟ん

で東側に移築され、当

主の書斎などに使われ

ている。

家伝によると、『近郊の

軍演習場を視察された宮様がお泊りになる

ため』に特別に建てたという。中山恒三郎

家の菊を観賞するために訪れた皇族はじ

め著名人などの客殿として使用された。戦

後も園遊会など特別な機会にのみ使用され

てきた。

【店蔵】

1階の一部に店舗機能を備えた、2階建て

土蔵造りの店蔵で、横浜市内に残されて

いる蔵としては珍しい。当初は妻面や2階

壁面等は白色だったが、戦時中は墨で黒

く塗られ、今もその様子が見られる。

　今後、建造物の積極的な活用が予定さ

れており、地域の歴史的景観が甦ること

に大きな期待が寄せられる。

制度等の詳細は、横浜市のウェブページを御参照ください。
●横浜サポーターズ寄附金～ふるさと納税～（横浜市財政局財源課）
　http://www.city.yokohama.lg.jp/zaisei/kifu/
●横浜サポーターズ寄附金～ふるさと納税～
「歴史的景観保全活用事業」（横浜市都市整備局都市デザイン室）
　http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/design/m09/kifu/

「中山恒三郎家」煉瓦造倉庫

「中山恒三郎家」敷地内で移築した書院

「中山恒三郎家」活用が検討されている店蔵

開港記念会館100周年記念誌

　大正6（1917）年7月1日に開館した横浜

市開港記念会館は、平成 29（2017）年に

100周年を迎えた。

　平成 29年は、中区制90周年にもあわ

せて設置された「中区制90周年・開港記

念会館100周年記念事業実行委員会・開

港記念会館100周年部会」の委員が中心

となり、記念誌の発行や様 な々記念イベン

トを実施した。

　記念事業は100周年前年、平成 28

（2016）年7月3日のプレイベントからスター

トした。

　平 成 29（2017）年 3月11・12日には、

恒例となっている「横浜三塔の日」イベント

を拡大開催し、普段は非公開の地下室で

パネル展示やトークショーを開催した。

　平成29（2017）年7月1日には、開港記

念会館100周年記念誌「『ジャックの塔』

100年物語」（税込 1,500円）を

発行した。開港記念会館建設前

の町会所の時代まで遡り、開港

記念会館の誕生、関東大震災か

らの復興、空襲、接収、返還、

返還後の存廃論、平成元年の屋

根ドームの復元、国の重要文化

財指定と、1世紀に渡る開港記

念会館の歴史を写真中心に読み

やすい文章でまとめているほか、

貴重な絵葉書の特集、和田英作

の2枚の壁画やステンドグラスの

修復、ライトアップなど様々なエ

ピソードが散りばめられ、読み

応えのある充実した内容となって

いる。開港記念会館をはじめ市

内外の書店等で販売しているの

で、是非お手元において資料と

して活用していただきたい。

　平成 29（2017）年

は7月1日から31日ま

でを「開港記念会館

100周年記念月間」

と位置づけ、記念式

典及び記念フォーラ

ムを皮切りに、開港

記念会館で様々なイ

ベントを開催した。

記念式典では、これ

まで開港記念会館に

貢献いただいた方々

に市長感謝状を贈呈し、記念フォーラムで

は、横浜開港資料館・横浜都市発展記念

館副館長の西川武臣氏から「横浜市開港

記念会館と本町の歴史」と題した講演をい

ただき、アナウンサーの渡辺真理氏をは

じめ開港記念会館に関わりの深い方々によ

る座談会を開催した。各登壇者からは、

本町通りを中心として、地域全体で歴史

的建造物を保存活用し、次の世代に伝え

ていくことを考えていきたいとの話をいた

だいた。

　2階 6号室では、期間限定（7月1日～

23日）のカフェ＆バー「ワンハンドレット倶

楽部」がオープンした。横濱三塔協議会

が運営し、横濱ハーバー 100周年記念限

定パッケージ（株式会社ありあけ）や株式

会社三陽物産と横浜市立大学が産学連携

で企画し製作した開港記念会館オリジナル

タンブラー（100個限定）、記念スイーツの

販売、週末には横浜ビールを提供する新

しい試みも行い、23日間で約1,400名の

方にお越しいただいた。そのほか記念月

間では、タンゴやオペラ、キューバ音楽、

童謡等のコンサートを毎週末開催し、横

浜商工会議所による歴史展示や市民がレ

ゴブロックで製作した開港記念会館を展

示し、多くの方にご来場いただいた。

　1世紀にわたり港・横浜のシンボルとし

て市民に愛されてきた横浜市開港記念会

館がこれからもより一層愛され続けられる

ようにしていきたいと考えている。

［文：横浜市中区地域振興課］

川和の豪商「中山恒三郎家」の建造物を調査

旧関東財務局横浜財務事務所の活用がスタート

横浜市のふるさと納税「歴史的景観保全活用事業」
を応援してください！ 【平成28（2016）年度 寄附実績】  5,658,000円

　横浜市指定有形文化財である旧関東

財務局横浜財務事務所（旧日本綿花横浜

支店事務所棟：昭和3（1928）年築）につ

いて、創造産業の集積を推進し、にぎ

わいの創出及び経済の活性化につなげ

る中核施設として活用するため、横浜

市が活用事業者を公募し、複数の応募

者の中から選考の結果、「株式会社横浜

DeNAベイスターズ」が活用事業者に選

ばれ、平成29（2017）年3月18日（土）に

「THE BAYS（ザ・ベイス）」としてオープ

ンした。建物の外観は建設当時の姿を残

し、内部は1階はショップとカフェ、地

下1階はフィットネススタジオ、2～ 3

階はシェアオフィス・会議室、4階は事

務所としてリノベーションされ活用され

ている。また、日本大通りでは3店目の

路上オープンカフェの出店となり、日本

大通りのにぎわいの創出に大きな期待が

寄せられている。

積極的に活用されてい

る歴史的な建造物や街

並みが、魅力的な都市景

観をつくっているものとし

て、続 と々表彰を受けて

いる。

　第8回横浜・人・まち・

デザイン賞まちなみ景観

部門では、神奈川県庁本

庁舎と横浜市開港記念会

館の中間点にある明治期

築の煉瓦造建築物の一部

を保存整備し公開した

「旧開通合名会社 煉瓦遺構」と、開港広

場に隣接し、外観は往時の姿を保ちつつ

現代の設備を追加する外観保全の工事を

行った「横浜海岸教会」が受賞した。

また、第1回横浜サイン賞では、日本大

通りの「KN日本大通ビル（旧三井物産横

浜支店）」1階の画廊『GALERIE PARIS

（ギャルリーパリ）』と、同じく日本大通りの

「横浜情報文化センター（旧商工奨励館）」

1階のレストラン『LUNCHAN AVENUE

（ランチャンアベニュー）』の看板が表彰を

受けた。

歴史的建造物の受賞続々

　帆船日本丸は平成29（2017）年3月10日

に開催された文化庁文化審議会文化財分

科会の答申を受け、同年9月15日に国の

重要文化財として指定を受けた。指定の

評価ポイントとしては、帆船日本丸が長い

期間にわたり船員養成の任を担い、我が

国の海運業の発展に貢献した点と、現存

希少な戦前期建造の船であり、建造当時

の構造、艤装をよく伝え、わが国の海運史、

造船技術史等研究上に貴重である点が挙

げられている。

帆船日本丸が国の重要文化財に指定されました
海上保存帆船としては我が国初の重要文化財

な か  や ま  つ ね  さ ぶ  ろ う   け

進水年月

製 造 所

船　　種

用　　途

総トン数

全　　長

幅

所 有 者

昭和５(1930)年１月

株式会社川崎造船所製

帆船（4檣バーク型）

練習船

2,278.25トン

97.05m

12.95m

横浜市

名称及び数量：日本丸  一艘

横浜DeNAベイスターズが運営する
THE BAYSがオープンAA

歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.40

「震災復興橋梁 in 大岡川」を開催

　横浜市では、歴史的景観の保全や建造

物の活用を支援するための新たな財源とし

て、平成28（2016）年度から「ふるさと納

税（横浜サポーターズ寄附金）」も導入して

います。

　景観上重要な歴史的建造物を使い続け、

街づくりに生かすための「リノベーションに

対する助成金（中間支援組織への助成制

度）」や街なかの歴史的建造物を紹介する

「サイン・説明板」の設置などに充ててい

きます。

　毎年納税している市民税・所得税の使

い道を、ご自身で選べる制度とも言える「ふ

るさと納税」で、「歴史的景観保全活用事

業」を応援してください。

なお、寄附いただいた方※には、歴史

を生かしたまちづくり広報冊子（平成 29

年11月現在は「都市の記憶─近代建築

（Ⅰ）復刻版（非売品）」）をお渡しして

います。

都市の記憶─近代建築（Ⅰ）復刻版

※寄附金額等の一定の
　条件があります。

横浜サイン賞「ランチャンアベニュー」
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「歴史を生かしたまちづくりセミナー」を開催します！ 
～いぶし銀のまちづくり ： 生活・文化の視点から、まちを再評価する～ 

 

横浜市では、昭和63(1988)年に「歴史を生かしたまちづくり要綱」を制定し、横浜の歴史的景観を

形成している歴史的建造物の保全活用を推進しています。また、市民の皆さんに広く歴史的景観や歴

史的建造物の魅力を知ってもらうことを目的として、毎年「歴史を生かしたまちづくりセミナー」を

開催しています。 

この度、第18回国際都市計画史学会大会（ＩＰＨＳ2018）が本年７月に横浜で開催されることに併

せて、今回のセミナーでは、横浜における近現代のまちの発展を都市計画史（まちづくりの歴史）と

いう視点から考えていきます。 

具体的には、開港以来の居留地の整備、港湾機能の拡充、震災復興、戦災復興という重層的な取組

により進んだ都市計画の歴史を、建物やまちなみのデザインだけではなく、つくられた経緯やそれに

関わる日々の試行錯誤といった舞台裏からひも解いていきます。 

 

●日程 

平成 30年７月 15 日（日） 

13:30-16:00（受付開始 13:00） 

●場所 

横浜市開港記念会館 講堂 

（横浜市中区本町１丁目６番地） 

●参加費 

500 円 （先着 200 名、事前申込不要） 

●内容 

１ 講演 

①「横浜の都市計画史とその遺産」   

 鈴木
す ず き

 伸
の ぶ

治
は る

（横浜市立大学教授）  

②「戦後復興のなかの共同建築 闇市から防火建築帯・防災街区まで」 

 初田
は つ だ

 香
こ う

成
せ い

（工学院大学准教授）  

③「魅力ある港湾都市のあり方 ～海外の港湾都市と横浜の比較～(仮)」  

 カローラ ハイン（オランダ・デルフト工科大学教授、IPHS2016 実行委員

長） 

（敬称略） 

２ クロストークセッション 

講演者３名による、まちづくりの歴史と国内外の他都市との比較から、

今後の横浜のまちづくりに対する知見を探ります。 

 

 

 

主催 

公益社団法人 横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ） 

電話・ファックス045-651-1730  ウェブページhttp://www.yokohama-heritage.or.jp/ 

横浜市都市整備局 

※取材をされる際には、当日直接受付までお越しください。 

※詳細は、別添チラシをご覧ください。 

 

お問合せ先 

都市整備局都市デザイン室長 梶山 祐実     電話 045 - 671 - 2009 
 

平成 3 0 年 ６月 2 0 日 
都市整備局都市デザイン室 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 
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【日時】 
平成30(2018)年７月１５日 
午後1時 30 分から4時 まで 
（受付開始：午後１時） 

【会場】  
横浜市開港記念会館　講堂 
（横浜市中区本町１丁目６番地 
：国指定重要文化財）  

【参加費】 500円  
（ヨコハマヘリテイジ会員300円）

※先着200名、事前申込不要

横浜市は開港以来、居留地の整備、港湾
機能の拡充、震災復興、戦災復興と重層
的な都市計画の取組によりまちづくりが
進められ、それぞれの時代を象徴する歴
史的建造物が現存しています。 
この度、第18回国際都市計画史学会⼤会
（ＩＰＨＳ2018）が平成30（2018）年�7
⽉15⽇から19⽇の⽇程で横浜において開
催されることに併せて、今回のセミナー
では、横浜における近現代のまちの発展
を都市計画史、つまり、まちづくりの歴
史という視点から評価していきます。 
具体的には、建物やまちなみの⽬に⾒え
るデザインだけではなく、つくられた経
緯やそれに関わる⼈々の試⾏錯誤といっ
た舞台裏をひも解いていきます。 
私達が働き、暮らしている横浜のまちを、
よりディープに理解するきっかけになる
でしょう。

プログラム 
１　講演 
①「横浜の都市計画史とその遺産」 
鈴⽊�伸治⽒（横浜市⽴⼤学教授） 

②「戦後復興のなかの共同建築 闇市か 
ら防⽕建築帯・防災街区まで」 
初⽥�⾹成⽒（⼯学院⼤学准教授） 

③「魅⼒ある港湾都市のあり⽅ 〜海外 
の港湾都市と横浜の⽐較〜(仮)」 
カローラ�ハイン⽒（オランダ・デ 
ルフト⼯科⼤学教授、IPHS 2016
実⾏委員⻑）�

２　クロストークセッション
講演者３⼈による、まちづくりの歴 
史と国内外の他都市との⽐較から、 
今後の横浜のまちづくりに対する知 
⾒を探ります。

主催：公益社団法⼈横浜歴史資産調査会・横浜市都市整備局�
後援：第18回国際都市計画史学会⼤会実⾏委員会

7月15日（日） 13:30～16:00 

横浜市開港記念会館

いぶし銀のまちづくり
～生活・文化の視点から、まちを再評価する～

野⽑カストリ横丁（昭和２４年頃）出典「港町横浜の都市形成史」 

第18回国際都市計画史学会大会（IPHS2018横浜）応援企画 
歴史を生かしたまちづくりセミナー Vol.41
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鈴⽊伸治（すずき・のぶはる）�
横浜市⽴⼤学国際総合科学部まちづくりコース教授�
1968年⼤阪⽣まれ。京都⼤学⼯学部建築学科卒業。東京⼤学⼤学院を修了後、東京⼤学助⼿、関東学院⼤学⼯学部助
教授、横浜市⽴⼤学准教授を経て、2013年より現職。専⾨は都市計画・都市デザイン・歴史的環境保全。著作に『都
市の遺産とまちづくり アジア⼤都市の歴史保全』（編著、春⾵社、2017）、『今、⽥村明を読む』（編著、春⾵
社、2016）、『創造性が都市を変える』(編著、学芸出版社2010)、『都市の⾵景計画』(共著、学芸出版社、2003年)な
ど。

初⽥⾹成（はつだ・こうせい）�
1977年、東京都生まれ。工学院大学建築学部建築デザイン学科准教授。IPHS2018組織委員会。専門は都市史・建築
史。東京⼤学⼯学部都市工学科卒業。東京⼤学⼤学院建築学専攻博士課程を修了後、東京⼤学助教、プリンストン大
学客員研究員を経て、2018年より現職。著書に『都市の戦後�雑踏のなかの都市計画と建築』（東京大学出版会、2011
年）、編著書に『都市計画家・石川栄耀�都市探求の軌跡』（鹿島出版会、2009年）、『盛り場はヤミ市から生まれ
た』（青弓社、2013年。同増補版、2016年）など。

Carola�Hein（カローラ・ハイン）�
デルフト⼯科⼤学教授�（オランダ）�
ハンブルグ、ブリュッセルで⼤学卒。1995�年ハンブルグ芸術上級学校にて学位取得。1995年から1999年まで東京⾸都
⼤学と⼯学院⼤学で⼤戦後の⽇本都市の復興、⻄欧からの⽇本都市計画への影響等を研究。1999年から2014年までブ
リン・モア⼤学（2005年から2006年まで�リンカーン⼟地政策研究所。2007�年グッゲンハイムフェローシップ）。�
2015�年から現職。著書として、Jeffry�Diefendorf,�and�Yorifusa�Ishida�(eds.)と共編著として�『Rebuilding�Urban�Japan�
after�1945』�(London:�Palgrave�Macmillan,�2003)、単著として�『The�Capital�of�Europe.�Architecture�and�Urban�
Planning�for�the�European�Union�』(Praeger,�2004)�他多数。�

国際都市計画史学会は、1974年にイギリスで活動を開始したPlanning History Groupを母体として、1993年に設立された
都市計画史分野唯一の国際学会です。25か国150名程度の会員が在籍。2年に一度開催される大会は、会員のみならず、世
界各国から200名～400名程度の参加者が集まります。当日は、都市計画史に関する研究発表セッションを中心として、大
会テーマに沿ったレクチャー、開催都市を中心とした現地視察などを通して、都市計画史分野の研究者同士の議論・交流
と、都市計画のあるべき姿を導いていく機会を提供しています。

2018年　18回大会　横浜（日本）　7月15日～19日（メイン会場：横浜開港記念会館）
2016年　17回大会　デルフト（オランダ） 参加者総数472名
2014年　16回大会　セント・オーガスティン（アメリカ）
2012年　15回大会　サンパウロ（ブラジル）

＜お問合せ先＞ 
公益社団法人 横浜歴史資産調査会 事務
局　　 電話・FAX 045-651-1730 （月・水・金 
9:00-17:00） 

E-MAIL  yh-info@yokohama-heritage.or.jp

横浜市 都市整備局 都市デザイン室  
電話 045-671-3850　FAX 045-664-4539 
（月～金 8:45-17:15）

◾講演者プロフィール

【国際都市計画史学会（International Planning History Society）】
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